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日本建築協会

< 特集>

災害/ 非常時に生きる法体系
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トイレのことは全てお任せ下さい/

時代は TOTOライニングユニット

器具だけでなく、 ト イ レ 造 り に 必 要 な 部 材 を 一 括 し て ユ ニ ッ ト 化 し た シ ス テ ム 工 法 の ト イ レ 。

工 期 の短 縮 、 工 事 管 理 の 省 力 化 、 さ ら に 高 品質 、 高 性 能で 在 来 工 法 と 同 等 の コ ス 卜 を 実 現。

大 規 模 建 築 か ら 中 低層建築、 リ モ デ ル ま で最 適 な トイレ空間を 演出。

自 立 壁 シ ス テ ム ト イ レ は 独 立 構 造 で 耐 震 性 も 万 全。

.ピJ レ寿命50年 時代: メンテナンス ・改

修まで含めて、ライフサイクノレコストでは、ラ

イニングユニットが圧倒的に有利 です。

. 工期の短縮: 13職種におよぶ従来工事

の設計 ・工事段階の作業を簡素化、各工

程での施工袋生期聞が大幅に短縮、工 事

管理の手間も大幅に軽減されます。

・現場の汚れ ・騒音の大巾削減 : ブロッ

ク積みや、躯体工事、現場加工も不要。

日中の改修工事も容易です。

・施工の省力イヒ: 床上配管方式のユニッ

トを組立てるだけで、手配や段取りの手

聞を軽減します。

- 簡単なメンテナンス. 分割 ・着脱式の

前 面 板 ( ラ イ ニ ン グ ユ ニ ッ ト ) な ど 、

T OT O独自 の 構 造 で 点 険 が 容 易 に 行 な

えます。

・脱臭機能: オゾン脱臭と排気脱臭の 2

つの方式で、トイレ全体のニオイを追放

します。

・清掃性の向上 ・お手入れのし易い凸凹

の少ないデザインです。

. 耐震構造のシステムトイレ: 自立 構 造

で、建築躯体の層間変位の影響を受けに

くく、 1 Gの耐震強度設計になっていま

す。

カタログをご希望の方は 東陶機器側大阪支社までご請求ください。 干530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 梅新第一生命ビル東舘 f i 06 (364)  1181 



日 本 建 築 協 会
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このたび、下記会員の諸氏は、建設界に ・動一朝掲宝章 ・聖書四等旭日小綬章

おける多年の噺粛によって、表彰を受 小林庄一郎氏( 関西電力側取締役会長) 近 藤 武 文氏ほ鈎奥村組代表取締役副社長)

けられました。ここに誌して、その栄誉 ・徹二等旭日重デ晴 ・殿五等双制回章

をお慶び申し上げます。 三 好 俊 夫氏( 松下電工勝代表取締役会長) 深 江 貧氏( アスワ湘代表取締役会長)

・聖書三等瑞宝章 ・藍綬褒章

字国 耕作氏( 元側クボタ取締役副社長) 奥 村 俊 夫氏 糊奥村知取締役相談役)

吉田 譲次氏( 元大阪ガス側取締役副社長) 永村正夫氏( 元旭硝子側代表取締役専務)

会員の受賞

平成 8 年度第 1回通常総会を下記のと と き 平 成 8 年 6 月26 日側 議 題 ( 1)平成 7 年度事業報告並びに

おり目制佳いたしますので、何卒ご出席 午後 Ｕ 時 Ｓ Ｐ 分 ｾＶ 時 決算報告承認の件

下さいますようお願い申し上げます。 ところ ヰ封ヨ法人日本建築協会会議室 (2)! 里; 事交替承認の件

制ヨ法人日本建築協会会長 大阪市北区梅田トト3- 2100 (3)その他

市 川 宏 大阪駅前第 3 ピル21階

通常総会開催通知

1994年、 日本の新しい玄関として開港

した関西新空ゑこの空港の立構に建

言支が進められている「りんくうタウン」

は、空港のもたらすインパクトを最大

F艮に〉舌用し、「パシフィック ・シティ」と

いうコンセプ卜のもとで、人 ・モノ ・情

報の国際的な交流拠点となることが期

待されています。 このりんくうタウン

のシンボルともいえるりんくうゲー 卜
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タワーピルも第| 期ピル北棟が本年

(1996年) 手火にいよいよオープンしま

す。地上56階建、 256mの西日本ーの高

さのピルは文字どおり日本のゲートと

なり、最先端のインテリジェン卜オフ

ィスの他国際会議場やホテル、宴会

場、インキュベータ施設なと. ク' 口ーパ

ルビジネスの拠点として最高の環境を

備 え て い ま す 。 ( 野 田 泰 弘 )

. ill 築概要

所荘地大阪府泉佐野r I i りん〈う従来北

設計ｾ耳目 りんくうゲートタワーピノν

ｕｩｬｬＮ 安井ＡＧｊｬＺｾ ｉＧ ｊｖ

施 工 大 林 ・竹中・鹿向・ シヤ ール・奥

村・鴻池・戸ru ・長谷[ ・ i韮沼・

村本・大末・森本・ ｉｾ￯￬ 幅反村 ｊｖ

敷地而m 16. 870. 09耐

建築而- 1)'1 14. 100. 11m'  ( 公共岐阜場部合む)

延! 車両手/1 118.052.  79m'  ( 公共駐車場部合む)

榊 造 規 模 5 ・一部S RC、 s2 .  56F 

工 期1 ＱＹＹ Ｒ 年 Ｘ 月 Ｍ ＱＹＹＶ ｾ ＱＧ 8 月

オープン 1996年 10月( - ( . 定)

日 時 1996年 7 月19 日ω

13:30 - 16:30 

講 師 野田泰弘/ 日建諒十議十部長

増田宗忠/ 大林ほかJV所長

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽i墾

集 合 現 地

*JR・南海「りんくうタウン」

駅下車すぐ

参 加 費 会 員 1，000円、 一般 2，000円

申 込 7 月11 日附までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さし、。

①催し名( りんくうゲートタ

ワーピル見学会)

②氏名

③個人 ・団体会員、→2の別

@職場 ・学校名

直彦加hl . $ 送先

軍連絡先電話番号

をお知らせ綴います。

* 参加証を 7 月12日働に発送

します。

申込先制日本建築協会事業諜

大阪市北区梅田卜| ー3- 2100

大 隅R前第 3 ピルm皆干530

FAX. 348- 0634 TEし348- 0633

建築と社会 ・1996.5



初'8 EYE目也事問玖キス

第18回

堀木工リ子

SHI MUS代表・和紙デザイナー

建築空間に生きる

和紙造形の創造

f30' s  EYE-211l! ・紀へのエスキス」をテーマ

仁、30代を中心に様 々な分野でご活縦の

}j を々ゲスト講師に迎え、従来の続協会形式

ｴ は違う ｲｾ 語 り 合い、 情 報交 換 を行う場 ｊ をつ〈

りた l ' t 考えてL、ます. 気軽にご参加下さい.

スライド・レクチャー

ぶらり海外建築見て歩き

第 8回

アメリカの実験都市

2  

日 時 1996年 6 月28 日ω

18・30- 20・30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 堀 木 工 リ子

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、 一般 1，500円

* 学生は5∞円ヨ|

* 含、飲物・消費税

* 団体会員扱いは |社 l 名

申 込 6 月21 日悩 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名 (30'5町 E)

②氏名

③個人 ・団体会員、 一般の別

任激 場 ・学校名

$ 渉力厄HB送先

信連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参カ成正を 6 月24日(月)に発送

します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区構図トト3- 2100

大阪駅前第 3 ピル21階 干530

FAX. 348- 0634 TEL. 348-0633 

主 催 (他日本建築協会

若い会員の集L ¥J j ，委員会

主担山隈直人

S HIMUSが「建築空間に生きる手陣b隼形

の創造」をテーマに活動を始めて 10年

目になる。私たちの作品は、 2700X2100

mm< 7 ) 大きさをもっ畠げ惇日紙を基本とし

ている為、そのほとんどが、壁画や天井

面にダイナミックに使われてきた。又、

作品の多くは光による効果を加えなが

ら施工されている。しかし、消紡法など

厳しい〉拶見の中で、現代の建築空間に

平日紙を使用することは容易ではない。

私たちは、燃える、汚れる、破れる、退

色する、精度がない、という平日紙の 5 大

難点に対して、デザイン作業以上に時

間を費やしてきた。建材に求められる

機能を与えて、伝活拍唱な和紙の域を超

えた世界に挑戦し、和 ' ; 羊を間わず、無

限の和紙の可育E性を拡げていきたいと

願っ ている。 ( 堀木工リ子)

アー コサ ンティー サン・アン トニオ

アリゾナの荒野の中に、イタリア出身 ばれ幸見しまれているサン・アン 卜ニオ

の建築家パオロ ・ソレりの理論に基づ 等を中心に、アメリカのちょ っと面白

色理想郷の建設が四半世和人上にわ L情附をご紹介します。

たって行われてきた。そこで、彼自身は このスライド ・レクチャーシリーズで

設計をし、また仲間たちと共に外て働 は、スライドを使っち前村〉建築及ひ.

き続けている。 いつ完成するとも知れ その周辺の風物をご紹介しています。

堀木エリ子 ( はり き えりこ )

1962 京都生ま れ

1987 S HI MU S役立

作 品 版

Ｑ ＹＸＸ 内 ｲｵ 繁旋回尚志 ・ 必ｾ俊之楽祥栄

が剣 .!> 羽l紙造形展 (プロデユース)

1990 7 インランド巡阿和紙桜( クオピオ

文化|専物 館)

1991  Ｑｊｴ 点 ｾ ｾｾ !ft  . 杉本 社 志 ・竹山 型 t

S HI MU S和紙厳 (プロデユース)

1992 7 ピターレ ・イノν・テンポ・インテリア

凶際} 民覧会( イタリア ・グエローナ)

1993 f]apani sch田 Li cht J 1凶( ドイ y ・7

ランクアノレタ ・メッ セ)

1994 f  Aut onoon  Li chtJ 胤( オランダ . CJ

ンス トハール美術館)

1996 fPaper  Ro紅 jJ 脳( デンマーク ・ナ

ショナノレミュージアム)

特¥'r

r布l紙の光景ー細木エリ子 t S HI MU Sの

インテリアワ ークス J W 経 BP社)

主な仕11'

1990 歌舞伎座東新館

1992 v ストラン ・ノず- r' J_;' 丹花J

1993 サッポロファクトリ ー・ イベントホール

1994 胤瀬町立「奥阿nふるさと館」

ホテ J νfl ' 4"f.彩ー)J J

1995 梓浴ベニンシュラホテル ・布l食 v ス

トラン

日 時 1996年 6 月25 日ω

18:30 - 20:30 

会 場 日 本建築協会サロ ン

* 大 鵬R前第 3 ピル21階

講 師 杉本真一/ 大阪芸術決学講師

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽i墓

参加 賀 会員 1，000円、一般 2，000円

(学 創 立 判真、飲物付、船丞)

申 込 6 月18日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名 ( スライド・レクチャー)

②氏名

③個人 ・団体会員、一般の別

任期能場 ・学校名

喧渉力慮HB送先

喧 通絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参力需正を 6 月19日制 に発送

ない理克明E。そこに今も世界中から若 大学の授業のような堅苦しい話ではな します。

者が集い、共に汗を流している。 < 、建築に関係のない方にも楽しんで 申込先 制 日本建築協会事業課

今回は他にな見代建築の博物都市」とし いただけるような内容ですので、 気軽 大阪市北区梅田トト3- 2100

て広〈知られているインデイアナ州の に聴きに来ていただければ幸いです。 大F鳳R前第 3 ピル21階 干530

コロンパスや「アメリカのペニス」と呼 ( 杉本真一) FAX. 348- 0634  TEL. 348- 0633 



今月の表紙

表紙デザイン ー立川悦夫

建築と社会
1996回 一新7集 / 酷890号

Vincenzo Scamozzi 著

r世界建築の思想」初版

4 月4サと伊l じく、スカモ y ツ

イ(ωl凶55臼2 -叶16臼16ω) の延i深築理酉t荷併1?l?

r世抗持l姥築の

図版の一f都罰郊目を表紙テデpザイン{ にこ

取り込んfだJ 。

五滋附I]f乍協力 l関ヶ原fi 材

ARCHI TECTURE A ND  S OCl ETY 

J QURNAL  OF  T HE  A R C同 TECTURAl AS S OC1 ATl O N  OF  J APAN 

特 集 . 災害 ! 非常時に 生きる法体系

- 特集予告

E 月号 今、プールがおも しろい

7 月号/ 住まいの未来像ー多

面的な視点から考える
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自然災害と法 ・安本典夫

災 害H寺における公陸|利 用 と法 ・浜口祐介

災害時における学校利 用 と法 ・高 倉 朔

住 宅 総 合 相 談 所 の 設 置 ・城戸史郎

借地借家法をめぐ‘ って一 法 律 相 談 か ら ・竹本昌弘

被 災 建 築 物 の 応 急 危 険 度 判 定 ・城戸史郎

被 災 建 築 物 の 公 費 解 体 ・伊蕗雄祐

民 間 宅 地 擁 壁 の 公 費 復 旧 ・森田伸二

斜 面地 の 宅地 の 安 全 ・石井真澄

災害時における応急仮設住宅 ・浅野弥三一

交 通 規制 の 展 開 ・兵庫県警察本部

建 築 士 の 社 会 的 役 割 ・貢 献 ・白石静二

被災者11市 とまちづくりl I J lJ 度 ・平山洋介
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特 集 . OAPタワーズ

L >、. fr.

ヨ:;;にコ

作 品

OAPタワ ー ズ 計|直|・竹内 陪・松井 忠・亀井尚志・大垣聡・根本

OAPタワーズ施工 ・内藤晴道・平漂要

OAPタワ ー ズ- PL A

OAPタワ ー ズ一 概 要

会員の受賞. 通常総会開催通知 りんくうゲートタワーピル第| 期( 北棟) 見学会.

30's  E Y E  ( 18) 堀木エリ子「建築安問に生きる和紙造形の創造」

スライド・レクチャー (8) rアメリカの実験都市」

67 

直・佐々 木邦治一一一一一一一- 80 

85 

89 

90 

作 品 作 風 4  

新 建 材 紹 介 コーナー 超 抗 菌 ・防 汚 ・防臭タイノレ ・猪野達雄

ブ ックステーショ ン 短評4題 ・伊 藤郁郎 ・稲木裕子

GBRCニュー ス 平成8年 度 の 事 業 計画

建 築 の 眼 ある授業ー l ・鈴木良介. 時間差 ・垂水英司.

心踊るもの ・瀬戸本淳. 外装材の耐用寿命について ・田中正司.

構 造 の 頁 大阪ドー ム鉄骨屋根のリフ トアッフ。工 事 ・近 藤 実

gall ery 

Sketch Book  

w  

Report 

広報小委員会Report

法令コー ナー

。委員長 O 副委員長 旅幹事

設 備 の頁

施 工 材 料 の 頁

大 阪 府 立産 業技 術 総 合 研 究 所

大阪シティ エ アタ ーミナノレピノレ (O C A T )

横 浜 市立 戸 塚 高 等 学 校

内 田 洋 行 本町ピノレ

カフ。コン研究 開 発 ピノレ

ホテ ノレモ ン トレ ・グタラスミアハ ウス

広 島 市 永 安 館

3  in 1  H OUSE( 木村博昭 ・米原慶子) ・杉 原 繁
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最 近 竣 工 し た 新 建 築 作 品10点

Wel comi ng 14一 座 談 会 : 他国 で の 出会い ・高橋震子

魁った 「大阪ノ f ウハウス」・和田康 由

スライド・レクチャ ー 『西 地 中 海 の 建 築f ちょ っと変わ った教会堂』 ・宮内 宏

「ノ、 一卜ヒツレ法」の制 定と 「大阪府福祉のまちづくり粂例」 の一 部 改 正 ・安部 暁

大 阪 府 建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 改 正 ・加 藤 真

床下通気管; と トラップ . ;可津隆之

新規高性能AEi .成水斉IJ ・倭 富 士 桜

山町一一

ω

一“

印 刷 平 成 8 年 5 月20 日

発 行 平 成 8 年 5 月25 日

発行入 社団法人日本建築協会

発行所社団法人日本建築協会

大阪市北区梅田トト3・21∞

m 06- 348- 0635 

振替Il ! 主 00910-9-39975 

印 刷 所 官 楽 印 刷 株 式 会 社

11 本: 1 ) : 植株式会社

定 価 12∞問〔本体価格1165円〕

inf or mation  

月間の動き

第24回公開講演会. ベリ氏を迎えて「建築士の日」を 第2回水のフォーラム開催 91

r漆』一進化する樹液ー展 r際の都市』展と公開セミナー. 照明探偵団 ・連続実践講座.

マンション管理実践講座 r病院建築/ 福祉建築基礎講座J . rひろしま街づくりテ' ザイン賞」募集.

リビングデザイン賞募集. 4回目 の助成対象者決定 r医療福祉建築賞 1995J 決定.

平成8年3月分 93 
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由甲

言受:言十 ・

大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

東 畑 建 築 事 務 所

監 理 園

大 阪 府 建 設 監 理 協 会

東 畑 建 築 事 務 所

本 館 棟 施 工 ・東 急 ・大日 本 ・大 末 ・栗 本 共 同 企 業 体

機 械 設 備 工 事 ・大 気 ・毎 日・不二熱 ・近 配 共 同 企 業 体

電 気 設 備工 事 ・電 設 工 ・九 電 工・四 電 工 ・中 央 共 同 企 業 体

大 阪 府 立 産 業 技 術

総 合 研 究 所

rJ l 日放と交流」を基本理念とし、これまで府下に分散していた研究

内 川 分室、研鈷機fiEを統合し、大阪産業の技術高度化の行凶主拠点と

して企業や大学 等に rl ，mかれた事Ufヨt: Pわ で あ る こ と を め ざ し て い ま

す。

!ill!J1; J配併 は11! 司.' iJ( こなりがちな直行型の続列でなく、 'l' 核となる雄物

の刺酬をJぶった1i胡サ線状配世を行った。 これによ って来訪者を大ら

かに受入れる前面広場が造られ、各建物の壁面の比えブ7に動的な変

化をうーえ、個々の械の明確な' 性十制-J け、部ν;;I Jが容易となった。

当施設は 3 つのソずーニング分けて;桃 j比されている 。}j 包設の中核とな

る研究Ｚ［ｴＺ ｦｬￎＧＺ 棟、大型 災Ａ験 ・ ｱ 柄米 笑 ｊ 検を ＧＢ Ｑ Ｇ 心とした 災，ｾ主 棟、先 延 主的な

ｾ ｉ 、 ｼ 日 ｬ の ｦ 先 ・ オープンラボぞ中心とした新技術 Ｑ ｭ 発似てある 。 また各

ソ ε ーンを交流Ｈ入、エオ、ノレギ 一、 ＧＱ Ｉ，｛ キ ｉｾＩ ・ ｦ 木 ｦｩｦｴ Ｚ機能を純一 っ た迫 ｬ 絡通路

てお'i び、 1M設の総合化 を試みている 。

外観デザインは紋の環境念日央し ｉ ｾｾ ｉ すカヲス面と硬質タイ ノ ν 及び金

hJ!. 板による梢成て旬、大11反J 1 E 業の発展と技術革新のシンボルとして、

21 11t紀を凡抑えたハイテク相もを志向した。

ｔｩ ￭ ｪ 隔にはそニュメントや水を採り入れたイ ＱｾＱ 去のなか、Ｊ上の食事ス

ペ ースなどを設けアメニティをｾｾ ， Ｇ￮ め、地域に制Ａ令した ｲｭｊ かれた研

ヲtFJ j-J を表現しました。 Ｈ下ｔ￯ｲ￭絡 ーＯ ｊＡｾ調削 ｅ 築 ｚ ｉ 哨 ￯ｾｪＭＩ

所在地一一一一大阪府和泉市あゆみ里子2- 7- 1

敷地面積一一一一- 8 1 ，840_ 43ぱ

建築面積一一一一 15，843 _  8 2 m'  

延床面積一一一一 37. 084_ 1 4 m'

構造規模 一一一一 研究本館: 5 R C、5 F、BI F、P3

新 技 術 開 発 練 R C、3 F、PI

実 験 棟 S 、2 F

工 期一一一一平成 6 年 3 月~平成 7 年 12月

最寄駅一一一一泉北高速鉄道 ・和泉中央駅

撮 影一一一一 5 5大阪 ・島 修 一

実験棟フレーム

玄 関 廻 り

夜 景

5  



ア トリ ウ ム

E聾堂 食 堂
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研 究 室

中 庭
実 験 室

rDI ALOGUEJ  「輝跡の環」
r 展 J
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u f  

設計ｾ王室 ・

横 浜 市 建 築 局 ・東 畑 建 築 事 務 所

施 工 ・

松 尾 ・大 洋 ・千 代 田 ・岡 山 建 設 共 同 企 業 体

横 浜 市 立 戸 塚 高 等 学 校

湖町ヨコハ? の高台に処つ「縦浜市立戸塚高等学校」は、述< Iニキ目

半以湾ぞ望む長) 勝の地にF J f I校された男女共学校である。

本計画は閑静な住宅地である周辺地域と の来観的調和に配慮し つ

つ、人々に親しみと誇りをもって迎えられる ことを? 意図した。

配置E言十i匝lは、全ての胞設へのアクセスルー トであり、 さ鴎 E迷の交流 -

rifl い ・語らいの場でもある「ひろば」を 中心として、 西側には管理

棟 ・多目 的ホーノレ ・校 合 敏 弘 束 。[11には既存施設との|剥速を考え体

育1M設を配置する。

校舎棟の村誠I阜、安従の拠点である普通教室を 1 竿ゴf - l フロ アーに

まとめ、その他の各教室も l フロアーに集約することにより窃』線 ・

フロア -fi 時j戎; 営明角平にした。

外観は、 Ｎｦ ｬｩｩ 辿窓と壁而の陰Ｉｾｾによりのびやかで有 ｌ 在感のある形態と

し、「ひろば」に面するエントランスホーノレは開放感のあるカーテン

ウオーノレと円弧状の銀色に綿〈外装て杭成し、学闘にふさわしい蹴

ｩｬｬｊｹＮｾ のある雰囲気を演出した 。

( 松宗} ' ，己也 ・丸 山 謙三 /刺 拠 能IW0戸斤)

l' 皆平面図 1: 1800 

所 在 地 一 一 一 一 横 浜 市 戸 塚 区 汲 ; 尺2- 1706

敷地面積一一一一 40，178. 693m'

建築面積一一一一 7，037. 55m'

延床面積一一一一 19，037. 38m'

構 造 規 模 一 一 一 校 舎 棟 S R C、 R C、 5 F、 一 部B I F

格 技 棟 S R C、 RC. ， S 、 2 F、 一 部 BI F

工 期一一一一平成 5 年 6 月 ~ 平 成 8 年 3 月

最 寄 駅 一 一 一 J R東 海 道 本 線 ・ 横須 賀 線 戸 塚 駅

撮 影一一一一 S S償 浜

食 堂

V エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

9  
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作-Eヨ風

設計ｾ理 ・ 日 建設計

l吉舗 内 装 設 計 ・丹 青 社

照明↑ ' B，力 ・L PA

施 工 圃鹿 島 ・大 鉄 工 業J V

大阪シティエアターミナルビj レ

( OCAT)  

大阪の交通の要として「湊IIITJ は、大阪シティエアターミナノレピノレ

( (にAT ) の竣工により、関西国際空港をはじめとして、国内各省11市

と鉄道やパスで直結し、大阪のミナミの玄関口として大きく到糊li l しよ

うとしている。そして この新い、施設を核として周辺の開発が進み、

近い将来、ナンパを含めた大阪ミナミの幸l諸肌、として大きく発展す

ることカ雪期待されている 。

南北 ＲＰＰｭ あまりに延びるこの建物のｾｴＮ Ｑ ｊＱ ｉ ｊ は、新空＿をからつながる阪

神高辺諸路堺線のオフランプの曲線になじませた形とし、人を招き入

れやすい表附をもたせ、また 3 階までの吹抜けを支える止生5 ' 11は、地

階まで ｼＳ 日放された多目的広場と ー イ本となり、賑わいを ￜ ｩＺｩ ， ｾ ， してし、る 。

西側lの交通広場に商した玄関j克は、世界に向けて の玄関と して の風

格をもつよう堂々とした構えをもたせた。 この玄関庇を支える 両 サ

イドのガラス壁は、まわりの景色を ｉｾ し込み、夜には柔らかい明かり

を ｴｾ げかけ、 ＲＴ Ｑ 時間 ｊ ｜ 、つでも人々をやさしく迎え入れるウエノレカムゲ

ート を表毛見している。また、 C A Tを中心として、 ] R革fl ;isi:返Rやノ f スタ

ー ミナノレ、 l苫街J i などの複合用途の建物であるため、機能的でわかりや

すい施設となるよう心がり、すべての人々に安全かつ快適に利用で‘

きるよう商ｃｊＮｾした 。

今後、この地区がますます活性化するとともに、この施設が多くの

人々に愛され、親しまれることを願ってL 、る 。

(寓J良; 剖V- . / 日建設計)

ベ

…

w

h

m

m

m

 

所在地一一一一大阪市，良速区湊町 1- 3- 15

敷地面積一一一一一 16，20 6 . 2 3 m'

建築面積一一一一一 11 ，153 . 56耐

延床面積一一一一一 80，194. 35m'

構造規模一一一 S R C、S 、B4F 、6 F、P 2

工 期一一一一 ＱＹＹＲ 年 Ｓ 月 ｾ ＱＹＹＶ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 一 一 一 j R難波駅、地下鉄四つ橋線難波駅

撮 影一一一一黒田青巌 ・伸和( ※ 印)

中 央 吹 抜 滋

1  ，皆エン トラ ン ス ホ ー ル

T OCATウ ォ - 7 *





m 

言宣言十監理 園

大 林 組

施 工 ・

大 林 組

内田洋行本町ビル

本町通に而し た 敷地 に 『内EEI 洋行本川 ビノレ』 が完成した。

この建物は、 本桐11川H町l可Jj辺j通忌副R閃百司〈

卜ヒビずツノルレに求められる去似効1カJ弓率当性の中て、 付加ｬｻ ｩ ｬｩｪｦ ｩｉｔ の ｪ￭［ Ｇ ｾｬ 、オフィス 主 主 Ｏｉ｜ｊ を

提供することをテーマに計l国されている 。

外観は大阪の代表的な交差点の一 つ で あ る 排 筋 本111 j"の交差 点から

の ｉｾ 陸 室を コーナーて 受け止めるデザインとし、反射率の災なる Ｓ 種

主買のハ ーフミ ラ ーと ｾＡｉ Ｎ ｦ， 1ヨ材、 イげ止づ子主; の コンポジション l こより、 -;FJij

i Eな 中に も到J きのあるファサード をイ乍り 出し ている 。

エン トランスから前室を経てE Vホーノν に至る - i I I の空11¥1梢成は白

大沼! 石を基制としたモノラルな空間に「光、ボリューム、 )111;1' 1生」

の 操作を加え、ド ラマチックなさ ｾ ｉｭ 体 験Ｈシ ー クエンスＩぞ可 能 な

ものとしている。

」ゴ音階には、事務室・に挟まれる JI予て 2 )(i'i l! j ; ; : 抜のライトコート含設け

た。床には全面にボード ・デッキを敷き詰め、よりアクティブなリ

フレッシュ主主/1¥1と なるようにした。

この ヒツレの姿が街の新し し、) ! ¥対になる こ とを、そして多様な空間H品

成がワ ーカーのより充実したオフィスライフに寄与できることを

l願っている 。

( 刃金国雄 ・j制m直人/ 大林; fdD

エ ン ト ラ ン ス ホー ル 業

ラ イ ト コ ー ト

⑨ 

l 階 平 面 図 1  :4∞ 

所在地一一一一大阪市中央区本町ト6ー17 構造規模一一一一 S 、S R C、BI F、 10F、PI

敷地面積一一一- 460. 46肘 工 期 一一一一 ＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｓ 月

建築面積一一一一 390 . 57耐 最 寄 駅 一一一一 地下鉄堺筋線堺筋本町駅

延床面積一一一一札口67 . 4 9 m' 燭 影一一一一 島 修一 ・東出清彦民

前 室 - E Vホ ー J レ ※
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.1書 風

設 計 監理 ・

日建 設 計

施 工 ・

鹿 島 ・竹 中共 同 企 業体

力プコン研究開発ビル

ゲーム Y フトのトップメーカ ーのひとつであるカプコンの、いわば

デザ、インア トリエである研究開発部門 のためのヒツレ青|企画のテーマ

は、如何に周辺環境に、印象的。に j容け込ませることができるかと

いうことであった。 そして建築制本に留まらず、街並みとして、四

きのこないもの。とすること、ユーザーサイド、に立った高い機能性

と高効率の設備青岡 |、イニシアノレ ・ランニンク洪コストパフォ ーマ

ンスの高い建築の実毛l i l . . これらを重要なファクタ ー と位置付け、シ

ステマチックな設言十を試みた。

クラシカノレなモチーフの引用を機能的にモジ盲ユーノレ化し、現代の技

術によるテ川テ ーノレによって表現を行うことはエヴア ーグ、リーン

な建築を作るために有効な手法であり、さらに本社屋にふさわしい

造り込みを行うことによ って落ち3 lrきのある 、風格を兼ね備えたも

のを村長築することカ可T能である。

花 i荷岩打込P C版とステン ν ス金物 ・ゴ、ムガスケットによる 2 府一

連のサッシュレスウインドワ、大理石7 1 < 謄f土仁によるエントランス

ホーノレ、木の肌合いとサンクンガーデンからの採光をいかした地下

食堂、敷地を南北に通り抜けるポ ー ラスな革路 ・車 寄 せ ・玄 関。

一方オフィスフ ロアにお t 、ては、プdi Eの端芳司幾による発熱負荷に対

応すべ〈開発 ・ 導入した Ｍ ｾＺ式シャ ー ベット智郡高空調システム、予

作! I ! I 成スプリンクラ 一、加圧l坊俳煙システムの採用など、 主 に設備

面において積極的な提案を行っている 。

( 荻野宜美 ・吉田仲立 ・岡田耕治/ 日建設計)

基準階平面図 1:5∞ 

所在地一一一一大阪市中央区内平野町3- 2- 8

敷地面積一一一 1，831. 38m'

建築面積一一一一 872. 59m'  

延床面積一一一一一 16，784. 25m'

構造規模一一一 S 、S RC、RC、B3F、 17F、P I

工 期一一一一ー Ｑ ＹＹ Ｔ 年 Ｗ 月 ｾ Ｑ ＹＹＶ 年 Ｒ 月

最寄駅一一一一地下鉄堺筋線及び京阪電車北浜駅

撮 影一一一一アンコール

外 観 見 上 げ

エントランスホール

V サンクンガーデン

1  



北 立 面 会 景

エ ン ト ラ ン ス 夜 景 エ ン ト ラ ン Z
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出甲

設 計 監 理 ・

鹿 島 建 設 関 西 支l苫

施 工 圃

鹿 島 建 設 、 大 本 組 共 同 企 業 体

ホテルモントレ・

グラスミアハウス

者11市整備が進む国道 2 号線に沿った' 割即奇来Ir地の- flJ に、モントレ

シリーズの 5作固として言1i固されたものである 。

これまでと同様に、ヨーロ ッパの伝統的なテ、ザイン:1' )(5:1:を数多〈号 |

用しながら、家具 ・アートワーク・備品に至るまでアンティークで

まとめ、全て海外調達している 。 これは、「イ即位ある本物J指向」に こ

だわる - 1' -1: したオ ーナーの経営理念に基づいたものである。

外線は、イ式統的な素材であるライムストーンの低用部、 PC版であり

ながら ー凡R C瓜にデザ、イ ン した中層部、それにドーマ慾を持つ大

屋根を 2 本のコ ーニ スで、区切った 3J 晋机成は、英国カントリーにあ

るマナーハウスをイメージしている。極限まで閉口部を絞り込んだ

エ ントランス、紫4トて‘ 栓・ λ 目なエレメ ントのi貸出により、「館に客ぞ

招 < J ような雰囲気を初得1; とさせてくれる 。

内部は、これまでのシリーズの中て1唯一 客室を持たず、大小 5 つの

岳会場 ・会議室 ・サロンなどで約成されている。各部屋は、建物名

でもある英国グラスミア地方の湖畔に咲く花のイメージに合わせ

てコーテV オ、ートし、「ピクトリア前」で表現しつつも、マナーハウ

スのクラシカノレな雰囲気がJ惑じられるインテリアとしている 。

特11在すべきは、五えヒ昔I1にあるチャペルて。、ブζJ 室根の下に天井の7よれ、

空 IHJ を準備し、英国の古い教会を角平体したl時のイス ・オ寸4 ・ステン

ドヵヲスぞ使った本格的なものとなっている 。

工事j f s _ _ ヒより、ブライダノレの申 し込みが多数あったと 聞きます。記

念すべき人生の第一歩、 印象に残る建物て" あればと願っています。

( 奥山隆司/ 鹿ぬ建設設計官11)

n 皆平面図 1:6∞ 

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 ト 13- 9

敷地面積一一一一 1，326. 51 m'  

建築面積一一一一 1，143. 50m'

延床面積一一一一一 9 ，120. 81 m'  

構造規模一一一一- s、8 1 F、7 F、PI

工 期一一一 1994年 8 月 - 1 9 9 6年 3 月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R大 阪 駅 ・地 下 鉄 梅 田 駅

撮 影一一一一 ナ カ サ &パ ー トナーズ

@  

チ ャ ペ ル

ラ ウ ン ジ

__ 1喝、 ノ.1'. 1_

、乙' 1 1- 3'  

J 守4 τ “r ｜Ｎ｟ ｾ＠
)  ¥ 

V リーフガーデン夜 景



西 側 外 観

全景( 航空写真)
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m 

設 計 監 理 ・

広 島 市 都 市 整 備 局 建 築 部 営 繕 第 一 課

大 旗 連 合 建 築 設 計

施 工 ・

松 井 ・錦 ・堀 田 建 設 共 同 企 業 体

広 島 市 永 安 館

ｪ 悶 Ｑ ｊ［［，ｲＮＺ［Ａｉｄｾ ニ ｼ 仁ｻｊＡｩ ｊ 約 Ｑ kmに位iu: する 当胞設は、 1171，'1' 1137年の1m設以) j ( ; 30年

を経過し、建物及び設備令:の老朽化、 4文ド副ヒが著しくなり改築する

に欽った。改築にあた っては、既設火葬場の葬送の行.LJ与がX: 1
1iネなく

行われる様配置計画をすること、また新設施設の計 |直lにあたって

は、会葬者の状況、火葬H寺II¥J、待介のブ市二などを考地: し、 一A述II の著務事

ｩ送孟のｾ j.凶ξ4Jれ与ゆカがす斗→

.('ぷPうi. と肋線が交差しないような江訂計|十A 匝悶l庁てで‘ ある Z苛「酔をi以1泣主大のポイントとし

?こ。

立l ! 物椛! 反は、j . l屋根の火葬仰と 2 附に広ね市|刈が一三留できる待令ロ

ビーぞ配した待合棟で柿成した。! & 物デザ、インにあた っては、従来

の火務 ｊ 坊のイメージでなく、新し ｌ 、イメ ー ジの施設である ｾ ｆ ぞ念日 ｩ Ｎ￺

におき、デザインのるタドは、字社{を桃Ilxする Ilq元索、すなわち地. * .

火・風、 )1ヲに表すとJ l qj 旬、 p.JJJ 手、三1 ' ，、半月型の凶つの形をモチーフ

としてf史月 l し将s成している 。

以後に、この施設が人 ｉ ｬｮ ＧｊＮ ｬｩｾ Ｚ灸の ＾ｽ ｉ ｊ れの場として利用者に主主和感な

く、低

ょうL9I tっている 。 (，1，山i悦 作/ 大.1;1tiill1予処築設;; 1う

1  ，古平面図 1  :  1000 

所 在 地 一 一 一 一 広 島 市 東 区 中 山 南 1丁 目 尾 長 町 、 矢 賀 町

敷 地 面 積 I O，840 . 4I m'  

建築面積一一一一- 2 ，758 . 84m'  

延床面積一一一一 3，118 . 71 m'  

構造規模一一一一 RC、2F

工 期一一一一平成5年 10 月 ~ 平 成7年3 月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R広 島 駅

撮 影一一一一広島合同写真

電 気 設 備 弘 電 社 中 国 支 底/ 給 排 水 ・衛 生 工 事 : 平 本 設

備 工 事/ 空 調 設 備 三 機 工 業/ ガ ス 設 備 工 事 : 広 島 ガ

ス/ 火 葬 炉 設 備 宮 本 工 業 所/ 自 家 発 電 設 備 工 事 東 芝

/ エレベー? 設備工事: シンドラーエレベータ

I F待 合 棟 ホ ー ル

待 合 ロ ビ ー

告 別 ホ ー ル

マ2F待 合 棟 ホ ー J レ
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この r3 in  1  HouseJ は小規模共同住宅

である。

この住宅のロケーシヨンは、阪神間の

少し山手にさしかかる既成住宅地で、

前面道路から |層介落ち込んだ眺望の

いい斜面地の敷地である 。 Ｑ 戸 ＸＰｾＹＰ

ぱ程度の 3 住戸を組み合わせ、外在見上

は一つのボリュ ームの固まりに見え

る。各住戸にプライベー卜な外部空間

を確保するよう、 l 階は 2 つの住戸を

敷地の東西に二介し、 直接地面に接す

る庭を持つメゾネットタイプの住戸と

し、最上階の住戸はペントハウスから

屋上スペースを使用できるようにし

た。玄関へは各戸とも 2 階部分からア

フローチする。

また見晴らしの良い視界の開けた南東

部は、全面ガラスサッシュて・開放させ、

各住戸のパブリックスペースを配して

いる。それに対し北西側外星置の鉄板シ

ェルタ ーの建築形態は、この 3住戸全

体を殻のように一つに包み込み、住戸

のフライパシーを確保し、また有機的

なイメ ージと機械的な乗り物のイメー

ジをだぶら せ、ロマ ンを感じｾ せるよ

うな表現を試みたものである。実際的

にはこの鉄板シェルターの曲面は、北

側隣接地に影響する逆日影曲線によっ

て、その青刻犬lま〉夫定さ れている。

各{主戸内部は、フレキシピリティを保

つためf町士切りを少なくし、全体を二

分に大別し、パブリックとプライベー

卜なスペースを対照的に対比させてい

る。外部に開放的なパフ"1) ック空間と、

内部を包み込むような閉さ'されたプラ

イベー卜 な空間を、回遊的または連続

するように互いに結びつけている。

きりらひろあき

木村博日目

1952 大阪府生まれ

1979 英国グラスゴ一大学マッキン卜

ッシュ ・スク- ) レ ・オフ ・アーキ

テクチュア大学1完修士課程およ

1981 ぴ博士課程( Ph. D)

1983 Ks Archi tec! sを大阪て・共同開設

1986 改組改称し、木村博昭/ Ks Arc 

hit釘 tsとして新たに発足

撮 華タ斗直田三代治

企画編集→芸原 繁(作品作風小委員会)
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2545 若松第二ピル・スポーテインクワールド ・

レヴァン塚口 l苫

設 計 大 林 組 本 庖一級建築士事務所

施 工 . 大 林 組

a. 尼崎市南塚口町1- 6- 15

b.  917. 42m'  

C .  737. 20m'  

d .  3.507 . 16m'  

e.  B1F、5F、P1

f  平 成 6 年11月 ~平 成 7 年 9 月

阪急塚口駅前に建つ会員制スポーツク

ラブであり、地域の活性化と健康サー

ヒ. スの場として位置付けられた施設で

ある 。

テー マは、明るく、健康な出会いの場の

提供とし、外観は白い直方体に単純な

関口部の組み合わせにより、シンプル

で力強い表現とした。

建物の構成は、最上 階に光あふれるプ

ール、 l' 皆は、ゆとりある吹抜空間に面

した主力スポ ーツ施設、ラウンジを配

し活気と、出会いの場を設け、内外から

施設テーマを表現した。

2546 糊 中 電 工 湯 免 保養 所

設 計 清 水 建 設 広 島 支 庖

一級建築士事務所

施 工 清 水 建 設 広 島 支 庖

a  l l J 口県大 津郡三 隅町大字 三附 "1吟崎

ヨL山

b.  6. 610. 81m'  

c  1  .  050 .  71 m'  

d.  1. 827. 9701'  

e  R C、 3F

f  平成 6 年 7 月~平成 7 年 6 月

三隅町は、のどかな田園風景が続〈閑

静な温泉地で、近くには秋吉台・萩・青

海 島 と い っ た 観 光 地 が 点 在 し て い ま

す。敷地近くに湧き 出る天然の温泉は

建物の大浴場の湯としてだけでなく建

物の設備の熱源としても利用されてい

ます。

建物の構成は、パブリック棟と宿泊棟

を 2 軸に振り交差部にエントランスロ

ビーと吹抜けのラウンジを配していま

す。2 車自に振る事で生まれる 中庭や、敷

地の高低差を利用した造園計画により

全ての場所から豊かな自然を享受でき

るよう配慮しています。

外装は多種のせっ器質タイルを組み合

わせ、手造りの味わいが残るようにし、

内部も石 ・木 ・鉄 ・真 銭 ・コンクリー卜

といった自然な質感を持つものを多く

取り入れ、* 長〈時間を経て尚生きるも

の。を念頭に各デザインを決定してい

きました。



2547  2548 

2549 2550 

2551 2552 

2553 2554 

1547 徳 島 埋 蔵 文 化財 総 合 施 設

設 計 . 馬 庭 建 築 設 計 事 務 所

施 工 吉岡組・大進建設・井上建設JV

｡ 役 Ｚｊ ［ ｨｙｾ 板野郡板野町犬伏 字平 山

b .  17 ，484m'  

c  2，236m'  

d.  3，469m'  

e  R C、2F

f . 平成 5 年10月~平成 7 年 3 月

1548 兵 庫県 福 崎庁 舎

設 計ー兵庫県都市住宅部営繕課

施 工 : 松本建設

a  兵1;11県神崎都福崎町西田原字中水凹 ]994-4

b.  4，658. 00m宮

c  518. 00m'  

d.  905. 00m'  

e  R C、2F

f  平成 6 年 11月~平成 7 年 9 月

1549 剣 菱 酒 造 株 式 会 社 中 蔵

設 計: 大林組本広一 級建築士事務所

施 工 大 林 組

a 神戸市東灘区魚崎南町4- 582- 1、2

b.  4，421. 75m'  

c  1，952. 99m'  

d.  5， 127 .  24 m'  

e  S、 4F

f. 平成 7年 8 月~平成 7年 12月

1550 剣 菱 酒 造 株 式 会 社 魚 崎 蔵

設 計 大 林 組 本 庖一級建築士事務所

施 工 大 林 組

a  神戸市東韓区魚崎南町 5丁目、 343ーl、343-2

b.  3，200. 37m'  

c  1，905. 28m'  

d.  4，049. 95m'  

e .  S、3F

f . 平成 7年 7 月一平成 7年 12月

1551 本 願 寺 神 戸 別 院 改 築

兵 庫 教 化 セ ン タ ー

設 計 : 中村建築設計事務所

施 工 戸 田 建 設 大 阪 支 后

a 神戸市中央区下山手通8- ] - 1

b .  2，392.  5m'  

C  1，412. 4101'  

d.  7，635. 095m'  

e  R C、2F、5F、P1

f. 平成 5 年10月~平成 7 年 9 月

1551 境 港 海 陸 運 送 開 本 社 屋

設 計 日 通 不 動 産 + 清 水 建 設

一級建築士事務所

施 工 清 水 建 設 広 島 支 庖

a 鳥取県境浴市大正l町43番地

b.  3，423.08111'  

c  998. 77m'  

d .  1，836.64 m'  

e  S、 2F

f  . 平成 7年 4 月~平成 7年10月

1553 帝 国 ホ テ ル 大 阪 寮

設 計 大 林 組 本 庖一級建築士事務所

施 工 大 林 組

a 大京市深野 4 丁目 371- 1、372- 1

b.  2，573. 22m'  

c  450. 07m'  

d.  2，388. 19m'  

e  R C、6F、P1

f  平成 6 年12月~平成 7 年12月

1554 朝 日 生 命 明 治 製 菓

熊 本 紺 屋 今 回I ピル

設 計 竹中工務 庖

施 工 竹中 ・鹿島・多々良 ・沢共同企業体

a 熊本市紺屋今町9-6、10、11、12及び20

b.  1，428. 49m'  

c  1，070.  21m'  

d.  10 ，032. 57m'  

e  SRC、B1F、9F、P1

f. 平成 6年 9 月~平成 8 年 1 月

ｊ ｌｦ ｾｊ＠

a 所 在 地

b . 敷 地 面 積

c 建築荷積

d 延 床 面 積

e 椛 造 規 模

f  . 工期
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座談会]

他国での出会日

一----IJ 十国から日本に来られ、仕事を持ち暮らしていら 勉強をするということです。 日本での外国語の教育と いかかるので、その聞が私の読書タイムです。電車の中

っしゃる女性おふた りにお集まりいただき、 日本で見 は違うと思います。私は言葉を通じて外国に興味を持 で、たくさん本を読むことができます。忙しい寸盟問で

つけ、感じたことについて語っていただきます。 つことができ、その国のことをもっと勉強したくなり す。勉強も仕事もありますから、平日は忙しく、ゆっく

高橋( 司会) おふたりとも、日本語がおじようずです ました。 日本に来て学ぶことが多いのでとても忙しい りできません。友人と夕食をともにし、楽しい時間を持

が、まず最初に言葉についてお聞きしたいと思います。 です。 ちますカミ「盟問誰かとずっと一緒ということはダメ

マリーフランス・フランジエル 私は日本て等らして 司会時間¢使い方についてはどうですか。 です。自分の時間が必要です。独りで自分と向き合う時

10年比仁ヒたちますが、まだまだ日本語は難しいてす。特 フランジエル 私たちは、自分のプライベートな時間 聞が必要です。休みの日は展覧会、寺院めぐりや山登り

に仕事を通じて感じることなのですが、相手が Y E S を大切にします。しかし、日本人は仕事が終わってもそ などをします。京都はきれいな所が多いのて気分がり

なのか N Oなのか、はっきりした意思表示が示されな の延長上で、過ごしているようで、時間におけるけじめ フレッ、ンュします。

い言葉が多く、とまどいます。言葉の意味が明瞭でな が無いように思われます。だから、打ち合わせでも、本 フランジエル 休みの 日は、主人とテニスやウインド

〈、自分自身で話すことについて自信がないのか、責任 題に入る前の話とか、終わってからの幸信長とかが長く ーサーフ ィンを二色ヶ浜て・します。仕事が建築やデザ

を持ちたくないのか、あいまいに濁しているようにも なって、時間が無くなってしまうことが多く見られま インなので、フライベー卜はそれとは関係ないところ

見うけられます。特に日本の政治家などは、その典型で す。私は梅田のオフィスと自宅にヘッドオフィスを持 で楽しみたい。劇場や展覧会、レス トラ ンへ行っても、

はないでしょうか。 って、仕事をしていますが、仕事の内容に応じ て使い手ト ついつい仕事の目てチェックしてしまいます。だから

カトレイン・ステー ンベーク 私は日本語教室に通つ けています。自宅で仕事をするメリッ 卜は、通勤のため 十介に楽しめない。スポーツや自然の中にいると、心身

ています。日;本に来て| 年位です。以前に中国に興味が に使う往復 3 時間が、有効に仕事に使え、謝主に対して ともにリフレッシュでるきます。夏休みは毎年、| ヶ月半

あって、中国語を 5年間ほど勉強しました。中国語は、 も、十分に配慮することができます。だらだらと生活を ほど子イ共をつれて、フランスに帰ります。パ リでは仕事

文法はやさしいですが、発音は少し難しいです。日本語 してしまうのではなく、自分の中て情聞や頭の切り換 もありますが、日本の暑い夏を過ごさなくてすみます。

は音読みと訓読みがあって、非常に難しいです。ヨーロ えスイッチを自由に動かすことができるからです。 司会 日本での住環境はどう思われますか。

ッパの教育て'は、他国の言葉を勉強するということは、 ステーンベーク 住んでいるところは京都で、職場が ステーンベー夕 日本の家は狭くて、家賃が高い。礼金

それぞれの言葉を通じて、その国の文化や歴史につい 大阪なので、その行き帰りの電車の中で、スイッチの切 も高い。ベルギーには敷金はあるけれど、礼金はあ りま

てふれ、政治や経済なども含め、すべてのことについて り換えを私はします。私も通勤時聞が、往復 3時間ぐら せん。たぷん、日本だけではないでしょうか。今は、 四



マリーフランス・フラジエル・辻野 カトレイン・ステーンベーク

S . A. E トレーデ ィング代表者
ベルギーフラ ン ドル交流セ ンタ ー

フランス、パリ生まれ。インスティチュ ー ト・オブ・コン ビュ ーター・アンド・マネ ジメン ト

卒業後、コンビューターアナリストの仕事に従事。1976年初来日後、アリアンス ・フラン

セーズ・大阪にてフランス語の教師を務め、 1990年にヨーロピアンアート( 絵画等) の輸

ベルギーフランドルのエークロー出身。J レーゥ・ヱン大学東洋学科中国語科卒業。卒業後、

中国の長春に 1年間留学する。その後、台湾で笑語講師をし、約 9 ヶ月をかけてアジア各

国を旅行する。ベルギーへ帰国後、大学院へ進学し、日本語の修士を取得。その問 3 ヶ月、

入販売会社側S. A. E 卜レーデイングを設立。
大阪のベル ギーフランド J レ交流センタ ーにて研修をする 。

現在は、 パリの建設 コンサ J レティング会社、P I NGENI ERI E' の 日本代理権取得、‘ ART E CH

GR OUP' の設立等インテリア コーデ イネ ー ターとしても幅広く活動中。在日フランス商工

会機所会員。

1995年 4 月より 、ベルギーフラ ンド J レ交流センタ ー と京都外国語大学にてヰーデJ レラン

ド語講師として勤務。

条大宮のマンションに住んでいますが、マンションに うしてあんなに寒くするのかわかりません。外は暑い

庭がありません。ベルギーではマンション自体少ない のに、建物の中は涼しいというより寒いくらいです。出

のですが、ほとんどの所に、小さな庭があって、夏は朝 たり入ったりを繰り返していれば、体を悪くしてしま

から外て食事をしたり、読書をしたり、ほとんど外て温 います。同じように、冬もなぜあんなに暑くするのか。

ごしています。 外が寒いから、厚着をしているのに、デパートに入った

フランジヱル パ リも夏はみんな外で過ごし、朝から り電車に乗ると、服を脱がなければならないぐらい暖

夜まで庭て食事をします。夏の ヨ一口 ツノマは、とても気 かい。着ているものが、荷物になったりじゃまになった

持ちが良いてす。しかし、日本は湿気が多いし、車色対に りします。 どうしてちゃんとした温度調整ができない

外で過ごせないて・す。私の家は、泉南のニュータウンの のでしょう 。

中にあります。緑が多く、 山が近く 、いい空気ですが、 ステーンベーク それにエアコンの室外機が人の通る

虫が多くて網戸を使っています。パり には網戸のつい

ている家はありません。夏の夜は寝る時も窓を開け放

ち、自然の風が通り、気持ち良〈休めます。

ステーンベーク ベルギーでは家の前が森だから、虫

が多いので網戸を使っています。家の中では、エアコン

を使いません。エアコンは健康に良くありません。だか

ら、ヨーロッノ Tのほとんどの住まいには、エアコンはあ

りません。壁が厚いから、夏でも中は涼しく過こせま

す。私は、 日本てもマンションの窓を開けて風を通し

て、エアコンを使わない生活をしています。

フランジヱル 日本では、夏冬とも温度調整がおかし

いと思います。夏に、電車デパー 卜、喫茶庖など、と'

ところに、設置されているのはおかしいです。人に迷惑

をかけているのに、誰も問題にしません。ヨ一口ツノ fで

は、エアコンの室外機はあまりありませんが、暖房機は

あります。しかし、見えない所や、人に迷惑をかけない

所に設置してあります。日本では、生活の中で、社会で、

他人に迷惑をかけるという意識が薄いのではないて' し

ようカ、。

フランジエル われわれと 日本人とでは、生活してい

る姿勢や、生き方が違うのではないでしょうか。特に、

若い女性に感じることなのですが、日本の若い女性は、

まだ大人になりたくないという意識がどこかにあるの

ではないでしょうか。外国の女性は、早〈自立しなけれ

ばという意識を持っています。

ステーンベーク 言葉や習慣や考え方が違うからこ

そ、他国に興味を持つのであって、日本が自国と同じだ

とつまらないし、勉強して、より理解を深めたいとは思

いません。

司会 どうもありがとうごさ.いました。本日のお話を

伺い、あらためて、日本人として臼本の国を考えてみな

ければ、という気がしてきました。

最後に、この座談会は 1995年 10月17日に行われました。

企画/ 会員企画小委員会 Di rector / R.  TAKAHASHI  

1995年 10月17 日 於本会会械室



Repor t  

建った「大阪バワ

ハワス」

一本館保存のための改修完了

大阪市立工芸高等学校 ・ 大阪市立 ｴｦｾ ニエ芸 高等

三河交の本館保存ーのための改修工事が平成 7 年森か

ら!l fi まり、平成 8 年 3 月末に完了した。

改修工事は、杭池上問題となった地中梁と而叩4

4笠の補強を仁l' 心に行われた。 また、少しでもかl立

当初j のg} 姿を取り 戻すために、本館のシンボノνて、

ある H相 十台、正而玄関の扉、腰折れ屋根の山而昔11

分の瓦の改修、本館の 外 ｾＱ ＺＺｬＺ｟ヒげの煉瓦、モノレタ

ノν などが補修された。 内部は、学杉弘巳築として使

用されるように改装された。

『コ

本fiuは、 19世紀の芸術品式含代表するアーノレヌ

ーヴォーの巨匠ヴアン= デ= ヴオノレテーが設計した

ドイツのヴアイマール工芸学校をモテツレに、大阪

市営繕諜( 当時) が設計し、大正13年に竣工し

t:: 。

大阪市は以下の Ｓ 項目の ｾｾｬ を受け入れて、平

成 6年 2 月に永久保存の大夫挫Jr を下した。

(1) 学校の立場からー →時代を超えて愛されるア

ーノレヌ ーヴォ一樹試をI[ j ( り入れた建築物を活用す

ることは、デザインや造形ぞ学ぶ生徒に生きた数

料になるはずで‘ ある 。

(2) 卒業生の立; 助から一一自分たちの股性別 l' ば

してくれた愛着のある学校が保存されることは、

実に Gばしいことで. ある 。

(3)  1町附野区民の立場から- ー古くて美し L 哨 交

主l ! . 築が残ることは、阿倍野区の宝である 。区民に

!日lかれた学校、 地域に附かれた学校として活用さ

れることを期待している 。

そして本館保存決定後の平成 6 年 7 月16 FI凶に

は、阿倍野・区民ホーノレで r*fi i'rの永久保存に向け

てのシンポジウムJ が品似てに開催 され、楽しく魅

力に出んfごディスカ ァションも行われた。

lIb 

本 finは、学校建築として1! l ! 用される 。 1 附は校

長室、事務室、生活折導室、進路指 導室など、第

一 戸芸の校長室、事務室、職員室などに、 2 階は

6 クラスの定教室、教務室、第二工芸の図211室、

進路指導室などに、 3  ｊｩ￯ｾはヴィジ‘ュアノレデザ、イン

不!の峨f l. 室 と実習室、第二工芸デザイン不lの実例

室などに充てられる。

秋には本館改修工事完了を祝って記念王t ! l 1!1J ι f

定されている 。

文i'{ : 和 国 康 由

( 大阪市立工芸市等学校生tt 築デザイン科教諭)

26 建築と社会 ・1996. 5

ノ

T私

工事中の時計台 腰折れ屋根の曲面部の瓦の改修工事

工事中の本館正面・正面玄関

地中梁の配筋工事 ・耐震壁
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『西地中海の建築J

「ちょっと変わった

教会堂J

宮 内 宏

日本建築協会事業委員/ 宮内商会

杉本其 ー 講師が ＱＰ 数年にわたり教不 ｗｬｊ に ｉｉ ｾ ｾ ，てく

る建築物を実地に兄|封1・研 究されている内容を、

地械やテーマごとにスライドを駆使し、 !ili l:! ニや市

民の生前も交えて講演していただt 、ているこのシ

リーズも、佳境に入札参加される方々にも、ま

たこれからそれらの地域への旅行ぞ考えておられ

る方々にふ良きアドノ f イスの機会とな っている 。

第 4回 『西地中海の建築』

'96. 1. 23. 火曜 日

講演に先立ち、 言葉の説明が行われた。

イスラム→教義、ムスリム→イスラム孝財定、モ

スク→礼拝堂、キフ占ラ→モスクの先端にあるメッ

カの方向ぞ示すもの、 ミナレツ卜→モスクのI捨て

祈りの開始を知らせる、メディナ→旧市街、スー

ク → 市場Ｈメテ ｖ ナ内Ｉ、カスパ→袋ｾｖ［ . 砦 ・メデ

イナを l温む城壁て. 全体を L、う、ダ- / V→( アラビ

ア語) "1-'庭、パティオ→( スペイン3昔) '-1-'庭、ム

テッ、ーノレ→建て直した( スペイン! ! l ' t ¥の要紫の入っ

たイスラム建築) 、メテツレサ→宇中学校( イスラムの

コーランを学ぶ) 。

建物はrl -'庭を持ち、 1)f. J 日古川正rl1庭に而して取ら

れている 。

モロ ッコの

建物

外部からは

中庭が伺え

ない。

f 入り口 I 入り口

説明はモロツコのカサプランカ、マラケシュ、

フェズ、メクオ、ス、首者11のラパ、ト、タンジューノレ

の)1阪で行われ、スペインに ついては ロンタヘグラ

ナダ、 コノレドパ、 セノレヴィアの)1聞に行われた。

モロツコは村慌のベーノレに包まれ、信仰におけ

る知女の差別的扱いや、ｾ史的にイ阿佐のある建物

が伐されていて興自 ｬ 未 ￬ｾ＼ 、凡る人をやｼ呼必の世界に

ヲ|き込んでいく 。

・カサプランカにあるハヅサン II 枇モスクは、ハ

ッサン王を称えたモスクでは世界第二の大きさで、

外部エレベータ ーはよほどの高位者てなし、と釆れ

ない。 モスクは広いが、 多くの柱て¥支えられて い

る。男女の席は|茎Jjl Jされてし、る 。モスク地 F には

お守めのフロア、さらに寸て( B 2) には R OMA N-

B A T Hがある 。入場料 1人 100DH→ 1000円。

・ピンクの建物が多し、。因みにマラケシュの 4 つ

の色とは、 Gr een →樹木、 Bl l1e →空、 Whi t e →

冬の雪、 Pi nk →きふ

・パヒア宮殿/ アーチは天国への扉の鍵の形。

・モザイクタイノレ/ 一つの色の中 には同じ物をf!l!

わず、 一つずつnfll 、て作り恨め込んで、い〈 。

・イスラムでは人物を模様に使えないために、他

のデザインになる 。

・フェズ ( Fez) には世界最717の大学と 言 われるカ

ラワイン大学( モスク) もあり、街の色は Whi t e

ｽ瓜凡 ｾｴＩ では不可 ｦｩｅ 。

. i 片ぃ1fi は鉄道が後から出来ているので、鉄道の

駅は術外れが多 ｌ 、 。 教会のチ￧ｍｾｾの ｲ 誌を凡て訪ね

ると、街のrl' 心 に入って行くことヵ可払

. ! J ! 物のタH! ! I J のレンカ、、も、色の違う ν ンカ、を組み

令わせて装飾されている。

• r'i L、教会ては説教台の上にヌ識があるが、ヲミヂL

て' 'J !l カ可放ってj罰かなくなるのを防いで. いる( フ。ロ

テスタント ) 0 :五対立の新し L 、教会はヲミ誰がなく、マ

→平和の色、 Green→ モスクの色、 B ll1e→フェ イクカ羽目えられている 。

ズの色。 ・カトリックに 21椅j市、 Ｓ 附 Ｇｦｦｩｾ はなか っ たが、プ

- 教会の燐: には簡単にはヒらせて貰えない。

・客のもてなしはテントで行うのが大きな歓迎を

表すｫＡ ｾＱ 床を持っている。

・街では、 ロパの利用ヵヨ在んである 。

・生野菜を食べると下仰をするが、これは野来ぞ

洗う* が不11間 三なため。モロッコではミオ、ラノレワ

オーターは必部品だが、完全キャッピンク、の新品

てなし 、と下痢になる 。 なせe なら、安い物は、 守'{!ー

たちが迫端の* を封入している危険性がある 。

スペインでは、モロッコと泣い、教会にも釘| 径

に入ることが山米た。

- コIQ皇1: t の熔 ( 8 '1断、己) も iiえ1: 'Ilf1に上れた。 ゴシ

ックスタイノレで、ヨーロァパて、は三番目に大きい。

・アノレハンブラ宮殿 ( Palasio de  la  A lhambr a 

1248年) / Al hambr a → red cast leo プラスター

の透かし彫りはそロッコでは 『手彫り j 、スペイン

では 『型1

'

1' し』が則 L、られている 。

・イスラムのアーチは天国への鎚穴を表している 。

• 16世紀にコーシックとノレヰ、ッサンスが交じり令

っている様式ーピラス トの家 [ ( 16'世紀) ムデイハ

ノレ、ゴシック、ノレオ、ッサンス胞に] 一。

・ムテ河ハノレ式の、 IUTても最も美しいアノレカサー

ノレは、庭もなかなか素11，'1らしいとのこと 。

第 B回 Iちょっと変わった教会堂j

'96. 3. 26. 火曜 日

教会仁ついては、 t記丘では超近代的な材拭が使

用されているが、今回は、スタ ー ブ式教会( ノノレ

ウェー) 、アーオ、ムの円形教会( オランダ) 、岩の教

会( フィンランド) や、アメリカにおける古い教

会の概念を破ったモダンな糠式等がスライド 140

キ文によ って紹介された。

宗教改革によって、教会堂はプロテスタン卜 の

礼虫干に1i E えるよう転用されてい った。

・大盤1 i t は十字型が多い。 1:1
1
央に説激台を作り、

話が良く |羽こえるように考えられている 。

日 4
- カトリックは古L 、形式を守り 、プロテスタン卜

もだんだんに新しし、本長式の泌物を作るようにな っ

た。 しかし、カトリックでも 4おにの改革が行われ

るようになり、タ同札ヒからは兄分けがつかなくな

りつつある。

・十字架だけでなく、風凡紛がある教会が多 いが、

風児奨jのあるのはプロテスタン卜である 。 オラン

ダの往y- - r ' も、大き L、教会はプロテスタント 。 ドイ

ツてやは、カ トリック、プロテスタントの見分けは

ロテスタントでは 2 階}市、 3 抑制fがイ乍られている 。

・ノノレウェーの教会はすべて木て1乍られ、マツヤ

ニを常詰めた物をタトイJ!i Jに塗布し、防腐剤として使

っているため、 1000年も f糸たれている( スターフ。

式) 。教会はヴアイキングカ吋言1fll のf : 1 l として作っ

たため、教会には日本家屋の_ ' ; f D L の昔11分に rn包

のようなぴ沿常につけるような) 官'l li りがある 。付

l高のが爆は屋岐に土制賞せ、来f昨を? 生やし、冬の

つ7に対する断勲性保持の一環として t 、る 。

・フィンランドては、オランターのようなモターンな

ラセン状のタト観を 持 つ →l生的な教会。 2Sは不主山11J

に並び、集会室や礼符堂が分かれて作られている 。

喫茶室もある。

・ヨーロッハマは賀美歌の歌判の掲示がボードで

行われている( 日本では印刷し た紙ぞ配布) 。

・アメリカの MI T ( マサチューセヅツ工科大半: )

構内の教会はサーリオ、ンの設計。

・コロンパスの教会/ インディアナ州( ノレーテノレ

派) 。現代建築の博物館と 言 われている所。アメリ

カの救会て Ｑ まオノレカ、、ン奏者州都 ｬｉｾ しながら泌奏

することが多〈、奏者を囲むようにして坐歌隊や

説款台が配置されて L 、る 。

・六角形の教会/ アメリカの教会てやは型合や後美

歌カ刊誌えやl けられ、国旗力市術られている所が$ l 、。

Ｎ 和 ｉｉｾ 図の教会Ｏ 東京芸大て 学 んだ‘金氏の設計によ

る教会がある 。 ソウノレのプロテスタント教会はコ

ンクリ ート打ち放し壁。鳥山のカトリック教会等

(金氏はソウノレオリンピック会場の設ii 十者として

も知られている) ではゴシック風の教会を訟宗1・し

ている 。今日に古い建築針変した物を i込〈主I ! てた

なーとの! :芸もあるが、内音111. : 1: ゴ、シックて. はな し、。

いまだに隣国では、身f科J: Q害者を考 λ ない主! 、なス

ローフβ や| 格段の主I ! 物が多〈見られる 。

・米国トワリミティチャーチ< 三角 形> / ワーグ

ナーが設計した病院内の教会。

・ノf イプオノレカーンもノ f イプの韮凶皇は 8 フィー トだ

が、 32フィ ー卜 から室絹E くやらし、の短い物が組み令

わされて使われている 。

・教会の凡学は礼f平日に行くと兄やす し、。普 段 は

l刻めて凡せない所もあり、ちi i ! : I也の設計や辿築関 係

者と同行すると兄せていただける場合が多 L 、。

*  

第 5 1.旦|の西欧の修道院建築と第 6 回ちょっと変

わった教会堂では参加者も少なく残念に思う。

なお杉本音昨師は 7 - 8 月にパノν ト3 匡1 ( ラトウ、

ィア、 リトアニア、エス卜ニア) を初f究旅行され

ることになっており、いずれ機会を凡て、われわ

れにもご教示いただけるものと期待してし、る。
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l ハートピル法制定の背景

毛l R玉、 1:1:>.1丈の65ti 長ι uの高 齢者人口は1，757万

人て旬、総人口の約14 .1% を占めている ( 1994年 9

ｊｾ Ｑ Ｔ 日ち必ｦＮＩ 。一 方、 ＶＵ 員長 ιｌ 上の人口比率は、スウ

エーテーンが17.7 % (1992"1ヨ兄在) 、イギリスが16

%  (1991年 lj iX: E) となっている 。 ただ、 7 % から

14% になるまでに、スワェーテ、、ンは85年、イギリ

スは45年かかっているのに対し、 日本は24年とし、

う短1UJ /HJ てこ の数字 に達した。

このような急、述な高齢化に よ り、西暦2020年に

は国民の 4 人に 1 人 が65歳 ι .Llこの高齢者になる

ことが予想されており、それ':ii '，" 辺 到 服 能 や

知Ij，'ti 機能にf t ; IJ約をもっ国民の割合が増加するこ

とも必至である。そのような '- 1'1にあ っ て 、 訓 儲

も ｉｨＧ［ＡｩＡＺＺＭ 者も社会をＺｦｩ Ｇ ｬ ｾ ，成する 一 員として自立し、社

会経済、文化その仙の分野の活動に有括的に参加

することが ｾｊ まれている 。

このような l時代の要市? を「受けて、「高曲ド首、身f本

障害者等が円汁¥. に jflJ) j e J できる特定建築物の建築

の促進に|長lする法干I! = ノ、ートヒツレ法( 通称) j (平

成 6
10
1三法手11第44号) が平成 6

10
1三9 月28 1' 1より施行

さす"Lt:: 。

lハートピル法の要旨

J Y、ートビルj去の概要

ハートピノレ法は、方市f Aかつ多数の者が芳IJFl Iす

る主l ! 築物について廊下、階段等の施設を高曲炉皆、

Ｑ Ｑ 市 ｾ ［ｴＺＺ 者等のブ ｩ 々が円十 Ｇｩ ｪ Ｇｻ こ手 ｉｊ ｊ Ｇｆ ｉ できるようにする

ための初出についての建築主の努力説窃先、長l ! 築主

の判|斬のる凶主となるべき本項の策定、都道府県知

事による折4 などが刻定されており、これに併せ

て高齢者、身f材市害者等 の方々がJI li骨に利用でき

る弘l ! 築物を! & 築しようとする者に対する支援拘

置fが講じられることになる 。

ti' i  2粂では、デパート、ホテノレ等の方市f定 多 数

のぞ; が平IIJ l I する! &築物lj (特 定建築物) の山入仁l、

廊下、| 併段、使f')f等 制回目的情、身f判手害者等が円

￬ｦｬ に利 ｭ できるようにするための Ｑ ｩＧ，ｾ託が鱗じら

れるよう努めなければならないと定めている。

そこでtri 3粂では、! & 設大i主力3特定建築主の判

断基準となるべき 4.1臼買を定めて公表することと

し、ｾｾ 4 粂では、都道府県知事は判断込凶Eのうち

基礎的基準を! f }J築して、必婆な指導、 助言 等が で

きることとしている。またtii 5 粂では、都道府県

知F Jもはや11脳 陣 の う ち 、 誘 導(I(] ; J 斜釘こ適合して

いる匂、特定住築物の優良な計画に対して認定す

ることができるとしている 。この認定を受けた建

築物( 認定処築物) に対しては、後J z l ! の助成措置f

が設けられている 。 これと併せて認定に際し、建

築基準法の辿築確 認 の 手 続 き の 簡 素 化 な ど の 特

28 建築と社会 ・1996. 5
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「八一トビ、ル法」の制定と「大阪府福祉

のまちつ、くり条例」の一部改正

汐l附f世が設けられている 。

② ハートビルi去における優遇 措置

条例を全国に先駆けてすでに施行しているとこ

ろで. ある 。

ハードヒソレ法における復過措置には、 *rli JJt) 、低

利融資、手見出IJJ ニのキ手形リなどがある 。

. ' 大l卸符建築基誕地二施行条例」の改正( 平成 4

年 3 月24 日公布、同年11月 1 日施行)

補助l ! i IJ 度については、認定建築物に対する補助

( 人にやさい、まちづくり事業) が平成 6 年度か

ら設けられて L 、る 。 このf t ; 1肢は、認定建築物のう

ち、文化ホーノレ、業争ド強i J 等の公設的脆i設を含む建

物について、その公主1 t t I ' 、J}J 包設に至る移動システム

やパブリヅク ・スペー スの整備に要する費用の 3

分 の 2 を、固と地方公共団体が負担するものとな

学校、病院、 ホテノレ、 !l111坊津Fの特例，J i l l 築物に対

して、障害者や高曲儲に、より安全なものとする

ため、主l ! 努五五凶局去に基づき粂例により出1m民をイ寸加

し、第 5 i ;注( 第55粂 - 6 5粂) として、夜削除l係 規

定が追加、改正された。

これにより、布市u則子説定が、これ らの特妹建

前 {勿について、建築石僻忍申請H奇2の翁査項 lヨと して

追加さ3れた。っている。

融資制度は、高齢者、障害者等に総合的に面白色

した長l ! 築物に対して日本|Jf院 銀 行 動 こ よ り 低 利

融資を行うものである 。

. ' 大腕前向五のまちづくり粂例」の制定( 平成

4 年 10月28日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)

この条例の特徴は、花則: のまちづく りの行副主の

ための迎念や行政 . tJJ喋 者 のZ羽t .府民のf鋭 的

ども合めた、総合的、包括的な粂例となっている

ことである 。

税 .:1¥11上り荷物出世には、認定建築物に対して、

所得 ｦ 私法人税の ｾｙｉ 附しＱＱ｜，ＱＺ Ｑ ＱＱ Ｑ｜ ＱＱ 度や ｚ ｊＺ 喋所得税の

隆弘北などがある 。

| 日 ピ ル法 施 行 問 問 祉のまちづ

くり条例等の一部改正

① 大阪府の状況

寸切手Tでは、ハー トヒツレ法と趣旨を同じくする

新 設 ・既設にかかわらず、方司有・定多数の入力苦手'1

刑する建築物、道路、公園、駐車場を「者11市施設」

と主主義して、すべて条例の対象とし、も1 i ' . 1 : 11: (I 'J な主主

{i /ii を求めている 。 また、都千布施設のうち 、 より公

共性の日 L 、施設については「特定施設」と定義し

大阪府福祉のまちづくり条例等の一部改正概要

基準項目 改正後 改正円1)

主ｬＡ築物の ｉｾｉＡｉ 入ｊｬ - 敷地内通路幅n . 120cm . gOcm 

敷地内通路誘導等 - 誘導用フ. ロックの敷設または - 誘導月lブロ、ノクの敷設

敷地内通路段差がある場合 音声誘導装置の設置

- 傾斜路版J 1
- 傾斜路または特殊構造昇降 - 傾斜路を; 次世

傾斜路手すり
機を設置

傾斜路踊り場

. 120cm . gOcm 

• HI. 入口、玄関戸

- 手すりの設置

. 一一ーー
- 高低差75cm以内こ・とに踏幅 . 一一

- l品入口から受付: 案内まで

150cm以上の踊り場設置

- 自動扉または開閉が容易な扉

. 一一一ー
- 誘導用ブロックの敷設または - 誘導mブロ司ノクの敷設

音声誘導装置の設置

廊下 - 版11 • 120cm ( 傾斜路は出入 口の項

. 一一一一
に準じる)

肝?段 - 仕上げ - 表面は、滑りにくい仕上げ

. ー一一一Ｍ 段ｾ Ｈ立 、つまづきにくいもの

う ｉ Ｍｾ キ機 - 設tR義務の対象用途 - 飲食広、物品販売庖、劇場・ - 図書館、病院、老人柄祉施設、

( エレベーター)
- 采降ロビー

映画館等の追加 官公庁合、鉄道駅舎等

- かご内等の仕様
. 150 x  150cm . 140 x  140cm 

- 到滑階及び出入口の戸の閉 - 到着昨? を11" fH等により j泊報す

鎖を音声により通報する装置 る装置

- かごの現在位置及び停止す - かごの現在住世を表示する装

る予定階を表示する装置 ;丘

- 乗降ロビーに音声により昇降 - 来降ロビーに音 1!1チャイム等

方向を通報する装置 で手 ｉ Ｍ ｾ 年方向を辿報する装置

使F斤 - 小便器十 - 一以よの小便器を床置き式 - 一以上の小使器に手すりを設

とし、手すりを設ける ける

駐車場 - 耳II、すf史J l 'J者斤l駐車スペース - 駐車台数20未満でも l 以上、 - 駐車台数20以上設ける場令

20以上は、専用スペース はI 以上

Ｍ 建築物の ｉｉ ｊｾ 入口まで の通路 . 120cm( 傾斜路は出入口の項
- 障害者が通行できる通路 (1ド

に準ずる)
路を含んでも可)



て、手続きが必弘1な胞設とし、その守防1t( I'j 挫 (jll! 創立

fA < すること t した。

特定胞設に必要な手続きとしては、新設の場介

には、工ZJ王者工前にもでI 1:II:( I'j i ' i e J . ¥Rがなされているか

どうかを協議する rZJ可iIJ J紛 Jむ が あ り 、 既設の場

介には、整備基準に迎合しているかどうかの「適

令 状 況 班 乱 や 、 迎 令 し て い な い 部 分 に つ い て の

「改主EA-- 十四」 の作 成ト n喋 ずf に求める 等の手続き

がある 。 また、特定施設につ いては、建築基 樹 去

施行条例て。は対象にならなかった施設まで対象を

拡げ、さらに、そ の主宣 伝 ｨ 基準につ いても 、 枕泊 ｨｾＺ

'..!.:・名川誘 導ブロ ックの敷設やIJI いす使用者川駐車
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304 I  大阪府建築基準法施行条例の改正

大 IIi0H建 築 基却法 li包行 条例は、 平 成 5 :1rの改正

ｈ 寺に、本 ｦＮ ｾと ｾＳ 年 Ｔ 月 一 サ「法号令コーナー」て紹介し

ているが、その後、平成 6 年10月及び平成 7 年 3

月の 2 同、あd E している 。

ここで は、平成 5 年の改正以来、 二度 の大 IIi0H

建築基準法施行条例の改正に、簡単に触れる 。

l 平成 6年10月の改正

平 成 4 >: 1三6 月に、都 rli 言l'画 法 及 び 建 築 基 準 法

は、用途I也J9X. ｾｦＵ［＠ 1) 地域、地区等に|刻して大きな

改正が行われた。

そ の 改正 の 一 つに、主主築五回匂去 ｴｬｩｬ 比 ＱＱ 寺か ら ｾＭ Ｑｾ

l 平成 7年3月の改正

):EIは平成 6 年 9 ｆ Ｉ に 「 日Ｎ Ｇ［曲 併号 、身 ｩｾ 司 ｬ 早 ｾ ｩｙ 才 ＿ と 平が

JL)i H<: ;f I)JIJ で きる 特 定主. I ! 築物のム.I!築の促進に |民l

する j去fl!J (j ill 称、 ノ、ートビノレ法) を公布したが、

こ の法干 ｩ 部 ＱＩ 定 の 社 会 的 ｾｔＩ［ Ｍ Ｈ については、大阪府が

ｾＱＡＨＱ て進めていた「十間 ＱＱ のまちづくり条例 ＧＩｊ 制定

や、 これを補完する )1予て" - i l l 築恭準法施行制ダIJによ

る ｉ 也 コ ｉｪ Ｇｾ 虫 ｼ 士 ｬ の かも ｴｬｩｬＩｾ Ａￍ ￬ イヒ 等カずあ っ た 。

|到によるハ ー ト ピノν法と n可の量)j きカ司l;'j oJtJ Jが粁

下決な ったこともあり 、|玉|が定めた技符形尉弘主と

J Hが独 1"1て。定め述JT) してきた技術的器準には*111

υｲｴ￬ｾ スペ ースの樹首など の新たな基準を 迫力日した 。 ｼ して、建築物 の 村 地は ｬ 師、 ｼ 火性能 の 飢 ｉｾｾ か らは 耐火 かな点で差災があった。 そこで、ハートビノレ法と

② 大阪府福祉のまちづくり条例等の一部改正 ( 平 | 述書廷物、簡易耐火処築物( イ簡耐、ロf f i ' j 耐) しか l符! & 築基準法施行条例，1Eびに福祉のまちづくり

成 7
5
1ニ3 月17日公布、平成 8 年 4 月 1 日胞行)

ハ ートピノレ法 が1M行きれ、不特定多数の者が利

川する建築物について、高齢者、身f判手害者等が

円十fi に利用で、きるようにするための措訟が、ム. I ! 築

ゴＺに 対し努力説ｾ奇として Ｓ Ｑ ｴ められ ているが 、その

ｦ ｬ ｴ 世にｼ 旦 ｬ し、建築 主の 判断基準となるｾｊＺ［礎 Ｈ ｉ Ｇ ｪ る 凶 ι

が、以低基準として位置づけられている 。この基礎

的基準は、「大腕利有祉のまちづくり条例」 の 強制1')

基準と 一部差災があるため、大阪府は、法律の基

準 が 粂例 の基準数値等を上回る部分について、法

11! の基準 との整令含図る よう、条例 を 改正した。

(fI ij 頁 の 表参 !m)

なお、経過fli 置として、既存施設については、

当分の111)なお従前の条例によるものとしている 。

l おわりに

大 腕1守の 「裕t : 11:の まち づく り 刻 化 は、匡|による

「ノ、ート ヒツレ法」のj J j l)定や、 16の都府県てゆ 条例制

定など全国的な展開を招き、「人にやさしい社会」

なかったが、同じ 2 区分ながら巡lffiH火と耐火建築

物に改められた。平 成 5年 のj符建築基託銃去施行条

例の改正では、これを受け、 1 V艇のj市長( 耐火、

簡易耐火) か ら新たな用語 ( 耐火、話舗す火) に改

める必要が生じた。

耐 火長.I! 築物 等 の技 術 的 細 目 は 処築 基 準 法胞 行

令 ! ; ! n15粂 の 2 の 2 等て規定されているが、的建

築造関崎去施行条例の記述も、政令の記載の粂項と

平灰守合わしている 。平 成 4 年の娃築基樹去の改

正に伴う施行令の公布が遅れたため、 rH主. I! 築君主当主

法 施行粂例も「政令で定める 技仲引がJ想以色」い、 っ

たす ｲｴｲｾｾ 的表現にとどまっていたが、平成 Ｕ 年 Ｖ 月

に改正された建築J斜匂去施行令が公布され、それ

らの表現 を 従 来のよ うに建築先見込凶主法胞 行 令 の

各条項に令わせる整理が可能となったため、 j荷雄

築 基 準 法施行 条例に ついても所変の改正を行っ

たものである 。

また、こ の 公布により、新JTI 途 の凡直し も本 格

化 し、府処努辺凶組班行粂例としての対応の必要

条 例と のまま合性ｾ ｾ 主 ｼ るため、これらの粂 ｩ ヂ ｉＩ￰ む ｬ 二 を

行 った。

平成 Ｗ 年 Ｓ 月 の 改正は 、 ｮ ｾ Ｑ 入口の ｬ 陥が ＹＰ｣ｭ から

120cm(こ改められるなど大きな改正でもあり、施

行 日に ついては議会 ｕｾ 決からおおむね Ｑ 年後の

平成 8 年 4 月 1 日とし、 tJ .!. 定の|人l容の周知 lを凶っ

てきた。

ハ ー ト ピノレ法と |民l係して改正した大阪府主主築

造問匂去胞行粂例の内特については、 一部分を以下

に新Ir I 対照表 として掲げた。I手T剣ヂ1I の改正のff: 11I日

とし て参考に していただければ幸いである 。

これ以外の改正の主 なポイントを掲げ、る 。

第 57条

. :f IIJI) 朽 の廊下阿を1. 2mι λl 二とした。 (fiu刺立、

がLI!i J に定めるところにより1 . 4n叫んヒの部分を設

ければ足りた)

・ ＷＵ｣ ｭ ｾ 超える傾斜路の 桃 造を定める 。 ＨＷ Ｕ｣ｭ 以

内ごとに 1. 5n叫んヒの踊り場、 手作1り設立D

第59条

を目指す潮流の一端を形成していると考えられる 。| が生じたため、新用途地区( 住居系m途地域の制 ・キ'I 川者のエレベーター構造の規定

・利川者のエレベーター設定: の規 定

第61条

しかし、 一方で、厳し t 、社会経済状況のrl' で、 | 分化) にかかる建築基幹」却包行粂例改正も行った。

「規制緩和」も行且 好ｾ ｗ､ ｭ として掲げられてし 、る 。 平 成 6 年の改正は用途地域等にかかる昔日分 が

これか らの 「欄北のまちづく り」は、「人にやさし | ほとんどであり、前に述べた粂工頁の表砲を型は|些l ・公会込等の車特汗利f I 陥i ' J TJ の通路の将司色の机 定

L、」い、う発想、が原点である以上、「規制型」て"は | 係する条項は多 いが、単に言葉を主主迎したもので 第63条

なく、イ会良なものにインセンティブを与える「誘 | あり、出Tニ内容としては従j ' j ij の 鋭定と大きく変わ ・ 矛 Ｇｉ ｊｔ ｊ 者の倒Ｉｩ ｊ￭ を、 ｹｾ 子、火子別がある場介はそ

導型」であるのが望ましいのかもしれな L 、。 I るものではな L 、。なお、この改正の施行は一昔日経 れぞ、れに設置

さらに言 λ1; ( 、王応伏では「条例」の整備基当袋卒 | 過措置ぞ設けたが、公布日と同じ日としている 。 加 藤 真 大 阪 府 建築部建築指導課調整係長

は、いわば行政による「義務付け」であるが、こ

れはあくまて‘ 過渡的 な状況であって、将来的には、

著宅業者、設計者や府民が「当然の こと」として捉

え、 実行される、こうした成熟した布許止祖会が、

:i1I L 、将来訪れることを、最後に祈ってやみません。

めんぺ き とる

安 部 暁 大 阪 府建築部建築指導課福祉タウ ン推進室

大阪府建築基準法施行条例の一部改正・新旧対照表 ( 一部)

新 111 

( 利用者斤l の主たる出入 U 等) 1  ( 利J 1j名川の主たる出入 1-' 等)

第56粂 | 第56粂

1下j粂名号のJ l J i企に供する主主築物における当該川途の利用| 而l粂符号のJ l j途に供する! & 築物におりる当該Hji 企の利flj

者( 中時) ! l j に供する遊鰍w. におりる主たる .'1-'. 入口のうちの 1 I才i' (中時}川に1' 11:する避難附における4.: たる 出入口 のうちの I

以上の出入口には、次に掲げる場合を除き、 当該出入口か |以上のH'. 入口は、次にぬげる場介を除き、道又は. i l l に通ずる

ら道に通ずる幅員 1.2メートル以上の通路を設けなければな |幅i l 90センチメートノレ以上の通路にl而しなければならない。

らない。 1 1第12粂第 4 号 (中時)の規定により、道にj迫ずる何H90セン

1 第12粂第 4η 仲暗) の規定により、道に通ずる恥.ii H. 5メー |チメ ートノν又は1. 5メートノレ以 1'. のi通路に面しなけれ.If' "す

トノレ以土の通路に而しなければならないとき。 (以下、暗) 1 い、出 . (Il 卜時}
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タ イ ル を ⑧ え た 、 タ イ ル へ

超抗 - 防汚・防臭タイル 一環境衛生の新しい基準です一

- これまでにない画期的砿抗菌性能を発揮します0

・雑菌の増殖を防ぎ、汚れを固着させません。

・汚れを除去しやすくします。

・悪臭を分解し、無臭化します。

・雑菌による原中の原素分解を抑え

アンモニア臭を発生させません。

T OT O独自の技術

τOToP- TOFJ接鏑

E ビ ー ト フ 】

光触媒作用をタイルに応用することに、

世界で初めて成功しました。

|  こん怠施設! こ、効果的です。 I

医療施設 シル/' ¥- 1i 富安 公共施設 食品関連B管内

θ

ト

MR S Aに代表される院内感染に対する

対応策の一環として、手術: i ' や処置室、

トイレ、浴室などの抗菌化に効果を発

I置します.

身体の鉱抗力が弱〈感染症

へのきめ細かなケアが.1' . 嬰な

お年寄りが集まる、老人ホー

ム、介極病院等の浴室、トイ

レなどの銑菌化に有効です.

不特定多数の方が利用する

浴室やトイレなどにおいて

も、衛生レベルを向上する

とともに，膏婦や消務の手聞

を軽減します.

高度な衛生レベルが求めら

れる宣品工場や飲章庖にお

いても‘ 宜中毒の原因と生

る雑菌の地殖を仰えます.

東陶機器株式会社

T O T O /  

タイノ ν 午 ｴｬ 版 ｾｾ

ｍｾ＠ Ｉ［ｾタイノレ 版 ｾＺ Ｏｾｾｾ

Wi 浜タイノレ版先; - ; U!

J![ I則点タイ ノレ販売諜

ｾｴ＠ ｉ 則東 タイノ νＡ 仮ｾｾ［ｾ

札 帆タイノレ ｪ 仮 Ｓ Ｑｾｾｾｾ

*  ｾｴ ｪＱイノ νｩ 仮， Ｇ￩ｦ ，Ｊ

(03) 3595-9375 人- |坂タイノレ版先沫 (06) 364-1622 

(03) 3595-9312  宇i r1i };逗タイノν版光泌 (052) 201- 0214 

(045) 312-9061  ) L 州、ｼタイノレ ｬ 仮ン Ｇ［［ｾｪｦｾ (092) 272- 1093  

(043) 225-8781  国タイノν販フEi思 (082) 246-8074 

(043) 648-3085 l'q 同タイ ノレ版元課 (0378) 21- 3478 

WJl J カタログを川なして

(011) 261-7402 」じ 陵タイル販売; 県 (0762) 33-3193  

おります . li'.記、円社タイ

ノレ版ゾ1';1'*に ご 11'1;1¥" ( だき

(022) 264- 1017 丸、。

30 建挺と社会 ・1996.5



東陶機器株式会社タイル事業部

タイル版必総M剖l 干 107 JIt )j( 都港t ( 品板 7 r ll 3 需37¥;

P イ仲版必:i1でplil .'l¥ プラ ー スカナダ

T E L  03-5410 2984 

F A X  03- 5'110- 1019  

超抗菌・防汚

防臭タイル

一一
一
一

一
一

一
一

一
一
一

一
一

一
一

新建材紹介コーナー

219 

日本建築協会建材委員会

①ー「超抗菌 ・肋汚・防臭 タイル」の性能

(1) 絡段に市ぃ抗菌力といずれの菌類にもイI効

である 。(表 1 、図 1 )  

ある宅川の細菌による澱抗汚染を防止し、その抗

削 j決を*- 1備する「抗菌空IHj 性向むを十分にx到

するには、細菌が持ち込まれイ、j才i今する汚染迷J.itよ

りも速い紺11盗速度が必要である 。短時間でおU泊五1J

米が発引する光 ｦｾ Ａｨ ｪぷタイノレは優れた抗菌性能を

JUJ行ーできる 。

(2) 車IUiIiによる汚れやにおいを州札、優れた| 坊

汚 ・防尖性能を発揮する 。浴室のぬめり発生やト

イレにおける悲央を| 坊止することができる 。(図

2、図 3)  

Ｈ Ｓ Ｉ 耐熔粍 ・ 耐薬品に優れた酸化チタン ｊｉ 英を級ｾ､Ｚ［

にカU丸し同定化しており、通常タイノレと変わらな

い耐久' 陀を保持し、また、胞工、メンテナンスも

従来タイノレと変わらない。

(4) 酸化チタンは白色顔料や食品添加物として

広〈使われており、光触媒タイルは2J 性71iニ性およ

び山内・ー11#点Irax性などはなく、 17i ぃ安全性カ判: 認

さfLている 。

表 1 抗菌タイルの各細菌に対する抗菌効果

担

面

付

細

菌

敏

(
n

c

F

¥

4

0

n

3

3

5

0

 

1

1

5

0

 

鋤

M
m

薗遊軍中空

102 

任〉ーおわりに

「必抗菌 ・防汚 ・防臭タイノレ」は、優れた抗IAi

性能により院内感染を防ぐ‘ 有効な手段のー っと

して、また、汚れや悪臭を| 坊〈ー上でも大きな威力

を1e長官すると j与j待て3 る。

病院などの医療施設以外にも、公共施設 ・食品

工場など広範凪な分野で前月 lされることをJUl待

している 。

大腸 11l

約 l 時1::1で

99%以上

約 3 時11¥1で

99%以 上

約四時IIHで

99. 9%約

〈空中浮遊菌数および壁画付着菌数回推移 〉

*30 /脇 工 前 l
l 施 工 前

浮 1 ， 

ｾｯｮ ｌｬ ｪ 先触蝿タイル錨工
数 日 a

Cラ

守、

Cこ

I10 

2  

。

32 48 60 74 88 

路工極経過日数 ( 日}

図1 等潤病院(東京)の手術室(写真) における施工試験の評価

t車線1宵

宮n 時1::1で

99%以上

約 3 時1111で

99%以 l

18時II¥Jで

99. 9% 

M Il S A  

約 l 時1::1で

99%以 1-.

約 3 時uuで

99%以 1:

約24時 間で

95. 5% 

光触煤tiL l珂タイル

( 光開射時)

光触媒 抗mタイJν

( 時時)

銀系抗 i有タイル

( A社製)

(j)---{まじめに

ｴｬ 民主病院内感染なＱＺＺ ＧＪＱ 目的による ｾｩ 杭汚染力 ｦ 社

会|! } 胞 t してクロ ーズアップされてきている。

また、I i 'i 潔 ・健康志向カy ，百まる中で、病院や伺

祖U庖設など不特定多数の人々が利用する施設の

みならず、→没家庭内の浴室 ・トイレ . fi 所など

の宅1mにおいても、 fj 丹生(I{jて勺快適な環境の剣道が

';rtl < 求められている 。

このような? ? 対に対し、 WIJ え! ;t : ' 空間を机/ilt する

処築材料自体に、車11闘を存11える抗菌機能や| 幼汚機

能、| 幼尖機能などを付与することが考えられる 。

こうした必封イを用いれば、ｾｾＧＺｬＭ ｊｚ を清潔にｻ呆つため

のメンテナンスコストの軽減も期待できる 。

τて〉τ'0 ( ま、世界で初めて酸化チタンの光触媒作

川 をmいた「超抗菌 ・防汚・| 坊央タイノレ」を11日発

し、壁や! 末に佼} 干lする ill オとして商品化した。

この商品は、タイノレの表面に銅系の抗l益金扇と

粒符を小 さくして活性を高めた酸化 チタンを j写

さ Ｐ Ｎ ＵＭ ＱＮ Ｐμ 焼 付 けたものであるが、 ｦｾｾＡｾ ふとして

いつまで、も抗菌機能を持続すると 共に、独特の美

しい令1m光沢を有するタイルである 。

• 
光向ｾＡ煤を活用したタイノレをはじめとする建築

材料は、今同紹介した屋内川途に| 浪らず、F :nによ

る汚れの付者や議付着を抑える| 坊汚外装材とし

て、また、者Ilili 部のNoxや 布 樹j疎化倒勿などを

分解除去する環境浄化 Ｎ ｾｩｬ としても研究開発が雌

んに進められてきている 。

第二世代の抗菌 ・防汚 ・l坊尖機古針4 として、 21' 1止

紀のクリ ーンで快適な者11市 ・生活環境の創出に寄

与するものになっていく υ切符する。

(猪野達雄/ 建材委員)
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図

七 1 / …-l m z x

一 一 一 一 一 一 一 一 一 -

:  .1 /  鉱 閉 附 岡 山 .  
"' "司 l I _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  ｾ｟｟｟｟｟｟｟｟｟｟｟｟｟｟｟ 岨

。 ω . ， . 駒 2・0

信エIU{il 8n'81

図 3 動物飼育におけ るア ンモニア濃度推移

鼠験状況

ラット飼育園800.ラットが鱒泡する肢かう

発生するアンモニア2・E を刻置した.

( !最期11250ルクス)

o -ー「趨抗菌・防汚・防臭タイル」の特徴

この般化チタンは、光をエオ、ノレギ- i 原t して空

気11'の般家や水分を、それぞれス ーパーオキサイ

ドイオン ( 02) 、水酸ラジ》ノレ COH) といった

前回船［に変 化 させる「光 ｦｾ ｾＡ 媒作用」 を持っている 。

この所性酸素は、細菌を短時I:ll で苅威させるのみ

ならず、有機仰の汚れ物質、尖ぃ物質を分解する 。

「7也抗菌 ・防汚 ・防臭タイノレ」は、f . f f ' iff かつ透

明な間変化チタンを、抗菌金属と共にタイルヨ長而に

畑氏 ・固定化する新技術を採用している。 この技

術を、 r TOTO P-T OF  (ピート フ) 技術」と名付

けている 。

車111的をはじめ悪央物質、汚れ. ! t o /J1' r の分角平作J l lの

発引および有効性は、機fiE素材の分解能力の強さ

しその機能素材と分解される物質との桜f(pJ! の! 立

令いによって決まる 。「超抗菌 ・防汚 ・|坊尖タイノレ」

は、酸化チタンによる活性酸素の強い分解)J とタ

イノレぷ而に酸化チタンがあり、細菌等に直に媛し

やすいため、短時間て強力な抗菌 ・防汚 ・|坊央労j

よｾを発揮できる。
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造物主義論
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これらの害は夜明IJ r見立ての手法 J (日

本的空間の読解) ・「イメージゲ- L . . J

( 異文化との遭遇) に続き刊行さ れた

建築家 ・磯崎新の震新建築論集である 。

著者は建築家であ りながら文章を常時

いている理由に、衝動と直感から出

来上がった具体的な作品を改めて冷静

に見直し整理すること、志向する方向

を大まかに見定めて傍道に行くことを

予防することの 2 つをあげている 。 こ

れらの本では、近年著者がいろいろな

機会にいろいろな媒体を通じて発信し

た言葉 ・文章がテーマをもってまとめ

られており、とりわけ、建築家としての

スタート以来彼の中にあったと恩われ

る「日本J と「建築」、「日本的建築様式J

と「近代建築」という問題意識が時代と

社会の変化のなかで移り変わりながら

も、志向し求めようとするそのアイデン

ティティを慎重にまた大胞に模索するさ

まがわかる。読みごたえのある替である。

(1.1) 

本 讐 l立、題名の通り各業界の会社をそ

の 会 社 に 勤 め て い る 人 か ら 聞 い た 話

や、各種データーを掲載し、草紙般の際の

参考にしてもらおうと企画された本で

ある 。 ri也の巻」と「天の巻」の 2 冊あ

るが、こちら「地の巻 J のほうには、テ

レビ、製薬などの業界に加え、建設会

社、不動産業界の話が、あからさまに掲

載されている 。何せ、当事者からの話を

掲載するのだから、出るわ出るわ本音

か実態かという感じで( 決して暴露的

なものではない) 、出版にあたってはか

なり横槍が入ったと害かれている 。例

えば、建設会社の業界に関しては、大手

6 社の代表的な仕事や、ヰ土風・業界他社

からの評判が風刺チックな漫画ととも

に掲載され、建設会社の社員の夢と現

実の声が「そうそう」とうなずかせる 。

、居酒屋では、つい壁を叩いてしまう e

* すべてのあいさつは「こ・安全に J で

OK' ‘ 病的とも言える「水平」へのこだ

わり。など、ゼネコンマンの熱き想いを

垣間見ることができ、悪いけど笑って

しまえる本である 。建築と関わりある

分野としては、不動産業界も怖いく' ら

いに当たっている内容である 。 ( Y . I)

この本は平成 7 年 3 月に千葉大学工学

部建築学科教授の職を退官された大河

直訴氏に対し、氏の指導を受け学んだ

いわば弟子である研究者逮がそれぞれ

研究成果を献じることにより、その学

恩に報いようと企画された研究論文集

である 。建築史学を専門とする氏は、寺

院 ・神社建築や民家の調査に指導的役

割を発揮、文化財保護や街並保存に幅

広く尽力され業績をあげてこられた。

この論文集に寄せられた論文は小論で

あるが、その研究対象は多岐・多方面に

わたり、執筆者もそれぞれの介野で第

一線に立つ人達であることからも、氏

の学識の及ぷ分野 ・領域の多彩さ ・幅の

広さがわかり興味深い。本書の書名は、

氏が最終講義において研究の未開拓の

介野を示して用いた「秘められた魅惑

的な鉱脈」よりの引用とのこと 。氏に統

〈研究者達の活躍に期待したい。 (1 .1)

おなじみ赤瀬川氏による街角の変なも

のを写した写真集。「卜マソン」のよう

に建築物やそれに類するものは今回は

少なめで、どちらかというと赤瀬川氏

が写真が好きで、街角のいろいろな現

象、看板や動物や植物などの写真 日記

と い う 感 じ で 全 体 が ま と め ら れ て い

る。そのため、建築の不思議な写真を期

待してしまうとちょっと的外れて' ある 。

おもしろい被写体を捉える視点はおも

しろいけれど、カメラ好きの部介が前

面に出すぎている感じで、何回も繰り

返しみたいという写真 は少ないように

思う 。 エンターテーメント的な感じで

見るならば楽しい写真集であるかもし

れない。同様なシリーズに「ベルリン正

体不明 J r ロンドン正体不明」がある 。

( Y . I)  

担当。会員企画小委員会/ 伊琢郁郎 ・稲木裕子
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平 成 8 年 度 の 事 業計 画

1. は じ め に

関西国際空港の拡張工事、阪和11内定足後の復興事業など、近畿圏を

取り巻〈大j
見J慎な建設事業の計画が公表されています。

ｾＺｬＺ ＮＱＺ判明を迎えた当財団の経営は、国際 イり剛℃へ の対応、優秀な人材

の育成、 t点検設備の拡充と更新、 ISO/IE( ごガイ ド25に則したF . it験品質

管理システムのMi l l : など、 10年、 20年先を視野に入れた事業展開が必

要となって います。本年度の新規係用は、技術系職員: 6名、事務系

職員 ・2 名の計 8名で¥試験依頼の迅速な対応lこつとめます。

また、本所に品質保証センター( 他織図参照) を設置し、 ;li'-1 ド25

に基づき正確、公平、親切をモットーに、依J煩者のニーズと信頼に応

えたいと考えています。

平成 8年度の主な事業計画を以下に ご紹介します。

2 . 試 験 設 備 の 拡 充 と 更 新

- 耐火試験用大型壁加索炉の国際規絶対応型炉への転換のため

の改修

・セメント物: I : ] l 試験方法の改訂に伴うテーブル・パイフ、、レータ

ーの導入

・既存建物の岡; 股診断例制員に対応するための構造角耽庁用プロ

グラムの構築

・材料試験に係るデータ集計能力の向上とデータベースの機能

強化

3 . 受 託 試 験 等 事 業

昨年度から実施している国際協力事業団委託による「コンクリー

卜構造物耐久性向上技術研修コース」に係る海外初H民主の受入を行

うほか、関係行政機関または建設関連企業からの依頼に応じて調査

研究を行います。また、この様な調査研究は、随時必要な委員会等を

設置 して笑施 します。

4 .  自 主 調 査 研 究 事 業

当ｆＮｩｾ知 ｦｲ が独自に、または、他の機関と共同して行う調査研 ヲ窃 十画

の主なものは、次のとおりです。

・床衝撃音レベル低減霊前検のilli J定精度向上のための標準前験

片の研究( 新規)

・建築用建具( サッシ、ドア一等) の断熱 ・|坊蕗性能に閲する研

究( 拠続)

・模型火災室副裁方法の』指す( 菊瑚)

・ビノレ風診断ソフトの開発( 拠続)

・石灰石骨材のアノレカリ反応' 昨科羽判定試験対去の開発に関す

る研究( 継続)

・砕石粉使用コンクリー卜の開発研究( 継続)

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

干565 吹田市藤白台5-8-1

TEし06-872-0391 FAX .06-872-0784 

業務時間 9:00- 17: 15 

5 . 調 査 ・研 修 等 事 業

本年度も引き続き、次の事業主? 実施します。

・建築主事の諮問に応じて、 当所内に常設されている 「建築技術

安全審査委員会」による、建築構造物の安全性の審査

・ 大 ｉｾｈ 守や兵庫県が定めた「コンクリ ート 工法に闘する指導要

綱」に基づくコンクリー卜工法初f { 1多

. J IS表示許可工場て、の公示検査

・情報機関誌 ' GBRCJ の発行

・(社) 日本建築材料;t Ji会との共催による建材研究会

当試駒1市立、建築に関する公的試l験・研先機関てやす。平成 8年 4 月

Ｑ 日 現庇の組織は、下図のとおりとなっており、建築に関するｆＮｩ｜Ａｾ会 ・

調査 ・研究について各部門カ河間別に、あるいは相互連繋し総合的に

お応えしています。

( 企画課長橋英彦)
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ある授業 - 1 鈴木 良 介

近年、大学の救護諜程がなくなったり、教養科目がどんどん少

なくなっている 。 それらより専門利目を士的やすべきだとするの

が主な組LHの一 つである 。これにも - llli あるが、私にとって忘れ

られな い救援科 1= 1 がある 。和歌 山で本当にのんびりと高校生活

を過ごして来た私にとって、大学での教授科目は魅力的なもの

であった。( 数字: や物理など迎科系のものを除いて) その一つの

英知の講義はM教授によるものであった。 H. リー ドのAr t in 

I ndustryがテキス 卜としてイ史われた。小お故買は好きで¥いろいろ

と読んではいたが、 この純の評論は殆んど読んだ経験のない私

にとって全〈月 IJ の世界をみる忠 L 、てあった。近代に大きなbl弾 F

を及ぼした芸術、私には建築の拠ってたつ基盤そ知るきっかけ

を? 与えてくれた。H リード の若干1・の制訳者でもあったM教授の

22かな荷誌の戸が教室一杯に響〈誹議に 聞 きはれていた。

その後建築論の分野に触れていくことになるのだが、 この講

義をき っかけにして、続 L 、て読むことになるリ ー ドの諸若イ乍、

「芸術のなl床」、「モダンア ート の析学' J 、「イ コンとイテ、、ア」、「芸

術のホの行むなどが挫築を考えてし、〈基本的な枠組 のーっ とな

った。どのような制度てあれ、そのj笹川] と、教える イJ!l Jの能力が何

よりも大切なことであるとしみじみと思う 。

福井工業大学教授

心踊るもの 瀬 戸 本 淳

主lr築 ってワ J ゲ7 7のかたまりだったのかとつくづく思う 。 ク

ライアン 卜 の強いワカ、マが楽しい住 ｅ とになる 。 ｺＮｾ災後、 色 につ

いて興味深し、傾向を発凡 した。「グレーの壁は L 、や J i.黒いサッシ

ュは L 、や」、これはプレハブの衡になり つつ ある姿を見ての反動

だろう 。 i i' l 、武色、赤、グリ ー ンヵヲFきJ i ピンクも」 ・・・。 今、

キIll j寸で好きにな った色 を調行すると、きっと興味深い結果が引

き，'-1'，されるに泣いない。

先 11 、「何 が変わったか? J というテ ーマで21人の建築家仲間l

が泌覧会をした。 i .fL ( かわら) なきゃ」とか「ニツコリの家」

などのタイトノレをつけて、被災者ぞ勇気づける明るい作品が数

多く ，1I  '， ，'if ，された。小 さくても 2-11I:;:rr - が住め、 吹抜けがあり、 '1"' 庭

まて。ついていると いった、ちょっとカラフノレで、ど こか心、を 目前 ら

せる出かなノ f ラダイスがつめこまれて いた。

､ ｩ ｬ 人 ｬ の主ｬＡ築 仁 ， ｾｲｾ 裂が ， Ｇ Ｚ，ｾ ＩｪＮ￯ｾしているため、コストタ守ウンとたた

かっている毎 lオだが、「冷たいl青い、貧乏くさ い、いじけた、チ

マチマしたのは大きら し、」と 言 うクライアン トのな見を 聞 くに

つけ、 ｲ ｊ［ ｾＺ ｾ＠ J って い うのは、まず技庁|者自身の持って いるつま

らない概念をしっかり jjj i してから、人1mとしての其の要求に応

えてゆくことなんTごな とあらためて感じている 。

建築家 ・瀬戸本，享建築研究室代表
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時 間差 垂 水 英 司

民災後、時間は将段と追った変化 とスピー ドて。流れた。ある WJ

聞が過まると状況は激変し、場而 は急速に 'Ii云換する こ とが度々

あった。

民災直後、放出、! 必急措置の混乱の rl' 、しかし 人々は1I)J け令い、

殺り令い、ボランティアもかけつけた。現実を直視することよ

り、やるべき こ と、やらねばならない こと に集 中 できたＱｬｾ［ＺＮｬｴｊ ｊ てあ

った。皆が前傾姿勢て¥一括の迎l想像さえ拍 きながら、いわば、ハ

イテンションな状態て司川こ当たって いた。大災害のあとには こ

うした 「災符ユート ピア」カT現 1:1' ，すると し、刊行摘があるがそのと

おり Tご。

しかしやがて場而は転換し、急速に現実に号 |き戻され、 ユー

トピアは少しづっ崩 れ、 もどかし " ，官、いの '-1' て"11寺間が流れて い

後から考えると、あのときああすべきだったと jt l えることも

多々ある。しかしその|時点て。はそれしかできなかったことも石'(li

かであり、 一方その11寺にしかできなかった こ とも多い。

H寺lI-rJ は一方方[ I i lに流れ、戻れな し、。「時間差」ー これも災寄復

興にイ、j きまとう 厄介な代物と い える 。 まだこれからどんな場 l而

転換があるのか未知数だ。

神戸市住宅局長

外装材の揺す用寿 命について 田 中 正 司

長l ! 物の長 JUjfl t 純計- j11i lぞ立案するときに、 必 ず議論される

のが科部位の! 日;J川 l f' 命 と 改 修H寺J切につ いてである 。

似IJ ぇ ば 、 外 壁 l次イ、H金袋や尾上防水 の耐 川 寿 命 が何 年 で あ

り、改修の i重i則 は い つ か と い う こ と で あ る 。そ の た め に 現 状

では、手仲間主について制貧し、劣化の進行状況を把握して推

定 す る こ と に し て い る 。しかし、このときに基本となる 品質

情報 が 少 な い こ と に 気付 〈。それは、 この正II 物 を 設計 し、施

工管思するに当って、それぞれの部位の要求性能に対して、

建物の竣J : 時に '=1棋 と し た JUJ 待 耐JIJ 寿 命 を 何 年 に 設 定 し て

い た の か と い う こ と で あ る 。そのためには、使刑 する材料- の

基本物性と、劣化 のメカニズムをとらえておく 必要 が あ る 。

伊 ｉｊ え ｌ ＺｊＺＺ ￯ｾ I二のアスフアノレ ト防ノドについて考えて J .'. ると、{ 放

少 挙 動 の 繰 返 し に よ る ク リ ー プ 破 断 を 防 止 す る た め の 下地

杭 造 艦f本の |向IJ 性や、アルカリ熱水による劣イヒ に対しては、 |め

/J<) 朽の水勾配が大きく関与する 。また、熱劣化 や 紫 外 線 釣化

については、保設 j門や 断 熱j朽のヰH!院が|刻与する 。これらの こ

とを踏まえて、 JUJ符 耐 Jl J舟 命 を 設 定 した 防水仕様の設計と

Ji¥l L じ管理が重姿であり、 耐 JIJ 寿 命 を 全 う す る た め の 保 守 管

理 仕 様 を 竣J て|時に 引継 ぐ こ と も 重 要 で あ る 。

これ ら の こ と を 系 統 立 て て い れ ば 、 改 修H寺期も自ずから

l明石'(I! になるはすJ てゃある 。 鹿島建設関西支広建築部専門部長

建築の眼



特集

災害/

非常時に生きる法体系

阪神 ・淡路大震災から 2度目の春。災害と 言 えば災害対策基本法が浮か

ぶが、わが法治国家ては、この問、それ以外にも様々の法が生き、また

つくられ、改正されるなどの立法措置がとられ、そして活用され、< 柔

軟に> 運用され、あるものは否定的に語られている 。復興の段階になっ

ても、この巨大災害 と現行法との落差 は続いている 。一方、私たちは渦

中の者として、少なくとも同n寺代の者として、この間莫大な情報を矢継

ぎ早に浴び、様々の思いを刺激され、ある人は行動に移し、今日に至っ

ている 。

これは法と災害につ いて整理を行えば、実J惑をもってそれを理解する広

範な基盤が、今、出来ているということではないだろうか。 そういう認

識の下で、なるべく広い範囲の法について災害 との関連をまとめ、昨日

を振り返り、明日を設計する糧としたいと考え、企画したものである 。

法令分科会. 入江田吉仁

本特集編集幹n;;

乾 康 雄/ 入江川吉1-. /燦111 攻/ 械戸.¥l!.I! II / 'I' 問孝子/ ノド111志立11



非常時の法体系の世界

自然災害と法

安 本 典 夫

災害 とは、「異常な自然現象や人為的原因によって、人聞の社会

生活や人命に受ける被害J (広間5苑) と 定義されるが、法的に特別の

扱いをする必要があるのは、それが一定の広がりそもって生じた場

合である( 災害対策基本法 2粂 1号の定義参照) 。 そこで、その特徴

として、①突発性、②被害の広がり、③人々の共同生活を支える社

会システムの何 らかの損壊、をさしあたりあげる ことがで きょう 。

災害法の体系は、①災害予防、②災害応急、赤I策、 ③災害復旧 ( 復

興)、 ④災害制止法よりなる 。①の災害予防には、 (i) 防災事業 と、 (ii )

観測1) . 野球 ・応急、体制の整備が含まれる 。 これは、次の段階の予報

・4昨報を経て、②災害応急、対策に連なる 。 また、 ③の災害復旧 ( 復

興) は、 別の面から見れば、①の予防の段階に重なる。

この災害四本系の 1:1:
1
心にあるのが災害対策基木法 (1961年制定。

以下数字のみで制定年を示す) である 。 もっとも、 この災害対策基

木法、および同法にもとづいて定められる防災計画の中心は、予報、

普戒も含めた災害発生H寺の応急対策 とそ の体制である 。

木和 ｩ で は、自然莞ｾＭｉＮによるものに限定して、また ① 災 害 予防、②

災害応急対策の段階、および④防九組織にしぼって、それをめくやる

法の体系と特徴を担問似する こととす る。

災害亦際基本法は、中央防災会議 地方防災会議( 都道府県| 坊災

会予払 市町村 防災会予期の設置と、それによる防災基本計画、都道

ｬｬｾ ｲ ｊＩｩＡＭ . 市町村地域防災計画の作成、および指定行政機i刻、指定公共

機関による防災業1指 |画の作成を定める 。

防災計画中の 「災害予防計画J の章では、治山治水計画、者Ilr l1の

防災構造強イ国十画、 防災|矧勅包設 ・設備の整備計画、防災知識の普

及計J ] fl、防災訓練計画、物資及び資材の備蓄音|箇|などが定められる 。

言十回の実施は、おのおのの個別法律にもとづいてなされる 。 自然

災害に対する予|りJ声様として、次のものがある 。

I  

治山・治水

治 Ｑ Ｑ Ｑ ・ 治水関係てやは 、治山 治水緊急措置法 Ｈ ＱＹＶＰＩ の下で冶 ｬ￼ ｾ ｊ 工

業五箇年計画、治水事業五箇年計画がつくられ、それにもとづいて、

上流部てやは森オ村去 (1951) 、砂防法 (1897) による治山、特定多目的

ダム法 (1957) 等 にもとづくダム建設、 中流 ・下流昔1Iてやは河川法

(1964) にもと づ く堤防 ・放水路建設等がなされる 。ほかに、 地す

べり 等防止法 (1958) による事業などもなされる ことがある 。

海岸の保全は、海岸法 (1956) にもと づいてなされる 。
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2  

生活空間の安全性の確保

自然災害に起因する危険から生活空間の安全性を1i rfff 来する対策と

して、①危険区域の開発抑制、防災事業、安全なところへの移転、

②市街地内のオープンスペース石間呆、③建築物の防火、 不燃化、構

造強化などがある 。全体的に は都市計画法 (1968) が規律するが、

① として、宅地造成等規制法 (1961) 、急傾斜地の崩壊による災害の

防止に関する法律 (1969) (急傾斜地崩壊防止工事、崖地近接危険住

宅移転事業) 、防災のための集団移転促進事業に係る国の財政上の特

別措置等に関する法律 (1972) 、③ として、建築基当地 (1950) (同

法上の災害危険区域制度は①) 、消防法 (1947) があり、都市再開発

法( 1969) もこの一段として位置づけられることがある 。

3  

特定の災害防除

特定の災害|坊除にかかわる法律もある 。地震に|刻して、大j見J模地

震声機|寺別措置法 (1978) 、地震防災対策強イり也域における地震対策

緊急、倒蹄業に係 る国の財政ヒの特別措置に|期する法律(1980) 、台

風に関して、台風常襲地侍ーにおける災害の| 坊|徐に|期する特別措置法

( 1958。実際にはこれによらず、河川法、砂防法などによる対策が

行われている) 、火 LIJ に関して、活動火山対策特別措置法 (1973) 、

雪害 に関して、 豪雪 地，出ー対 紫持 別措 置法 Ｈ ＱＹＶ ＲＩ 、 手 Ｑｾ 雪 寒ｽ令持 別地域

における道路交通確保に|剥する特別措置法 (1957) 、さらには特掛けこ

じよう地帯災害防除又は振興臨11軒昔置法 (1952) もある 。

これらの中心的な内容は、防災公共土木事業の実施と、それに対

する国庫補助の率の間上げ、地方債の特例などである。

4  

産模災害の併発を規律

震災等の自然災害においても、 二次災害 としていわゆる産業災当主

制 ｾｉ 発するおそれもある 。 新潟 地 震の際に 重 油タンク群が炎上した

のがその例である 。 これらについては、石油コンビナー 卜等災害防

止法 (1975) 、石油ノ叫プライン事業法 (1972) 、i倒 防ilIl j i、、スの保

安の確保及び取引の適正化に |共lする法律 (1967) 、火薬類取締法

(1950) 、高圧方、ス l[iI. 絹1法 (1951) 、毒物及び劇物取締技 (1950) 、核

原料物質、核燃体I ! 脱出・及び原子炉の規制lに閲する法律 (1957) 、カ、、ス

事業法( 1954) 、電気4: J:¥. 業法 (1964) などが規律している。

ラ

観測 ・予報 ・警報

さらに、 ラrtj 決業務法 (1952) にもとづいて、 気象、* 象、 地象の

観測1) 、予報および管制等が行われている 。



災害応急亦 ｉ 策としては、①災害発生前の幸子成、遊員 ｦｾ 等、②発生ＱＧ Ｑ コ

の、情報の収集 ・ 伝達、消防、水防、救 ｬｩｩｦ ｬ ｾ ・ 救助の実施、制 ｦｩｬｩ 、緊

急愉送の引制呆、③発生後の隈災者の救助 ・救謎、緊急、愉送の雌保な

E がある 。中心 となるのは災害対策基本法てゃある 。

I  

災害非常事態体制l

災害対策の第一次的責務は地方公共団体、特に市町村にあり、災

害タ煉基本法も知事、市111]判長カf都道府県 ・市111刑災害対策本部を

設置し、その長となるとしている。規棋の大きい災害( 非前災害)

の場合には非常災害 ｪｾ 熊本音 ｬ ￭ が総理府に設置されＨ長は国務大臣 。

通常は国土庁長官がなり、事務局も国土庁防災局が所管する) 、著し

く異常かつ激甚な非常災害の場合は緊急災害対策本部がおかれ、 内

閣総理大臣が長となる 。

その他の災害非常事態体IlilJ として、警察法 (1954) 上、大主ftj 英な

災害その他の緊急事態に際し内閣総理1大臣は緊急事態の布告をする

ことがで3 、その場合は、本来は都道府県公安委員会に属する警察

の一時的統制権限を 内閣総理大臣が有することとなる。

また、大J見挟地震法では、大ytj 莫地震の発生を予知して警戒宣言

が出されると、地震災害瞥戒木部が設置され、地震発生後は上の非

常 (緊急) 災害対策本部に号 |き継がれる 。

2  

出動・応急公用負担・避難措置等

被害発生 ・拡大の防止のため、 市町村、都道府県、 指定行政機|失!

( 各省庁 ・委員会、警察庁等) ・指定地方行政機|謝( 管区3ft;象台、 地

方建設局、管区警察局等) 、指定公共機|英J ( 日本屯信電話株式会社、

日本赤十字社等) ・指定地方公共機関 (私鉄、民間放送等) は、おの

おの防災計画の定めるところにより応急措置を実施する。第一次的

責任を負って いる市111]判には、消防機|英! ・水防機|弘lがおかれており、

災害時にもそれらが中心的な役割lを果たす( 消防組放法 (1947) 、消

防法( 1948) 、7] <防法 (1949) )。

これらの機関の部隊の出動については、佃々の法律にも定められ

ている 。たとえば、市町村長は市IIIJtj 消 |坊の管思権をもっており( 消

防 鮒 儲 7 条) 、7]<1りJ管理者( 通常は市111]科長) は水防団、消防機|長1

を出動させる ことができる (水防法10条の 5)。災害対策基本法58粂

は、市111]判長が出動命令等を 出す ことができる旨定めているが、 こ

の規定は市IlIH1長の総合的防災責任者 t して応急体制を整えること

を毒問先づけているので、あって、 市IIIJ 判 長に新たな権限を付与したも

のではない。 したがって、消防 ・水 防 酬 が 市町村 の枠を超えて設

置されている場合( 消防一吉岡q労組合、水害予防組合) には、市町

村長の権限は及ばず、 出動を 「求める j にとどまる 。 また、 rl刑 判

長は笹察' 官等の出動の要請もてふる (7J，防法15条、災害戸: 問UPド法

58条等) 。出動した警察官等は警察官職問先机行法 (1948) および災害

対策基木法などにもとづいて活動をする。

自衛隊の災害派追については自衛隊法 (1949) に定められてお

り、知事の要請 (83条 1項) 、または特に緊急、を要し要請を待てない

という 例外的な場合は長官自らの判断で (83条 2項但書) 出動 しう

る( 近傍での災害発生の場合は駐屯地司令等の判| 析でも出動でき

る) 。今次改正てい、災害対策基本・法に、市町村長の知事への要請、そ

れもて弓ない場合には直接防術庁長官等への通知が定められた (68

粂の 2)。 そのほか、地震災害警戒木部長( 内閣総理大臣) の要請に

よる 地 震防災派遣があるげ ､［ ｊｕｾ 地 震法 Ｑ Ｓ 粂 Ｒ 項Ｉ 。

これら防災活動に必要な場合、市町村長およびその委任を受けた

者は、他人の土地 ・ 建 ｴｾ ｊ 等の ー ｼ刷史用、土石 ・ 竹オ噂の使用 ・ ｊｉ 又問 、

障害物の除去などができる 。 その者カ宅見場に いないか、 その委任が

あれば管察官等も、そしてそれらの者が誰もいない場合には自衛官

も一定の範囲でその権限を行使できる( 災害対策基本法64、65粂。

これを応急公用負担という ) 。応急公用負担は、いくつかの個別の法

律にも定められている( たとえば消防法29条、水|妙法21条、 iiiTJ 11法

22条、港湾運送卒業法18粂の 1)。

ｩ 盛期 ｦ ｾｦｦ､ ｊ 告、 ｩ 蹴 ｕｾ の指示 ・ 命令、立入禁 止Ｇｬｉ ｩ ｬ ｊ 限区域の設定などは、

いくつかの法1 ' I tで規定されている 。 これには、消防 ・水| 坊活動の邪

魔を除く ｉ ｾ ｉ 的のものＨ消防法 ＲＸ 、 ＳＶ 粂、水防法 Ｑ Ｔ 粂Ｉと、人の生命

・身体に対する危険を防くや目 的のもの( 消附去23条の 2、*1り1法 22

条、 警察官1嗣 紺 師 法 4条、活動火山失I策特5; 1出世法 (1973) ) があ

る。 いずれも知事またはその命を受げた吏員、あるいは現場て消防

吏員等がなすものであり、 rli lll ]判長に権限はない。災害対多倍タド法

は、包括的に災害一般について、生命 ・身体に対する危険防止目的

のために、市 ＱＱＱ｝ 判 長Ｈまたはその委任を受けた者Ｉは、避 ｬ ｻｪｦ ｦ ｾ のため

の立退き勧告 ・指示 (60粂) 、普成区域の設定 t 立入制限 ・禁止、退

去命令 (63粂) ができるとした。 その者が現場にいないか、その委

任があれば、瞥察官等や自衛官もその権限を行使できる 。

このほか、日本赤卜字圭l法 (1952) にもとづく、非常災害H寺の傷

病その仙のJill を受けた者の救護などもなされる 。

3  

通信

通信に関して、有線電気通信法 (1953) 、屯波法 (1950) 、電気通

信事業法 (1984)、放送法 (1950)、有線テレビション放送法 (1972)
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などがある 。災害H寺において災害応急対策への対応を求める規定を

おいているものが多い。たとえば、災害関係通信の佐先取り扱し、( 電

気通信事業法 8条) 、設fj前倒1=J ( 有線電気通信法 8粂 1項) 、目的外使

用の例外的許容( 電波法52粂但書) 、災害放送の責務( 放送法 6粂の

2) を定めた規定などカ主ぱらぱらとある。 他方、水防法20粂は、緊

急通信へのtt fJ:h、電気通信事業者 ・警察通信 ・鉄道通信等の施設使

用の規定をおいた。消防組織法23粂にも同様の規定がある 。

災害対策基本法は、より広〈、普報の伝達や応急措置の実Jl包等の

ために通信設備の優矧 ｉ ｊ 用、有線電 気通信設 備 ・ ｾ ｬ ｬＮ ｦ［線設 備 の使用、

放送を行うことを求める (57、79粂) など、災害H寺における一般的

な規定をおいた。ただし、それは、他に利用しうる通信機能がない

か、それでは目的を達しえないという場合に限られる 。なお、1 : 1:本

屯信電話株式会社、 FI本放送協会、国際電信屯話株式会社は指定公

共機関とされ、また、民間放送も指定地方公共機|潟として防災業務

計画を定め、都道府県と災害放送の協定を結ぶなどしている。災害

救助法 Ｈ Ｑ ＹＴＷＩ も、応急救助活動のため通信設備の イ 却 ｉｾ または電 気

通信事業者の樹脂の優先的利用を定めている (28条) 。

4  

交通の規制

通常の道路交通の規制は、道路交通法 (1960) にもとづいて笹察

機|共lが行う 。同法には、緊急自動車の優先通行等の特例規定がある

(39条 - 41粂の 2。同趣旨 ・消防法26粂) 。また、瞥察官は交通の著

しい混雑、道路の扱境 ・火災の発生その他により交通の危険が生ず

るおそれがある場合には、車両の通行禁止 ・1Il lJ 限がて3 る ( 6 条) 。

一定の場合、警察官等は路上駐車の率を移動などでちる (51条) 。

他方、道路のｾ Ｚｉ 備 ・ 管理いづ 側 而からの規 制 を、道路法 ＨＱＹＵＲＩ

にもとづいて道路管理者等が行う 。同法によれば、道路管理者等は、

道路の破損 ・欠;壊その他の事故により交通が危険な場合の通行禁止

.  f1j IJ限 (46粂) 、道路の構造または交通に著 しし、支障が生じた場合

の道路上の物件の除t ll 命令等 (71粂) などの権限を認められている 。

しかし、 これらによっては、災害発生時に緊急車両を通すための

一般車両の規制は十分にはできない。 そこで、災害対策基本、法はそ

のための規定を おいた。すなわち、当該または隣桜 ・近接都道府県

の公安委員会は、区II ¥-J制日定して緊急通行車両以外の車両の通行を

祭J I:: ' lIi lJ 限できる (76粂) 。さらに今次改正により、緊急通行車両の

定義が明確にされるとともに、その区間では、 普察官 (笹察官がい

ない|時は、 一定の範囲てや自術官、消防吏員) は、運転者に指示し、

邪魔になる車両の道路外移動を命じ、あるいは自ら移動できる( 破

船しでもよし、。補償はされる) (76粂の 2、76条の 3、82粂) ことと

なった。 また、国家公安委員会は都道府県公安委員会に通行禁止等
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に関する指示ができる (76粂の 4) 。

災害により陸上交通が途絶 ・渋滞した時は、空の交通カ明H寺され

る。同H寺に被災I也上空にはマスコミ 等の航畳機も集中し、かなりの

混乱 も生じうる 。航空については、→l生的には航空法 (1952) カ湖

律 している。 それによると、離着陸の場所 (79条) 、実記行の禁止区域

(80粂) 、最低安全高度 (81条) などについて、運輸省令て定めた基

準を遵守しなければならなし、。ただ、いずれも 「運輸大臣の許可を

受けた場合は、この限りでない j とされ、災害時には この規定を運

用して航主愉送 ・連絡を図る ことも不可能ではない。通常 この許可

を受げるには 1週間かかるが、数年前から、緊急時にはファックス

により申請もできるようにな ったという 。災害時の規定として、こ

のほか、事故の般査 ・救助機に特例が認められている (81条の 2)

にとどまる 。 自衛隊機の運航 ・ヘリポート の設置等は、航空法の適

用除外にな っているが( 自衛附法107粂) 、災害派遣時の制部に閲す

る政令の規定はなく、航空法 Ｘ Ｑ 条の Ｒｾ 適用する形をとっている。

災害戸拶陪ま本法 lこは、災害時のが直輸送、非常時飛行ノレーノレな E

について、特に規定はおかれていなし、。

ラ

社会経済秩序 の維持 ・応急生活援助等

生活上の社会 ・組斉秩序は住民 ・住民品脳w&自らにより M断 P される

要素も大きいが、同時に行政ふたとえば経椀併については消費

者保護法令、社会秩序については瞥察官耳問先拶L1l -法などを適用して、

その役割を果たすことカ想定されている 。 災害対策ｾ［Ｑド法にもとづ

く災害緊急事態の布告がされれば、生活必需物資の流通規制、復旧

や国民生活安定に必要な物の最高価格指定等もなされる (109粂) 。

公 抑 性 に|刻して、たとえば伝染病予防法 (1955) 19条で、知事は

「伝染病予防上必要卜認ムノレトキノづい、うきわめてあいまいな要

件の下に、健康診断、人の材集の制限、飲食物の販売 ・授受の禁止

などができると定めている。災害H寺にも使われる可能性はある 。

被災者の生活の応急的援助は、災者 l矧UJ法にもとづいて厚生省の

所管で行われる 。同法下ていは、 一定程度ιUニの災害て、、被災し、現に

救助を必要とする者に対して、応急仮設住宅等の収容施設、食品 ・

必制-7J"、生i活舌:必必必必、F需l信占ふ訂lJ品l

に必必、要な資金等のイ共与またはt貸を与与A など カ苛子われる (2幻3条)λ 。 これは知

事カがf国の機閑委任事務として行うカがr (札1、 2粂) 、費用は都道府県が

支弁し ＨＳＳ 粂Ｉ、当該都道府県の 地 方おむ収入額 中 に占める費刑の ｪｾ ｉ ｊ 合

に応じて国庫による負担がなされる (36粂) 。

i蹴 !t先として、 さr- i 究施設、公固などがイ変われた。学校施設はもと

もと朝交教育法にもとづく 学校教育目的の施設であり、その込政H所

としての使用は目 的外使用ということになる 。 しかし、 市町村学校



施設使用条例 ・さ針変j泡設使用に関する沙問IJ ( 教育委員会規則) など

で、 学校の用途に支障ない限りでの地域住民による利用が定められ

るなど、それは本来的に多様な機能をも ってし、る 。災害時の遮刻び庁

としても市町村長によ って指示されうるし( 災害対策基本法60粂 2

項) 、市III J : 村防災計画て。 U 監禁{fj也あるいは収容i邸師「として指定され

ている場合が多い。遊日fI施設と して のf史用 ・管理についても計画てや

定められている 。 しかし、大 ｭｴｾ 災害においてはその使用が長引か

ざるをえず、現実には学校教育法上の目的との調整に困難が生じた。

応急仮設住宅は災害F' rxJl )J 法にもとづいて設置される 。建築基当母去

85粂 1項の応急仮設建築物として、通常の建築基準を適用しないで

建てられるものが多〈、そのf史用は 2年以内仁限定されている。 そ

れを超える場合、補強して建築事街忍を得るなどしなければならない。

なお、災害救助法は 「現に救助を必要とする者j に対して救助す

るとしており、自力対応ができない者を対象とした公が刃夫助的な運

用がされてきたが (1965厚生事務次官通知 l、都道府県災害救助法施

行制J ! 1j) 、広域災害の場合には借家がほとんどなくなり仮設住宅に

よらざるをえないなど、上のような限定的運用では対処て》ない。

民間の借地・借家については、，寵災者[1市借地借家臨時処理法 (1946)

が建物が滅失した場合の{社tl!!i権 ・借家権の保設を図っている 。

6  

広域災害時の応援

広域的な災害の場合、 他市IIIJ判、他都道府県からの刷麦が不可欠

であり、いくつかの法律は規定をおいてい る。たとえば消防組語樹去

では、市IIIJ 判消防の相互応援 (21粂) 、その協定 (24粂。消防庁、 普

察庁、都道府県瞥察、都道府県知事、市町村長、7 ] 1 : 防管理者相互間

の協定) 、災害非常事態における協定の実施等応援にっし、ての知事の

指示 (24粂の 2) 、都道府県を超えた応岐についての消防庁長官の措

置 (24粂の 3) 、応援職員の指揮 (24条の 4) について規定してい

る。普察法60剣 孔下、7] l : lt}j法16条、水道法40条、電気事業法31粂な

ども、災害等の非常事態てゆ応援等を定めている 。

災害対策基木法は、市IIIJ 判 長の基本的な防災責任をふまえ、市IIIT

村長が災害全般について応援要求をできるとするなど、応援等 に|刻

して規定した (67条以下) 。防災計画も刷夏について定められ、また

地方公共団体聞で協定も結ばれている 。

なお、災害大:煉基本法には、応急対策から復旧 ・復興にまで、よ

り長期にわたって応援をするための「職員のj爪造j についても規定

されている ( 29粂以下) 。

被災者が当面の生活制:11摘し、生活再建へと向かうのを公的制度

としても支える 必要がある。基本的には社会保険その他の社会側節

制度がそれを担うべきであると しても、それに加え て、災害特有の

事且 ｳ 長からの緊急支援として、手 Ｇｬｕ ｊ Ｇ￭ ｾ 事の負担の ｩ ｬ 副長Ｈ災害対策基本法

85粂)、 「災害弔慰金の支高信事に|刻する法律J (1973) にもとづく死亡

の場合の災害弔慰金、負傷 ・7知丙による傷害について災害傷害見舞

金の支給等がなされる 。

I  

租税の減免

平田 ｾｴ については、 「 災 害 被 害 者に対する租税の減免、徴収楢予 等 に

関する法手判 ＨＱＹＴＷＩ 、「阪千 ＱＱ Ｑ • 淡路大蔵足の被災者 等 に係る国制掲係

法律の|臨時特例に関する法律J (1995) のほか、所得干出去、法人税

法、 地方F出去な E に*!I. l見の減免等が定められている 。

2  

災害弔慰金 ・融資

上記の災害弔慰金の支給等 に関する法律は、災害顎謎資金貸付け

制度をも定めた( 据置期間中無利子、その後 3 %。死亡 ・著しい傷

害の場合、 償還免除がある ) 。そのはか、天災による被害農オ村f(t業者

等に対する資金の融通に関する暫定措置法 (1955) 、住宅金融公庫法

(1950) 、 長l作1制: f 鍋資金融通法 (1955) 、激甚災害に対処するため

の特別の財政援助等に|到する法律 (1962) その他てい、被災が融資要

件のーっとされたり、災害関係、が優先されたりする 。

上に見たように、災害を直桜に主対象とした法律も少なくなく、

また日常的な規律をするそれぞれの個別法で、非常時についての規

定をおいて いる ものも少なくない。

この中で、災害対策基本法は、市1111判 による第一次的防災行政の

原則に立ちながら防災行政の責務を明確化するとともに、防災行政

を総合化 ・計画化し、その点からみて従来の法律て不足している部

分を補填した。

ただ、そ こには、既存の権限には手をつけないいづ基本的な構

えがうかがえる 。たとえば、災害時の警戒区域の設定、応急、公用負

担などの規定について、災害対策基本法は一向対去、個別法の規定は

特別法と位置づけられ、特5)1怯優先; の原則が道閉されるい、う JIヲで、
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既存の権限との関係は構成された。もっとも、 両者 で目的が異なる

場合には、両者とも適用され得る 。災害対策基本法が1 ' 111111判 長に権

限を与えたのは趣旨 ・目的が異なるからと理lf f J 卒され、並行適用がで

きると解されて いる のが、実際には多 い。 ただ、相互の関係に不明

確な点も存するだけに、 ［ｴ［ｦ ￮ 定の改まも含めた主主ｬＺ Ｑｾ も 必 要 てあろう 。

市111]"村は第一次的防災行政の責務を負っている。住民に最も近い

基礎的地 方公共団体であり、また災害H寺こそ住民kill 織との協力が必

要とされるだけに 、 それは当然であろう 。 しかし、1 ' 111111判 カf それだ

けのよ也位を現実に与えられているか。 もともと市1111判 長 には法 令上

の権限はそれほど技権されていな い。本稿にあげた多くの個別法上

の権限も、市111] 判 長 に投権されているのは少な し、。また、 指J掛{長に

ついても、 他 の市IIIT1すからの5図表職員に対しては指ナ掛在をもってい

るが (67粂 2項 ) 、関連機|長|に対する指t制長はな L、。関連機関カ{1tJ，力

義務を諜せられて いるにとどまる のが多い (62粂) 。逆に、指定行政

機 |剣 ・指定地 方行政機関の長が、知事 . rl1l
Ur村 長等に応急品置の笑

施につ いて指示できる とされている (77粂) 。機関委任事務について

の主務大臣の指崎 監 庁 総 ( 地方自治法150粂) 、消防庁長官の知事に

対する応援要請( 消防組新版24条の 3) 、水防における知事に対する

建設大臣の指示権限 (7ド防法24粂) など、すでに存在する指師E官庁

権限の- fH価である、と説明されているが、いかにも無理な説明で

あり、防災行政の総合化に逆行したものではな いか。 このように、

r!i11l 1村 のと ころで応 急!) ; 問ミが総合化されてい る訳ではない。

J; l 首長災害の場令、都道府県の役割が大きくなる 。 現行法では知

事による応急措置( 轡戒区域の設定、応急、公用負担) の千t行 (73条)

が定められているが、そもそも市町 村のレベルてや総合化さ れていな

いものが、都道府県ないしはその知事のレベノレで改めて総合化 され

るイ !J 止lみにはなっていないと ころに問j国がある 。

さらに、大ガu長災害になると、国が責任をもって対処すべき場合

もあると思われるが、現行法制はf御 帳の法号令上の権限、事業 (予 算)

のあり方にはあまり手をつけず、省庁5JII:tWt成が: : J i t ドとされたままで

あり、 この下てや非常災害本部を設置しでも、その機能は限定されざ

るをえな い と}J}¥われる 。

参考文献

iI 'i 防庁防災課編 『逐粂解説 ・災3 対策基本法J (ぎょうせ い)

阿部 ｉｾ 喜隆 『 大ｾ災 の ｩＭＱｾ ｾ政策 ｊ ( 11 本評論社) ほか

( やすもと のりお な命郎大学教授 ・法学部)
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災答弁股器材去

この法律は、国土並びに国民の生命、身体及ひ官オ産を災害から保

護するため、防災に関し、園、地方公共団体及びその他の公共機関

を通じて必要な体制を確立し、責任の所在を日月五重にするとともに、

防災計画の作成、災害予防、災害応急対策、災害復旧及び防災に関

する財政金融措置その他必要な災害対策の基本を定めることにより、

総合的かつ計画的な防災行政の整備及び推進を図ワ、もって社会の

秩序の維持と公共の福祉の確保に資することを目的とする 。

この法律は、津波、高潮、波浪その他

海水又は地盤の変動による被害から海岸

を防護し、もって国土の保全に資するこ

とを目的とする。

水防法

この法律は、洪水

又は高潮に際し 、水

災を響戒し、防ぎよ

し、及びこれによる

被害を軽減し、もっ

て公共の安全を保持

することを目的とす

る。

阪神・淡路大ｾ災に対処するための特別の財政捌功及び助

J j 民同期する法律

この法律は、阪神 ・淡路大震災に対処するため、地方公

共団体等に対する特別の財政援助並ひ1二社会保険の加入者

等についての負担の軽減、中小企業者及び住宅を失った者

等に対する金融よ

の支援等の特別の

助成措置について

宅地造成等刻制法

定めるものとする。

この法律は、宅地造成に伴L 、がけくずれ又

は土砂の流出を生ずるおそれが著しい市街地

又は市街地どなろうとする土地の区域内にお

t 、て、宅地造成に関するエ事等について災害

(1-17_  3. 1. 公布の新法)

の防止のため必要な規制を行なうことにより、

国民の生命及ひ?財産の保護を図り、もって公

共の福祉に寄与することを目的とする 。



都市公園法と災害救助法

災害時における公園利用と法

浜 口 祐 介

災害時における公園の機能

平成 7年 1 月17日未明に発生した兵庫県南部地震は筆舌につく

しがたい人的 ・財産的被筈をもたらした (13万棟余りの家屋が会 ・

半壊し、あるいは焼失し、神戸市内では4，500名余りの尊い命カ替わ

れた) 。

都市公閣は、地震後の社会的混乱の防止に大きな役割を果たした。

特に倒壊家屋の多かった市街t也では、地域防災計画て1立置付けられ

た施杭盟主 ｾ ｦ ｬＧＮ ｪ ｩ 斤Ｈ朝交その他公共施設Ｉてな対応し言れない状況とな

り、都市公閣内てや自衛隊などが設置したテントに収容される被災者

も数多くいた。 また、ヘリポート や救護テントなどの救援活動の拠

点として、発生した大量の瓦磯などの廃材置き場、そして応急仮設

住宅の設置場所としてなど、さまざまな形で臨時的に利用された。

このように都市公園の公共オープンスペースとしての機能は、こ

のたびの震災を通じ、再認識され、かつ詞刊削されたところである 。

都市公園法にみる災害時の法規定

者11市公園法てやは、占 j羽物干|ーを限定的に列挙して、公国管理者の許

可を受けなげればならないと規定している 。 この理由は、公園施設

以外の工イ伊助その他の物件が設けられると、ついにはその部分につ

いて公固としての機能が失われることになってしまうためである 。

したがって、必要最小限の範囲に限ることで、都市公園カ荒廃する

ことのないよう規制を行ったものである 。

一方、震災や火災等の災害時には同法第 7条てや 「非常災害に際し

災害にカ、ヵ、った者を収容するための仮設工作牧リとして、撤去の容

易な仮設工イT噌J について 6 か月間の占用イ史用を認めている 。 この理

l主!は、 |坊火や避却i等 災害の防止に資することが、者11市公園の持つ大

きな機能の一つ t 住置づけられているからである 。

災害救助法との関係

都市公園の災害時の利用に関連する法律として、災害救助法があ

げられる 。災害: 救助法は、国が地方公共団体等の協力の下に、災害

にかかった者の保識と社会秩序の安定を図ることを目的としている 。

災害救助法上、救助は都道府県知事が被災者に対して行い、救助

の手目支、ブア法、ｾＱｖ ＱＱ Ｑ ， ｦｊ については厚生事務次官通知で規定されている 。

救助の種類について、者11市公閣の利用と特に関係カ可裟いものに、

「収容施設協急、仮設住宅を含む) のf問 J の事頁がある 。

(1) 応急仮設住宅の供与期間

向通知1 ( 昭和必年 5 月11 日付け) では、収容対象者、設置戸数、

規J英と負担限度、供与期間などを定めている 。官時Jl 月間については、

完成の日から建築基端去第85条第 3項による期限内( 最高 2年以内)

とされている 。

都市公匿「法てやは、仮設工作物の占用期聞を 6 か月と定めており、

一見矛盾するようにみえるが、期間の更新は特に但否すぺき理由が

ない限り認められており、災寄炊助法 t の矛盾はなかった。

(2) 応急仮設住宅の設置者

災審脚力法t 、都道府県女! 時が設置者となる 。 これに対する都市

公園法上の解釈は、固または公共団体が最も望ましいとしているが、

法丈ヒは必ずしもこれらのみには限らないとしている 。被災者自ら

が居住するために設ける仮設工作物も含まれるということであるが、

神戸市では、速やかな撤去、原状回復や被災者間の公平性有制呆等の

問題も考慮して、兵庫県の設置する仮設住宅 しか認めていない。

したがって、結果的に都市公園法の運用と同ーの取り扱いとな っ

たため、災害時における対応て、支障となることはなかった。

災害時の公園利用にかかる法の課題

(1)  災害救助法

災害:炊Jl) J法では、「救助の行われた地の都道府県J が救助に要する

費用を支弁するとしているが、都市公園に応急仮設住宅を設置した

場合の管理費用や、原状回復範囲について必ずしも H用復とは言 えな

い部分がある 。特に原状回復範囲については、単に仮設住宅回りの

復旧にとどまらず、木来の公国利用に支障のない潤支までの復旧が

必要で、あり、適正なJ ! ; f i 原措置を必要としている 。

(2)  都市公園法

占用物件の限定は、今後の防災を想定した公園機能拡充のオ、ック

になる場合がある 。例えば、情報伝達に際し大容量の情幸IH云達を可

fiEにする光フ ァイパーケーフツレの敷設な E は、検討が進められるべ

きであろう 。今後適時適切な範囲の拡大を要望していく必要がある 。

公園に対する期待と今後の課題

このたびの震災の反省に立ち、防災の視点からする公園整備が進

められている。今後、防災計画のなかて湖1市公園のオ ープンスペー

スを単にi蝦f [ 場ji) i-としてだけでなく、さまざまな用途で使用された

実績を踏まえ、公園ごとの役割分担を考慮した公園利用のあり方が

検討され、位置付けられるべきであろう 。

また、宝の持ち腐れにしないためにも、ハード面の整備に加え、

ソフト面での市民防J UID哉のシステムイヒも同H寺に検討する 必要があ

る。

このために必要ならば、既存の制度の改正も要望していく取り組

みが望まれる 。( はま〈ち ゅう す け神 戸 市建 設局公 ｉ ｾ ｉ 砂防 部管理課 係 長 Ｉ
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学校施設の確保に関する政令等の動きと災害対策基本法

災害時における学校利用と法

高 倉 朔

学校は「地域コミュニティの中核J

学校い、う公共的な施設は、物的な要素 t 人的な要素の総合体で

ある。 したがって、災害H寺における さp ! 交利用について考える場合、

物的な要素 としての施設 ・設備( 建築) と人的な要素 としての教職

員にわたっ て考察 しなければならない。

関 rlr ・淡路大震災を契機に、大震災の教fJ II に学びつつ、被害や犠

牲の現状報告書や 学 析的 ， Ｚ ｉ ｾ 版物、また防災にｼ掲する提 言 などが数 多

く出されており、 全判交を含めて、ハード ・ソフトの両国ないしは物

的 ・人的の両面にわたる防災体制の整備が急務 とされている 。

これ らの報告書や提言 などをみると、兵庫県下では、五初て11寺にお

いて込践fk者の約60% にあたる 18万人が学校に避剖i している 。学校建

築物が出|攻的強固に作られていることもあるが、「まずさp!交へ避員fU

という行動 I;J:、 さ手斗交が 1: 1 : 也城コミュニティの中核j であるという住

民意識によるところが大きいと考えられる 。

大震災に際して、緊急避難的にではあるが、 学校 I;J: 1地域コミュ

ニテ ィの"1:
1
核J !::. l 、う f文書IJ ・機能を果たしたい、えよう 。すなわち、

学 ヰ交は単に遊芸 ｦｾ の「場所 ｪ とされたばかりではなく、遊刻印 ｊ￭ として

イ如羽された 空 間交ては、教 ｾｦＦ 員が ￵ ｊ 対 麦活動などで重要な彼自 ｬ を来たし

たのである 。

このよう に、大箆 j{ に|際 して、 学校の果た した役割 ・機能は市〈

詞湘I i されたが、 一方では、災害11寺における 学 校の位置付けがあらた

めて 問われたのも司l 笑である 。

そこで、以下、 i邸 mの 「場所J Ｈ 学 ｾ 交の 物的 要素 Ｉとして の朝交の

建築 ω包設 ・設備) と、 i服 ff J ' l i ーとなった学校て活躍した教職員( 学

校の人的要素) に|長j して、災害時という緊急、| 時における法的な問題

及び今後の1. * " : : 垣などについて述ぺてみたい。

避難所としての学校の法的地位

ここ では、朝交の物的な要素の{)!IJTmを'i l
心に述ぺる。

今 ｆ ｉ 、 「 生涯 学 習体系への移行 ｪ や 「 学 校と 地域社 会の述Ｚｴ ｾｾ ｊ の強

化などがII JIばれ、より杭極的な学校開放などが要請されて ，' 0。 し

かし、木来、 学 校は教育- 活動の; 場であり、 したがって、 学ヰ刻包設を

学 校教育以 外 の ｉ ｾ ｉ (1'，) に倒羽する こと は 「学校施設の硫保に|刻する政

令J によって禁止されている( 第 3粂) 。ただし、同条はさr--i ヲtfjjg設の

Ilf 内外イ史J : l ' Jの例外脱定のーっと して 「法律又は法律に基づく命令の

がL定に基つe いて使用する場合j を規定している 。

「災害対賀話回丈法」は、地方公共団体に地域防災計画の作成を義

務づけて いる 。判交は市111] 判 の地域防災計画により遊剣f J i J i として指

定されて いる ものが多 〈、学オ安の管迎機|長lである教育委員会等は災
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害応急対策が的確 ・円滑に行われるように、jlli;虫1阿の設置などに協

力すぺ き立場にある 。 したがって、 (1) 避難所として指定された

学校の4拠下j は、学院施設の目的外使用禁止の例外に該当すると考え

られる 。 また、 (2) 避難所に指定されていない学校についても、

災害時に緊急避鮒的にイ却羽する 必要がある場合には、同法による市

IlIr村長の応急公用負担の規定 により 、「管理者の同意を得て使用する

場合」に相当する例外D淀に該当すると考えてよい。

事実、大震災の翻11に学びつつ、平成 7年 9 月11日に公表 された

政府の防災問題懇談会提言 も、「学校その他の公共施設は有事の際

の遮員ff JiJ i や地域住民の情幸保巨絡場所ーとして十分機能する ことがで き

るよう適切な施設劉痛を行い、災害に備える必要がある」としてい

る。

ただ、このような遊期間i としての学校の法的地位と !Vt待にもかか

わらず、 学校の施設 ・設備の実態は決 して十分なものではな い。 そ

のため、今 日、地震のみならずj到L水害や火山災害 などの発生時に、

「コミュニテイ の中核J である さ桝交を 「地域の避期間J !::.し、 学校

の防災機能を姶化する砧極的な施策が京められているのである 。

災害時における教職員の法的地位

つぎに、 :料交の人的なイJlI J而について述べてみよう 。

すでに述ぺたように、 |仮やl' ・淡路大宣言災に際して、多くの教職員

が 「避刻印? と なった学校J の運営などに活躍した。 しかし、学校の

本来の役割l ・機能は教育活動を円消ーに実施するこ t である 。 したが

って、災害時における教職員の役割j I ; J : 、第一義的には児童 ・生徒の

安全確保と さp ! 交活動の早J明l E;ljl; 化であるが、さr--i 交が避日(fji)f とな った

場合など、災害応急1) .肢 が 円i骨に実施されるように、必要に応じて

協力する立場にあるといえる 。

すなわち、日倒的i とな った学校j の運営については、本来、 一般

行政官1)局に属する災害担当部局の職員が管理rr責任を負 うものである 。

しかし、災害発生直後は、北蝶ffi所 の運営は緊急、を要 し、かつ、 きわ

めて多岐にわたり、また、災害許旦当部局の市北員の早急な派遣が困難

な場合も予想されるため、教職員の果たす役割への期待も大きいの

が実情である 。 したがって、災害の実情によっては、当該学校の教

職員が遊知的i における救援業務に携わる; 場合、災害担当部局に協力

するかたちで 学 校管理業務を ｉ ｾＺ 噺労 ｊ として行 っ ていると考えてよ

い。 「平成 7年兵庫県南部地震 により被災 し学校の施設等に避肌し

ている児童又は生徒を含む被害者の救援業務て守ヰ交の管理下におい

て行うものJ については、' 将H米勤務手当が支給される業務に該当す

るものとして取り扱って差 し支えな い旨の解釈が人事院より 示 され

ている( 平成 7 ・2 ・17、人事院事務総長通知) 。



また、今回の大震災のように広域的な人が百披ーを必要とする災害

に際しては、教育委員会が当該学校以外の教職員を「遊則伊庁となっ

た学校」などで:政援活動に従事するために1嗣炉令令て深江iする場合、

公務出張の取り扱いも可能である( 平成 7 ・2 ・1 、文部省地方課

からの都道府県・指定都市教育委員会宛の事1総主絡) 。さらに、教職

員などがボ、ランティアとして救援業務に従事する場合、 一定の要件

の下に特別仰l院を承認した都道府県などもある。

ただ、すでに述ぺたように、教職員については、学校活動の早期

正常化のためにi蝦師庁の運営に| 刻する負担を可能な限り早急に解消

し、本来の1制労に専念7できる条件を整えることが重要である 。 また、

災害時における教職員の緊急雌j Hlr，) t，(f:儲 1) についての明附切望ま

れる 。

文部省「学校の防災体制の充実についてJ (第l次報告)

大震災の教訓に学びつつ、 さj!- : ' ! 交の| 坊災体制整備に閲して、いくつ

かの具体的な施策の提言がなされている 。代表的なものとして、平

成 7 年10月17日に、兵庫県教育委員会の防災教育検討委員会が「兵

庫の教育の復興に向けてJ (提言) を発表してし、る 。また、文部省の

さj!-:'!交等の防災体制の充笑に 閲する調査研究協力者会識が11月27日

に「学校防災体制の充実につ いてJ (第 1次報告) を発表した。

後者については、て3 るだけ早い| 期切に、おのおのの教育委員会

やさjtj 交などが 「発災H寺」ゃ「地域の特性」などを考慮した 「防災マ

ニ ュアノけを作成するためのカ Ｑ ドラインを合む最志村 ｩ Ｉｾ 告が予定さ

れている 。 この「第l ( 対|措」は、災害のうち地取z慌を巾心に今

後の防災体制の充実に閲する基本的な考え方や当面識ずべき方策を

I収りまとめたものていある 。

「第 l 紳) *告j は、まず、学校等の防災体制の現状及び‘ 大箆足で

投げかけられた課題を明らかにし、ついて、国公平' l i l l の学校等の防

災体制全般の充実について、 &*f J 切、つ具体的な提言を行っている。

その内等を整t盟してみよう 。

まず、現状認識として、

(1) 学校は避梨ff月? として指定されているところが多いが、。Ii 階 倉 庫

など特別の設備 ・機能が耐j えられているところは少ない。

(2) : i 蹴! 附運営の方法、教職員の役割分担につし、ても事前に十分な

準備がなされていない。

としている 。 このことは、本1誌でもすでに指摘したとおりていある。

大震災で投げかけられた開国は多い。被害者の多くが学校に避蹴

したが、判交はi控薬師? として万全であったわけではなく、また、避

到断となった学校では教育機関としての本来の役割 ・機能力主大きく

制約されたことも事実てある 。 そのため、報告書は、

(1) 都市部はもちろん、いずれの地域の学校などでも突発的な地艮

を想定し、地震防災対策を充実強化すること

(2) 発災時別( 在校H寺、登下校時、休日など) における児童 ・生徒

の安全確保方策や防災教育を充実すること

(3) 学校施設の問主性の強化、学校施設 ・設備などの安全対策、情

縦 断 体fli 抑 制it を行うこと

(4) 避問問「としてのさr-:.! 交の備えるぺき防災機能、教育活習正再開との

|刻係、教職員の役者1) の明確化 t 人的支控体l)i l)創 的itすること

(5) 学校教育活型開| 朔に向けての対応を検討すること

など学校や公民館などの防災体制の充実が急務て、あるとしている 。

そこで、災害時における 学校、及び教育委員会 ・私ミ工学校但当官)1

ｮ ｊ や Ｉｩ￱ｊｾ 対策担 当昔 ＩＱ 局など行政樹刻の「基本的な役割 ｊ を明確にし

た上で、学校などの防災体制の充実方策を提言 している 。具体的な

方策は、

(1) 児童 ・生徒の安全前倒呆のための方策

(2) 防災教育などの充実

(3) 災害時の学校などの役割lに対応した学校施設 ・設備な E の整備

(4) 災害時における情報政E絡体制の充実

(5) 災害時における教職員の役筈1) と人的支援体制の劉崩

(6) 学校教育活動再開に向けての対応

にわたっている 。

ιU二のように、「第l ( 対| 措J てやは学校の本来の役割) . 機能の観

点から提言がなされており、したがって其っ先に「児童生徒の安全

市制呆J と「防災教育J が取り上げられている。学校施設 ・設備( 建

築) に関しては、「恥l設| 企の強イ凶と「災害時に対応した劉浦J を中

心に提言がなされてし、る 。提言の早急な具体化が求められる 。

おわりに

本稿では、まず「災害時における 学校利用と法J に関して、「避難

所としてのさ針変」と 「災害時における教1賦 」 の 法 的地位について

述べ、ついて文部省の協力者会議による「提言J を取り上げた。 そ

のため、「附l ・淡路大震災の糊1)に学ぶJ ところが具体性を欠い

た。大震災と学校の実態 ・問題点については、平成 7年 8 月に宇11
1
戸

市教育委員会から 発行さ れた 11荻村 ・淡路大民災神戸市立学校長

災笑態調査報告書」と ＱＱ 鮒 ＱＱ Ｑ ・ 淡路大島 ￭ｾ 1: 1，11
1戸の教育」、及び筆者

が編集した「学校防災読本J ( 平成 8年 5 月、教育開発研究所発行)

などを参照願いたい。

( たかくら しよう l別海大学教佼)
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住宅復興支援のために

住宅総合相談所の設置

城 戸 史 郎

住宅復旧相談センターの開設

H乍年 1 月171: 1に被災後、応急危険度判定を実施してきたが、戸建

て住宅の応急診断( 応急危陶支判定および被災度判定等) について

は、 1月24日以来、制兵庫県建築士会、 (ω 兵庫県建築士事務所協

会、兵庫県7綿 一|盤型協会及び仙荷県の民間建築士からなるボランテ

ィア建築士により応急診断行喋を実胞してきた。

依然として応急診断の要請が強いものの、 一方で、本格的な診断

実施機|刻、補修工事の発注先鋒についての相談も増加してきた。 そ

こで、各市に分散していた応急診断等を行うボランティア建築士を

集約し、今後も寄せられる応急診断要請に応えるとともに、補修

4: )J 等具体の被災住宅改修相談に応じられるように「住宅復旧相談セ

ンターJ を設置することとなり、 2 月10円より 3 月末まで神戸市内

と西宮市内に設置した。

分譲マンション復興相談センターの開設

兵庫県総合住宅相談所の拡充

ｾら ｴ こ Ｒ 月 Ｑ Ｗ 日からは、佐 ｬ 版、Ｚｴ ｪｾ 修 ｪ 等の被害を受けた分譲マンシ

ョンに|剥して、区分所有者または管理組令による適切な建て答え、

補 修等の復興を円i骨に進めるため、管! . ! I l Ml令な E からの相談に広〈

応じられるように、 I分譲マンション復興相談センタ - J を兵庫県総

令 住 制'1: 1談所に新たに併設した。

これにより、神戸市内に |片j設していた従来の兵庫県総合住宅相談

所を民組し、従来窓口に「分譲マンション復興キｦＺ Ｑ ｾ 炎センタ ー 」を力 ＱＱ

えて、や1
1
戸総合住宅相談所と名称、を変更する t ともに、西宮市内に

新たに|鮒 111
総令住宅耳目談所を開設。分譲マンション復興相談、住宅

の娃て替え相談や、民間賃貸住宅情報の提 ｩｾＡ 講 を行うこととな っ た 。

マンション110番の開設

被災J . V. 民の一家1) も早い生前復興を支援するために、マンション問

題に|剥する専門家グループ( 全国マンション管理組合必合会、 日本

マン ション学会、ネI11戸マンション問題研究会) と宝塚市の協力によ

り、 宝塚市役所|人lに設置された( 土、 RII 1刊のみ) 。

木造住宅工事相談センターの開設

i mKにより被害 を受けた木造住宅等の相談 ・施工業務を行うため、

全|王11 & 設労働組側悦E合、兵庫県建設労働組令述令会の協力により、

「木造住宅工4: ) ' ; ; t 日談センタ - J を県下 4 ヵ所に開設した。 これlはま、

兵Jiサ初i

ワ与戸することを目的として行われた。
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総合住宅相談所の開設

3 月末まで、の相談所を発展させ、長災復興が本中各イヒするなか、 そ

のi駄の制盟てある住宅復興を支援するために、市111]" ! : 連携を保ち

ながら、総合住宅相談所を開設した。実施主体を腕兵庫以住宅建築

総合センタ ー として、ネ111戸中央、 三宮、和11戸西、東灘、西宮、尼崎

分室、芦屋、宝塚、淡路の 9 ヵ所に、 4 月 1 日から 4月末にかけて

順次開設していった。

4 月から開設された総合住宅相談所においては、税および借地 ・

借家、不動産取引の法符吋目談、建築投手I:j ;t目談、宅地防災相談、住宅

待知、くり情報の提似薄について相談に応じた。ただし、マンション

に|長lする相談については、や11戸中央と西宮にて集中実施した。

また、ボランティアの活用のために、特妹技能や専門知識を有す

る佃人および団体からのボランティアの申し入れを側兵庫県住 ｾ建

築総合センタ ーが登鉢し、専門相談に充てるほか、登銑リス トをキf: 1

談所に提示し、ボランティアの知識 ・技能の活用を図った。登録団

付帯は、拙再開発コ ーディえ、ータ - 1tfJ 会、側兵庫県建築士事務所協

会、全国建設労働組合総連合ほか10団体( 約94，000社 ・事務所、及

び佃ん約874，000人) に及んだ。

平成 7年 6月12R までに相談何ニ数は 15，420件( 含む電話相談) に

及び、すべての相号炉五が開設されてからの相談内容の傾向は、以 『、

のi通りてゃある 。

- 税 ・不動産

- マンションI l fH辺

. 主主築技術

・住宅情報

2，139件( 約20. 2%)

486件( 約 4. 6%)

2，106件( 約19. 9%)

5，873刊二(約55.4%)

相談所における相談 ・情宇佐伝達に加え、平成 7年 7 月31n には住

まいの情報“ 住宅復興情報" 第 1与すが刊行され、様々な情報が提供

されている 。現泊ーは、第 4号が平成 8年 4 月30日に発行されたとこ

ろで、ある 。

*  

相談所に寄せられる相談内容についても今後続々な変化が予想さ

れるところであるが、この立においては、附111
・淡 路 大 民 間 制 収

の要請に応えるべく展開された様々な施策のうち、住宅相談に|刻す

るものの紹介をした。住宅相談のみを取っても、様々な方々により

版|刻されたことを、本君t を主1・〈に当たってi楽〈感じたところである 。

多くの人々により復興カ可取んに行われてきているが、今 11 までの

各方面のヨ探 ・|似J に感謝し、より - }f1の努力をしていきたいと考

えている 。

(きど しろう 兵 ｨｬｕ ｜ｬ都市住 宅 ・剖 Ａｩｬｬ 築 指 滋 ｾＪ課 長 補佐兼建築防 災 係長Ｉ



権災都市借地借家臨時処理法の現在

借地借家法をめぐって一法律相談から-

竹 本

私たちは布1
1戸弁殻士会の会員として、震災による広汎な・法有功目談

を担当した。|昨年の震災直後は、行政の災害戸.1策本部はいち早〈設

置されたが、緊急的な法有功目談カf相次ぎ、パニック状態に陥った。

行政からの要請を受け、弁護士会も非常時法仲間談体制を組み、 1  

月26円から 則 的JW なして屯話による法制湘談を開始し、 2 月 1 日

からは面談による法待吋目談も始めた。 また、会館のみならずヰ11
1戸市

内各所、芦屋、西宮、尼崎などでも面談による相談活動を始めた。

電話は
l鳴りっぱな し、相談者は長蛇の列をなす状態であり、 i昆古U時

において法手| 司
1
門家が本当に必要とされた時4羽であ った。

このような法仲間談に応じる私たち弁護士自身も 実の ところ、震

災によるさまざまな法律問題に的確なアドノ刈スを与えられるかに

ついて一抹の不安があった。 とし、うのも、 これまで経験した ことの

ない法有持日談ばかりであったからである 。急 きょ、弁護士仲間では、

震災を切り口とした法律関係、を研究し、情報を交換、 問題点は議論

して大方の方向性を石僻悲 しあった。たとえば、借家が滅失 した場合

に、敷金を全額返還すべきか、あるいは敷引粂項に従って残額を返

還すべきヵ、はホッ トな議論とな ったが、神戸の弁護士は全額返還説

をとるものが多カ、ったと思う 。

建物の「滅失Jをめぐって

f出也借家をめぐる法桝目談は長災相談の中てい約 6割を占めている 。

住まいの!問題では、被災者の誰もが法律問題に直面 したい、 っても

過言ではないてあろう 。

借家|剥係の相談では、建物が一部損壊など被害が上凶樹l句僅少です

んだものから、全壊や全1:}eなどまで、 その平盟支はー千差 万別で、あるが、

どの段階でも法律問題を生じた。

建物が滅失すれば、賃貸借の目的物がなくなるわけだから借家契

約は終了する 。借家契約が終了となれば、借家人には建物の明り渡

し義務カ泊三じ、家主は敷金返還など契約関係の清算をすべき翻狩

負う 。一方、建物が滅失していなければ、借家契約は終了せず存続

しているので、家主は借家人が飲用収益できるように建物を補修す

る 翻 抑 f 刷、借家人は賃料支払翻去がある 。 そこで 「滅失」した

かどうかが、 契約が終了するかどうかの分かれ目となる 。全壊、全

焼のように明らかに 「滅失J した場令は、 J権災者11i ' 問削借家臨 峨t

理法( 以下、催F伐と理法という) における借家人 と家主のネ倒' IJ調整

の問題となる 。全壊、全焼の場合の相談としては、借家契約終了に

伴い敷金の返還をうけても 、限2伐t毛II法の権利行使がて3 るのかと

いった問題、敷金を全額返還してもらえるかどうか (返還すべきカ、

どうか) の相談、全撰した建物の中に借家人が家財を放置しており、

建物の取り壊しについてどうすればよいか( あるいは、勝手に建物

弘

ごと動産 を壊されたが家主に損害賠1f百i!i 求できるか) とい った問題

が多かった。権5状主理法に ついての相談が多いのは言 うまでもない。

一方、建物が一部損駿の場合は、 これと は梯十日を異にした相談と

なる。借家人からは、 家主カ靖11修 翻 続 果 た さ な い が 桝ユにこちら

が補修しでもよいかどうか、 家賃は全額十ムわなければならないかど

うか等、建物の使用JI沼会. をしていく上て、の相談が多かった。家主{J! IJ

からは、ど こまで''{I封書翻悦負うのか、家賃はどの翻刻版i ] i しなけ

ればならないのか、カ、、スや水道の停止 まて家貨を減額するのかと い

った相談が多かった。

そして、 この中間に位置する「滅失」かどうかの判断が微妙なケ

ースては、激しく矛IJ害が衝突す る場面もある 。たとえば、常諜TJ::; 舗

を借りている借家人にと って 「建物の滅失J 二 日昔家契約の終了」は

生活の経済的基継を失うことになるので、 「建物は滅失しておらず家

主は補修すべし J !:. ｾづ 主 濃を強〈展開する こ ととなる 。一 方、 家

主は、全面的な補修は コス トがかカ、 りすぎるので、 とり あえずこの

機会に公費で解体しておきたいとの立場から 「建物の滅失J の主張

を強〈展開する 。「建物の滅失」は本来は客観的なものであろうが、

当事者の思惑、 利害がからんでいるので法有功目談 t しては難い、。

借家人だけでなく、 家主からも建物の損壊の程度ごとに相談事が

あった。老朽アパー トを所有し、長年の低家賃のため、資本菩棋の

ない 家主 には 気の毒 なケ ー スもある 。法科 湘談に訪れる市民は、 ｉ ｾ

分自身も被災して いるが、相手方も被災者である ことが多い。家づー

から相談をうければ家主に都合のよいことばかりを言い、借家人か

ら相談をうければ借家人に都合のよい ことばかりを言 うのでは、弁

殻士たるものの法符時日談ではない。震災関連の相談てやは、両者の利

害を調整するために相談者にと って何がベタ ーな選択であるかとい

った視点での相談が1守に必要である 。 そのような見識なくしては、

法手財目談が被災者 E うしの紛争を助長、拡大させるだけに終わるか

らである。私たちは、このような観点から、解決方法をできるだけ

体的に相談者に提示することを心掛けた。

f台地契約の場合は、権利関係の消長、建物の再築に関する相談が

多かった。建物の滅失により 当然に借地契約が終了するものではな

く、 f在地人は地主の不諾な く従前の建物と同一規j弘構造の建物を

建てるこ とカfてできる 。民法、借地法を習ったものならイロハの問題

である 。 しかし、建物の再築の相談に{却也人から応ずるときは、原

則は原J ! l J ! : .して、相談者が円i骨に再築て、きるためにはどうすればよ

いか t いった主児長も 必要と思われる。

曜災処理法による解決の実態

政府はいち早〈催5以E理法の被災地への適用を決定した。権5伏E
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宅li 法は、①借家が震災てや滅失した隈災借家人は、家主が建物を建て

ないのであれば、自分が土地 を借りて建物を建てるよう請求するこ

とがていきる( 優先的借itMr_i D 、②躍災借家人は、家主が建物を建てな

いのであれば、家主の借地権を自分に譲渡するよう請求することが

できる( 優先的借地J在譲渡請求) 、@椛災借家人は、家主が再築した

建物に優先的に借樹齢設定できる( 働制措謝径) を骨子として

いる 。 ｦ 首 ｪ 也契約の関係て、、は、 ＱＰ 年未満の残 Ｑｾ Ｇｴ ｊω 明聞のｻ釘也契約は 一

律10年に延長したり、井目克要件て1酎也人を優遇することを骨子とし

ている 。

恨災処理法が適用された平成 7年 2月 6 日当H寺は、住まいを失い、

あるいは転居を余儀なくされるなど借家人や借地人に大きな不安が

広がっていた| 時刻だったので、被災者に安心! 惑が生まれ、同法に対

する期待カ切彰らんだ。壊れかけた借家にしがみつかずに、出I[交的ス

ムーズに仮設住宅への転居が進んだのも、借家契約は終了しでも同

法 に よ る 糊1)カ吸って いると考えた借家人が多かったからではない

だろうか。

しかし、同法の具体的な適用にあたっては問題点が多い。

程私、たち弁誰士カが守法f有司ち|

ついてのJカ万ウゲ、Y ドライ ンカが主ないい、う ことてて、あつた。たとえば働t 的

f出，tllttrl の設定にしても、借家人は土地所有者に対仙の支払し、が必要

かどうか、必要としてもどの不思支の対fWiを払えばよいのか、地代の

算定はどのような考え方て。いくのか等々 制| かな問題に ついて参考に

なるような先例や文献に乏しく、いわば手さ寸りの議論を積み重ね

なければならなかった。法体肺炎の前線にいると、その件はま 1.:1'&

判所の判例が出ていないのでわかりませんと逃げ. るわけにはいかな

い。大方の議論の方向性だけで、も相談者に示す必要があるのである 。

このようなことから、弁殻士会では復興対策本音I1が設置され、カ万ガ、や、

ドラインづ〈 りカがf苛宇狩粕t青i力的にな 1さFれた。

また、 J惟災処理li 法は太平静政争の空襲てやj亮雄となった都市に退問

するために制定されたもので、その後半世紀がたっており、近代化

したち一M-tの法制度 lこそぐわない点がある 。たとえば、マンションな

どの区分所有椛という考え方は催災処理法tlil) 定|時にはまったくなか

ったものであり、区分所有権と権災処理法のl州系をどう 考えるのか

という問題点が生じている 。

多くの問題をかかえる権災処理法であるが、震災から 1年がたっ

てこの法律が被災地の4倒'1)調整や復興にどのような1ID)) きをしてし、る

のかは』館正される 必要があると思う 。私イ)li l人の感想、て言えば、ずい

ぶんと使いにくい法手ドである 。たとえば、椛災f借昔家人カがf渡優先的{ 行伯i首背if鍬ユ沫泳

権をを?汁i市町前]'百1?j 求し家主カf吻来菊}庁7し〈建て fたJ 週建i物を情りるい、う、 i法が木米予定

しているような解決: をめさfすとしよう 。 ところが、新たな契約|共j係
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に入るには家主と合意形成しなければならない司王項が数多くあるが、

どれもが困難な課題である 。 家主の建てる建物の ｾＩ ｕ 英 ・ 構造Ｈたと

えば、借家人からは、従来のように庖舗としたいのにワンルームマ

ンションが建ったのでは実質的に目的を達しない、 一方、家主，{ J l I ) で

はワンルームマンションでないと収益があがらないという 4: ) ¥i ' 情があ

る) 、賃借の範囲( 従前と同じ位置、範囲の場所を借りられるか、あ

るいは貸さなければならないか) 、敷金の額 (新鋭賃貸と同じ敷金と

するか、従前の敷金を基本とするか) 、賃料の額( 家主としては建物

を再築したのだから幸成見賃料であると主張、借家人は従前の賃料プ

ラス α を主張Ｉ等々なかなか合ＢｫＡ ｾｊｉｾ 成に至らない 。 まだ家主が再築

するい、う積極的な意向を持っている場合は前向きな交渉もできる

が、宇一換の資力 ・気力のない家主の場合は、協議すら進まない。 そ

のようなわけで、借家人と 家主との聞で躍5決E理法に基づいて新た

な借家契約を締結して併決する ZJ市 1) は極端に少ないように思う 。

てやは、 どのような解決がなされているかであるが、 多くの場合は

家主が借家人に解決金を支払う ことで、借家人が椛Y抜t理法の村訴1)

を放棄して角平決している 。借家人はいつになったら借りられるかわ

からない状態に見切りをつけて再出発を期することとなるし、家三ー

は土地に何者する権利がなくなって自由に使用収益、処分ができる

ようになるわけである 。権5以と理法の趣旨から 言 えば、後ろ向きの

鮒伴大ということになろうか。

ほかにも催 Ｕ 決 ｅ 理法の問題点 ｬ 対間前されている 。 この ｩ￯ｾ 、法体で

伯弛借家の権刺関係を調整することは困難であり、「災害|刑 制IJI 州系

調控法J とでもいった大規牒災害における関係者例御IJI 剥係を調整

する法律が必要と思われる 。

増えてきた相隣関係の相談

E訂足から l 年が経過した被災地は、まだまだ更地が広がっている 。

しかし、資力ある被災者は建物の再築、復興をめざしており、建築

ラッシュとなっているが、建築に ｦｾ う相隣関係の相談カ子 ｩ 両丘にめだ

って増えて きたのも特1徴的である 。 なかでも控御幸準法の按脳鰍

との闘係で悲喜こもごもの相談が寄せられている現状てある 。地、

がl百帥の其ん "tl ( こ路地をつけ、何区間にもして分譲しているケース

などでは、奥にある土地に建物が絶てられない。共同建て替えが勧

められるケースであるが、ヰI) tt干がからみあってなかなか僻決の難し

いlli j J 躍である 。

j;_U二、長災後の法手財日談の梯相、移り 変わりを素材! して みた。被

災者どうしの4儲 1) 調 整 い づ 凶 賊 な 問題に、われわれは今後もねば

り強〈取り出且んでいかねばならない。

( たけもと まさひろ 弁護 |士、神戸弁護士会)



初の組織的適用を経て

被災建築物の応急危険度判定

城 戸 史 郎

阪神・ 淡路大震災における応急危険度判定

平成 7年 1 月17日、阪和1
1 ・淡路大震災が発生 し、 余震等による被

災建築物の倒壊、危険物の落下等で、被災建築物を利用あるいは近辺

の住民が二次災害に迎過することが懸念されたため、兵庫県は、建

設省に被災建築物の応急危F釦主判定の要請を行った。

これに答え、建設省は、建設省、住宅 ・都市整備公団、{ 也の公共

団体等の建築技術者により応急危陶支判定の支援を笑Jj 値した。

(1) 一次調査

一次訪問査は地震発生翌 日の 1月18日より 1 月22日にかけて行われ、

延べ人数1，398名、最大 1 日当たり 300名の被災地の県市職員等が

中心となり、「使用禁止」の札を被災建築物2，825棟に貼った。

これは、 3 階以よ、不特定多数の人ヵf利用する確率の高い建物に

ついて実施された。

(2) 二次調査

一次調査の状況を考慮しながら避刻凶主民の不安を軽減するために、

建築物の被災状況を調査 し、 3色の紙をJUi る“ 応急危険度判定" 活

動を実施することとした。

二次調査 を22日か ら実施することとなり、 翌23日には人的 ・物的

支援を行 うため の体制をさらに強化するために、大阪に支援本部が

建設省により 設置された。

二次訓査は 1月22日か ら2 月9 EI まで実施され、延べ人員5，068

名、最大 1 日当たり 400名強の建築技手|南カ f応急危険度判定業務に

就いた。

判定結果の表示

- 危険憐色) rこの延期に立ち入らないで下さい」

・要注意( 黄色) rこの建物は使用しないでください。この建物に

立ち入る場合にも十分注意してくださいJ

・調査済み( 緑色) rこの建物を応急に調査した結果、大きな被筈は

見当たりません」

調査結果( 9 市 7 町)

「危険J 6，46嚇 (13. 9%)

「要注意J 9，30幼t: (20. 0%)  

「調査済みJ 30，83幼巨(66. 1%)

計 46，61悌巨

(3) 補足調査等

一次調査は共同住宅、 長屋棟の集合住宅を中心 に実施された。戸

建て住宅に対しては兵庫県建築士会、兵庫県建築士事務所協会に依

頼し、被災住民か らの電話相談、現地調査 に応じ、さらにマ ンシ ョ

ン、建て売 り住宅等に対しては、建設あるいは管理会社に自己の契

約建築物について被災度判定を含む応急危蜘支判定を実施するよう

働きかけた。

建築関係14団体か らなる「兵庫県南部地震被yt度判定休館l伎援会

議( 委員長 ・東大・岡田恒男教授)J では、全国からボランティ アの

民間建築士、学調雌 験者 を募り、建築巡回相談員を被災地に派遣し

た。

応急危険度判定とは

応急、危ド剣支判定は、余震による 二次災害を防〈、、ために、地震発生

期にで き るだけ 早 〈 行 われることが必要な被 ｊｊｾ 支の判定である 。

このような判定は、これまで建築関係者により独自に行われてき

た。 しかし、災害; J ; J 討莫の大きな場合は判定の必要な建築物も多くな

り、個別対応てやは間に合わなくなる 。

こうした考 えにより、マ ニュアノレ、訓練を含むシステム の必要性

が認識され、 1980年ごろより様々な検討、試行がなされてきた。

被災度判定の歴史

1980 イタリア南部地震

1981 

1983 日本海中部地震

1985 

1985 メキシコ地震

1987 ウイテイア・ナロウ地震

( ロスアンゼノレス)

1989  

1991  

1992 

ロマプリエータ地震

( サンフランシスコ)

1994 ノースリッジ地震

( ロスアンゼ/ レス)

1994 三陸はるか沖地震

1995 兵康県南部地震

応釘包倹度判定の樹子

(イタ リア)

総プロ「震災建現物の復旧技術の開発j

( 日本)

浪岡病院の復旧

旧本)

応釦危険度判定、被災度区分判定の原凍

( 日本)

上記原案を適用

( ] I CA 日本チーム)

応急危険度判定の開発官秒台

( 米国)

応急危険度判定の荷予

(米国)

応創芭険度判定基準(A T C= 20)

(米国)

応急危険度判定の適用

保国)

被災度判定基準およ的夏旧技術指針

( 日本建築防災協会)

判定士命u度の発足

(静岡県、制深川県)

自己診断シー トの作成

(古争岡県)

応急危険度判定の実施

( ロスアンゼルス市、サンタモニカ市)

応急危険度判定の樹子

U¥戸市)

応釘芭険度判定の期包

刷 I戸市ほか 8市7町)

※応創包決度朝、淀は人命安全、かつ、迅速を第一の目的としているため、ヰ当IJAはやや安全

倶IJになさt t . _ 危放と判定された足掛でも復旧か可能な場合がある。
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わが国の被災度判定法は、次のように 2段階に分けられている 。

① 「応急危険度判定J

地震直後に、余良に対する二次災害の防止( 人命安全) を目的と

して、危 Ｑ 剣立を危険Ｈ立ち入り禁止Ｉ、要注ｾｾＨ立ち入り ｪ 主芯ょうえＺ全

(調査済み、立ち入 り可能) の 3段階に分類する。

また、危険建築物の選定だけを目的とせず、当而仰羽可能な建築

物を選定することも、大きな目的となっている 。 したがって、復旧

可否の判断、復旧工事の平盟主の判断には、以下の「被災度区分判定」

が必要となる 。

② 「被災度昆分判定J

地震直後の大:慌 が一段落した段階での、復旧のための被災程度を、

倒壊、大破、 ｉｉｉ ＺＨｊｉ 定、小破、峰徴、ｾＡｬＮ ｲ ，被害の Ｖ 段階に区分する 。 これ

は、業務的な要素が強〈、建築士の業務分野として、今縦割前され

ていくことヵワ ｾ ｬ 侍される 。

今後の課題

阪中 Ｑ Ｑ ・ 淡路大員災において、わが凶では初めて ｋ ［ｉｬｬｾＦＨ内に応急危険

度判定がなされ、その実施結果から多くのｾＡｲｵ垣が残されている。

(1) 全国的な判定士の養成

民災前は、 l作岡県、千111奈川県において判定士のlli lJ 度があるのみで

あった玖今阿の震災を受け、全凶 Ｈ ｉ ｾ ｊ に疋側、Ｑｦ ￹ｬｬｩ カ鳴り上がると

ともに、ムI r 設朽の呼びかけによる判定士の養成が、近々全国てや約10

万人に達する予定である 。

制度的には、各都道府県単位の要綱による応急危険度判定士の認

定となっている。

48 

(2) 全国的あるいは近隣府県等の協力体制の確立

災害規脱が甚大な場合は、被災地の判定士は活動が制限され、 、

れを補うためには、近隣あるいは全国的な応核計本H i IJ が必要となる 。

全国的に、平成 8年 4 月 5 日に 「全国被災建築物応急危険度判定

1樹党会J が発足し、今後その栴 始 、 音li会により様々な i煽義がなさ

れていく こと になっている 。さらに近畿においては、相互協力を目

的とした協議会の設立準備が進んでいるところである 。

(3) 判定土の責任、権限の明確化

現時点においては、判定行為自体が、ボ、ランティアとして実施さ

れることを念頭に置いてなされることとなっており、判定士の判定

への責任あるいはその判定結果に強制力をもたすことは困難である。

判定士の行為をなんらかの法的な位置付けとすぺ〈検討されてき

たが、現在においては、 「地域防災計画」に、応急危険度判定の実施

を記載するにと E まっている 。

(4) 判定結果のフォロー等

ふ回の応急、危険度判定は、その制度自体が一般にはほとんど知ら

れていなヵ、った こともあり、被災民から、判定結果のフォローにつ

いて各種の問い合わせ力消政窓口に草ぽIJ した。応急、危側支がなんら

かの法制度に組み入れられることによる解決のほか、今後は以下の

フォロ Ｍ ｾｴ 食討する必要がある 。

① 「立ち入り禁止J の強制力の発躯一一判定士の制到、青* ' こよって

は、任意の立ち入り禁止ではなく、強制力を発揮する必要があるケ

ースがある一一一

② |司l定結果を受け、被災民がなすべき惜置の指導

③判定結果に対する行政fWJ の責任の明確化

(5) 応急危険度判定結果の活用

被災地における貴重な調査結果てあること は明らかであり、これ

らの、ほかの制度等への活用を検討する 必要がある 。

①応急危険度判定結果の被災直後の戸: 探検討への資事Mヒ

②応急、危1拘主判定結果と被災証lリ! との|共l係

③ 応急、危 ｆ 剣ｾ判定結果の被災度区分判定への活用

*  

最後に 被災地の一行政職員として、不自由な環境の 1] 1てか危険を

顧みず活躍していただいた人々に対して感謝をするとともに、被災

地がこ の被災にめげず復旧に突き進んでいる ことを報告して終わら

せていただきます。ありがとうございました、皆さま方の大いなる

応援を探〈感謝しております。

今後は、応急危険度判定制度に残された謝国を、全国の皆さまと

ともに解決、発展していくことに努力してまいります。

(きど しろう 兵 庫県都市住宅部lill 築指滋課課長補佐波処築防災係長)



廃棄物処理法の展開

被災建築物の公費解体

伊 藤 雄 祐

平成 7年 1 月17日に発生した阪神 ・淡路大民災により神戸市にお

いて倒壊した家屋 ・ヒツレなどの被害は、全壊67 ，421棟、半峻55 ，145

棟、火災による焼失家屋7. 388棟と極めて深刻なものであった。

従来は損壊した家屋、事業所等の解体、処理について、①解体は

所有者の責任、②f r J 1M;柄O: は廃棄物としてrli lUyが処理、 ③国は市IIIJ が

行う処理に要する費用の 1/2を補助、となっていた。しかし大艮災に

よる被害が甚大で、都市機能力f マヒし、社会的、経済的b凋 片 瀬 め て

大きなものとなっているという特別の41予防により、被災者の負担il i:T:

減を図るため初めて国は次のような特別措置を講じた。①廃棄物と

して市IUTカf解体、処理、②国はその費用の 1/2を補助( 解体に要す

る費用も含む) 、③自衛隊のお加酎l勺協力を侍る、 というものである。

廃棄物の処理及び清掃に|刻する法律( 以下「廃棄物処理法J) で

は、「→l邸主棄物J の処理については市町の立任としている( 廃棄物

処理法第 4粂) 。全壊等J ゲレキ状態の家屋についても、所有者にその

所有権を放棄する意思表示があれば、Ｉ ｾｾ葉 物処理法にいう廃葉物と

なり、市IIIJ の処理52任が生じる ことになる 。 その費用負担について、

廃棄抄次E理法第22粂 2項を中即Eに、災害廃棄物処理事業として、匡l

の補助を受けて笑Jj 包することとなった。費用負担の内訳は国が1/ 2、

i' li illJ が1/2となっている。ただし市IU] 負組分は起債で賄われること

になっており、その償還裂の 95%について特別交付手財昔置が認めら

れた。このため、実際の市町の負担割合は全体の 2. 5%であり、費用

面て国の補助がなければ写喋の円滑な実施は困難だったと思われる 。

解体処理事業- 神戸市の実施方法一

神戸市では、この国の措置をもとに、「災害廃葉物解体処理事業実

施要領J を策定した。解体処迎事業の概田創立図 1 のとおりである 。

対 象 家 屋 等 の

優先順位の決定

業者による解体作業

自衛隊による解体作業

焼却・埋立・リサイクル | 図 1

公費解体の対象は、厚生省の指針を受け、 (1){国人住宅、 (2)民間マ

ンション 一 分譲 ・ 賃貸Ｈ中小事業者所有のものに限るＩ、 ＨＳ 芦 ｉ ｾ 業所

竺 ( 中小事業者所有のもの に|捜る) 、 (4) 中小事業に準じる非営利法

人等所有の家屋、再現E戸lfr等、 (5) その他市が必要と認めるものである。

解{ 村故去は、原Ni I として市への願l封書-の提! ' l 'I( こより建物所有者等

の所有権を放棄する旨の意思表示をF的立後、笑施している 。民地内

の建物については、行政の判断だけて、資料判官t去したものはない。

具体的な実施方法としては、 (1)市発注: 区を窓口として受付け、

市が請負契約業者に発注、 (2) 自衛隊 : 区を窓 口として受付け、市が

自衛隊に解体要請、 (3) 三者契約 : 災害j亮棄物様室で市、建物所有

者、業者の三者て契約を締結、 (4日間: 外郭団体を窓口としてすで

に自己処理した者に対して解体費用の清算、の 4つの方式をとった。

(3) は、(1)及び(2) による方法が原則であるが、要解体家屋数が膨大な

こと 、市発注工事が当初i埼閉そ要した等を考慮して、市発注を補完

するものとして採用した。(4)は緊急J性、必要性から、震災直後( 1) -

(3) の附本処理事業の制度カ準備されるまでに、自己処理したものに

ついて 当該建物所有者等からの申し 出に基づき 、解体費用の支払い

手続きを行った。

解体の期限と行政の責任

この解併司放去事業と しての予算は平成 7年度限り t なって いた。

しかし鮒本の申込みを市にしていても、 t樹 111刻係の調整等が必要な

ケースがかなりある 。特に材訴11者が多数に及ぶマンション等に多く

見受けられ、マンションの管理組合等から鮒判明限延長の陳情が出

てきている 。権利者全員の同意をを? 絹るための| 時侍剛1/↓日2;肋l

lはま足りない実，信作伯H伴附!5; 等をを? 考慮し、固に被災地の実情を説明し、築| 次な対

応をお願いしていた。幸い 1 fJ 24日の衆言樹i元本会議での総理答弁が

あり、厚生省から次の三つの本頃すべてに該当するものについて解

{ 判明限の延長を認める見解があ った。 (1)すでに 申込み手続きが行わ

れているもの、 (2)，所有者聞の協議が整わない、または、所有者間の

合意以外でやむを得ない理由により 若手が遅れているもの、(3月Z成

8年度中に角新本が可能なもの。ただし完了期限は、処理 ・処分を含

め、平成 8年度rl' とする 。 この国の兄j停を受けて、や11戸市てやは広報

で周知し、すでに申込みをしている人で、客観的にやむを得ない理

由がある場合は、延長手続きを していただき、公費負担による解体

撤呈決主理工事の期I/ ¥Jを延長( 最法制例| 浪12月末) することとなった。

このように、被災建築物の解f材散去は、災筈廃葉物処理事業とし

て行政の買- 任において計画的に行うこととな っているが、所有権、

賃借権などヰ1 J i に係わる音11分が大きく、特に大都市においては村訴IJ

|業協力潜結しており、解体にあたっては|失H耕握手IJ者の同誌が必要で

あるなど事業の進捗いづ観点から困難な面が多い。災害対策基ムUド

法第59粂、第64条、建築基詩句去第 9粂12項あるいは道路法第71粂第

p : 頁等の諸法に基づく除却措置が一つの方向として想定されるが、

対象が限定され、また期聞が震災直後の緊急、状況下に限られたり、

事前手続き等に時間を要して、抜本的な解決手段とするのは難しい。

一家11も早い都市機能の回復、市民生活の再建 ・安定を区lり、 f瓦興

を目指すためには、倒壊家屋等の早急な解f材散去及び発生した災害

廃棄物の焼却 ・埋立などの処理 ・処分は緊急調! 直のーって、あり、 '寸

回の大震災を綜ViI に樹木系を含めた制度の整備が急がれる 。

( いとう ゅうすけ 神戸市環境川災苫廃ｾ物対策室総務課企画係長Ｉ
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急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律の活用

民間宅地擁壁の公費復旧

森 田 仲

阪中111・淡路大震災てやは、官IJ 峻家屋のガレキ撤去をはじめとする各

種の救済措置がとられているが、被災宅地倣埜の復旧 もそのうちの

一つ にあげられる 。 これは、従来、自然斜而に適用されていた 「急

傾斜地の崩壊による災害の防止に|到する法手|ょJ ( 以下、 法) に基づく

災害関連緊急、急傾斜地崩壊戸z間 帯業 ( 以下、災関緊急事業) に特例

措置を設けることにより、民間の宅地持能笠 υに仁がけ) の復旧を公

ｍ ［ ｾ 業てや行うものである。

特例措置の概要

今回の地震で被災した折挫の中には、崩壊しているも の、大規棋

な亀裂が生じているもの等が多くあり、 このまま放置すれば、今後

の余震、降雨等により被害が拡大する ことが容易に予想された。本

来、 佃人の財産である宅地持陸創立、その所有者等が復旧するべきも

のである。 しかしなが ら、被害の拡大により、統直の所有者以外の

第三者の生命と財産及び、各種の公共施設に被害が及ぶ恐れがある

ものについて、迅速かつ確実な対応を図ることにより、 二次災害の

防止と民生の安定割削来するため、災|刻緊急事業に特例を設け、擁

壁などの復旧を事業の対象としたものである (表 1 、図 1 )。

国の予算補助

急傾斜事業を実施するためには急傾斜地崩壊危険区峨の指定 (法

第 3粂) が必要 となり、区域指定を前提と して、法第 12粂に定めら

れている県営工事の笑純が可能 となる 。

事は建設省の補助事業として兵庫県が釦J包し、補助率は補助基

本額( 事業費の90%) に対し、 1/2である。今回の; 場合の負担芸IJ合

は、国45%、県45%、地元 10%である。

事業実施状況

表 2 に示すとおり、採択基準を満足する 178箇所に ついて事業を

災施している 。

なお、砂防指定地については、急、，{I嚇 i時 業が実施できないので、

これ以外に砂防指定地内の13箇所につ いては、砂防事業てヲサJi i Sした。

将来の管理

JA!i 設耳切也は、 it!:!i 権者1: . ｾ Ｑｉ ｦＺ イ ＱＡ 借 地 契約を締Ｊ古し、復 旧 されたお ｩ 砧主は、

鮮 側地崩壊防止施設として併記) f ! が管迎し、危険区域内におし、て

は、施設の上に構造物を設置すること等、施設の管理に悪ｾＨ舟怜及

ぼす行為を制 限 す る (法第 7粂)。

(もりた しんじ 兵庫県」二木古1I砂防諜課長補佐兼|防災係長)
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写真 1 被災状況( 神戸市須磨区上細沢町)

表 1 災関緊急事業( 特例措置) の採択基準

平成 7王阿佐t の兵庫県南青l:It!liM( こより急傾斜地( 新睦等これに類するもの

を合む) に新たに崩話題が生じ、』次世すれば次期降雨により拡大する恐れが

あり、原] ! I J I : して当該今羽Eに施行を必要とするもので、次の各項に該当す

るもの。

1  急!，{I頃斜地の高きが10m( 人家主事に笑際の事長吉があったものについては

5m、又、廷に、周辺住民に二次的被容を生じる恐れがあるものについて

は3m) j;J J こであること

2  移!tJi; :適地がないこと

3  人家概ね Ｕ 戸Ｈ公共が ｊ ｾ 物を合むＩ以上、又は公共的民ｉＡ物のうち霊安

なものに佐|牒等著しい被害を及ぼすおそれがあるもの

4  iiiJ )l/ ・水路( t : J ド水施設を合む) 、道路 (迂回路のな い述絡道等を合む) 、

鉄道」公闘 ・駒 山その他の公共空地、水道施設、 iG: 気 ・j j' ス似揃施設、

市111]判JtllJJ主防災言/i闘に位世1-)けられて いる避難路又は通政 t場J i Jr等の公共

施設等に著い、被害を及ぼすおそれのあるもの

5  司1喋i' .{が60075問ιU二てあるこ t

( 下線部は、i足災特例に よる改正部分)

河川 水路( 排水施設含む)

ライフライン施設( 電気 ・ガス ・水道等)

lグコ
0  

図 1 特例措置の概念図

表 2 兵庫県下の民間宅地擁壁の復旧箇所

市 ・町 箇所数 主な地区名 合計

9 箇所

ひがしひとまるらょう

明 石 市
東人丸町地区ほか 8 箇所

市 4 箇l所

さんじようらょう

芦 屋
三 条 slJ 地区ほか 3箇所

135箇所

かみほそぎb ちょう

178箇所神 戸 市
上 細 沢 町321>也区ほか134箇所

6箇所

ちぐさ

宝 塚 市
千 種 1丁目地区ほか 5 箇所

23箇所

にかわちょう

西 宮 市
仁川町 2 丁目②地区ほカ' 22箇所

三原郡三原町 1箇l所

ょうぎかみ

幾重: よ地区



宅地造成等規制法と建築さま準法

斜面地の宅地の安全

石 井 真 澄

斜面地の宅地の規制・指導の経緯

千'1

'

戸市では、戦後の人口の都市集中及びそれに伴う山麓昔I1の宅地

開発が活発化したため、災害の防止を目的として昭和35年 5 月、全

匡|に先駆けて If

'

頃がり也における土木工事の規制に関する条例J を胞

行し、宅地造成の規11，IJ. 指導を始めた。

この条例は、斜面地における宅地の造成工事について、おii壁 ・排

水施設等の基11主の遵守を翻労づけるとともに事前の届出制によりチ

ェックするというもので、ある 。

一方、昭和37年 2月に「宅地造成等規制法J ( 以下「宅造法J とい

う) が施行され、以降 「宅地造成工事規制区域J ( 以下「宅造規制l区

域J という) における一定の宅地造成工事について、行政庁の許可・

検査に係 らしめる こととし、また、 宅造規制区域内の宅地 について、

高さ 2m を超える持陛の除去工事の届出義務や災害の防止のため所

有者に対して必要な措置の勧告( 改普伺j告) ・改善命令 ・違反者への

皆皆処分等の行政庁の処分権限がj耐告に法定された。

本市て" は、この宅造法に基づき、同法の規制対象である宅造規制

区域を市街化の進展に対応して順次拡大し( 全市の41%) 、宅地造成

工事の許可 ・検査及び、既成宅地の改善指導等を行い、宅地の安全の

:jj'((f保に努めてきた。

一方、 「建築基法制ミJ ( 以下「建基法」という) において は、建築物

の建築の際、日目。也仁排水施設 ・努i挫等の安全上の措置を講じるよう

規定されているため、本市でも、建知i儲忍申請の際に宅地担当昔日間

て耳切也の安全企を審査している 。 また、建基法てやは、高さが 2 mを

超える折越( 宅造法の許可を要するものを除く ) の設置について建

築主事の石綿立や設置後のt銘主が革調先づけられているため、宅造法の

規制対象とならない宅造規制区域外においても、建基法により宅地

の安全が図られて いる 。

このほか、「者11市計画法J の開発言[1ニ可制度における開発許可基準

の中に宅造法に準じた規定があるため、特に宅造規制区域外におけ

る500m2ιL上の開発行為についても実質的に宅造法と同等の規制を

行えるイ士; t ; [ みになっている 。

阪神・淡路大震災による宅地の被災状況

今回の大箆足による神戸市内の宅地の被災は、よりi変的被害の大き

いものだけでも約3000宅地に及び、六甲山の南に位置する山麓音11の

既成市街地にその約9 4 %が集中してし、る 。

そのうち二次災害の防止のため復旧等何らかの防災措置を要する

として宅造法に基づく改一樹j ] } J告( 宅造規制区域内) を行ったものが

約1600宅地、行政指導としての改善要請( 宅造規制区域外) を行っ

ているものが、約270宅地である 。 ( 8年 3 月末現在)

また、被災宅地のほとんどは、宅造法施行以前に造成されたもの

で、 その Ｘ 事 ｉｊ ｟ｌ［Ｉｊ こ が石 ｬｊｾ 新 ｴ 壁における被 害 であった 。

調査・勧告・届出・施工・検査の流れ及び審査基準

市 民 捌砕 lこ基づく↑! ?報: J I牒 =争 被災宅地の抑 制 問 司 被災組支の分析 ・分矧
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今回の震災特例

被災宅地の復旧のための施策

現行の私有財産制のも t て"I ; J : . 、所有者自らカ汚昆旧を行うことが原

則であるが、 や1

'

戸市では、今回の被災が未曾有の自然災害に起因す

るものでやあり、また、自治体としても、住民の生命 ・財産を守る責

務を有していることから 、二次災'喜・の防止については、できる限り

の措置を講じることが必要であると考え、震災直後から被災宅地の

調査を行い、被災不出支や危険度の但揮に努め、所得lIi lJ限等の一定要

件のもとに危険おi越の除去等の必要最小限の応急措置を実施した。

また、資金面においても、神戸市既成宅地防災工事貸付金制度を

改正し、利用の促進を図るとともに、技術的指導を行ってきた。

さらに、阪神 ・淡路大震災復興基金を活用し、融資制度を利用で

きない高齢者等 に対して、応急こE事費の補助を行うとともに、融資

利用者に対しては、 5年間本人の利子負担が O となるよう利子補給

を行っている 。

一 方、公 ｾｊ 与事業による復 ｉ ｅ ｉ Ｈ こついては、道路保全上必要な路 イ Ｉ｛Ｑ 腕

壁の復旧に係るもの等の要件を満たすものについては、道路災害復

旧事業で、また、今回の震災特イダIJ として、災害関連緊急、急傾斜地ぽj

ｊￆｾ 対策 Ｔ ｊ 喋が認められ、 これに よ っ ても復 旧 が図られることとな っ

た。 これらの結果、平成 8年 3 月末現衣で約 7害IJの被災宅地につい

て復旧または復旧の見通しがついてきた。

今後とも諸tlil J度を活用し、更なる復旧が図れるよう努力していく

所有ーである 。

(l 、しい ますみ やl' 戸 i !i 主I! 設川総務部 宅地開発桁導 深 課長)
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災害救助法から建築基準法まで

災害時における応急仮設住宅

浅 野 弥 一 一

われわれの記憶に新い、ものだけでも、長崎県の島原普賢岳災害

(1991年) 、北海道南西沖地民の奥尻津波災害 (1993年) 、阪神 ・淡

路大足災 (199巨F、以下、阪神大浜災という) などがi車続発生し、

応急仮設住毛1こ関しでも、被災者向けに緊急に建てられる軽量鉄骨

プレハブの小規棋の一時的住宅い、った認識が広がっている。

しかし応急仮設住宅が、災害後の応急ふ! 策としてどのように佐世

づけられ、運用されているのかはあまり女1] られているとは言え ない。

そこで、応急仮設住宅に係る制度と阪神大混災後の状況との議離、

そして今後の制度改善への問題鮎巴としたい。

災害救助法の骨格

災害救助法( 救助法) は、毎年わが国のどこかで適用されている

が、日常の行政施策の中では片隅に追いやられ、被災経験を有する

地域ですら、! 時間の経過とともに行政の狭r: IJ に置かれているのが常

である 。 そこで、改めてす却l力法の骨絡について整理してみよう。

救助法は、被災者の基本的生活権の保設と全体的な社会的関字の

保全を二大目的とし、その救助は国の責任において、地方公共団体、

日本赤十字社その他の団体及び凶民の協力 のもとに、食料品その他

生活必需品の欠乏、住居の喪失、傷病等に悩む被災者に対する応急

的、 一時的なものとして行われることとなっており、その実施は知

事に全面的に委任されている 。救助法には応急的放助に必要な 11種

類の内絡が掲げられ、現牧皮給を] j jt J!i j としながら、知事が必要と認

めた場合には、金銭を支給して行うこともて3 るようになっている。

具体的な救 助のヰ ｾ支、ブ Ｗ 法及び期 川 等の必要な司王項に関 しては、

応急救助に必要な範囲内において厚生大臣の承認を受り、知事が定

めることとされている 。 ここにいう必要な範囲は、 一吻躍起径として

「災害救助法による救助のヰ担支、方法及びJ明間並びに実費弁i1t につ

いてJ ( 厚生事務次官通知) に示されている 。 この通知は、昭和]41年

以降ほぽ毎年改定されているが、 |仮和l'大EU 仔去の平成 7年 7 月の改

定も、それ以前と同様実費弁i1HJ j がf放修正されたヰ盟支である。なお、

この→没基準では、救助の万全をJV.jすことが困難な場合には、災害

の実状に即した救助を実施するために、その者1I即写生大臣との協議

の上、 イ ｉｾｉ 々に特 別基準を 定めることができることになってし占。

応急仮設住宅建設の趣旨

救助法では、避到ｾ｝ｩ庁の設置、応急仮設住宅Ｚ ( 仮設住宅) の供与、

住宅の応急修理の三つの方法により、被災者の応急的住まいを4制来

することになっているが、ここでは仮設住宅について整理する。

仮設住宅のムI ! 設の趣旨について「災むl次助の実務J ( 平成 4年版、

厚生約社会同胞訪制割多) ては、“ 災害のため住家が滅失 した被災者

52 建築と社会 ・1996. 5

は、応急、的に避鎖的? に収容され保護を受けることとなるが、: i J ! iMt所

は、災害直後における世話 ｕ 時に込蹴 ｈｾ しなければならない者を、 Ｍ ＱＱ 寺

的に収容するためのものであるから、その期間も短淵問に限定され

るので、これら住家が滅失した被災者のうち、自らの資力てやは住宅

を1i Wii 呆できない者に対し、簡単な住宅を仮設し一時的な居住の安定

を図ることを目的とする" とされている。

この 「自らの資力では住宅を確保て3 ない者」とは、自力で応急、

住宅程度のものも建てられない、“ 生活保殻法の被保説者並びに要保

護者、特定の資産のない失業者 ・未亡人や母子家庭 ・勤労者 ・中小

企業者など" が目安とされている。

この内容から、避刻fjifrはだれでも声: 協tになるのに対して、仮設住

宅は、生活の貧困層や社会的弱者を対象に一時的な住まいとして供

与されるものであって、だれでも入居て3 るものではないというこ

とになる。また、仮設住宅への入居は、生活の自立促進い、うこと

から、生活への扶助はなく、自己責任となっている。

阪神大箆足の被災地では、今なお仮設住宅にも入居できず、 i蹴 ft

所( 現在では待櫛ifr) 暮らしが長期化する中で、生活保護すら受け

られな い世帯f- もあり、住居費負担もなく風呂付きとい った ことから、

「ずっと ここで住みたいJ という高齢者の声も 聞かれる 。

阪神大震災で、こうした趣旨が適切に運用されたかどうかについ

てt妨げることが、今後の大規絞災害に対応する途である。

仮設住宅の設置戸数、規模等

仮設住宅の設置戸数は、「同一都道府県の出産用市IIIT村全体の全

身軽 ・全焼 ・流出世帯の 3訓の範囲内」が一品姑凶皇とされ、| 尉'1' 大震

災のような広峨災害の場令、設置戸数のヲ | き上け‘ ( 特別基準} もで

きる ことにな っている。

兵庫県下10市10l ll Tの辿物被害は、平成 8年 2月顎雄、佐IJ嬢家屋数

約19.3万棟、約40. 6万世，Hlイ、平成 8年 3月には滅失住宅戸批約

13.7万戸と兵庫県から発表されている。そ して現在約4.875戸の応

急、仮設住宅が建設されている 。 この応急仮設住宅は、兵庫県と制プ

レノ、プ建築協会との Ｑｴｦｊｕｾ により、当初 ｬ 戸 ＲＶＮＴｭＧ (8坪、 2  K) の

平屋建ての標準型で挫設されたが、その後、 一昔11ケア付き仮設も合

め、 1 Kの 2 階建て苦手型式も建設されている 。

この数字からみれば、阪和l' 大艮災て、の設置戸数は、倒壊家屋世帯

数に対しては約12%、滅失住宅戸数に対して約35%となるが、こう

した状況が、救助法にいう 一向姑凶主なのか特別基準なのか定かでは

ないが、少なくとも大都市のインナーエリアの侍性や状況に合って

いたかどうか検討の余地ががあろう。そのためには、中広喜家屋や世

帯の状況把握が前提であることは言 うまでもない。



ちなみに神戸大学 ・室崎教授によれば、全段家屋数に対する応急、

仮設住宅戸数比率は、品原市で8 6 %、奥尻で7 8 %と報告されている 。

次に住戸規挟は、 26. 4m' ( 8 坪) カヲ副主であるが限度ではなく、

設置される仮設住宅戸数全体の平均とすることも可能である 。例え

ば島原普賢岳災害で、は、放 ｈ り ｉ ｊ＿Ｇ 去迅リ ｾ Ｚ ｊ (91年 5 月29日) 後の 6 月下旬

から 10月下旬までの約 4 カ月間に、島原市と深江町の 43カ所に 1 K

( 2 人以下、 291戸)、 2 K  ( 3 - 6 人、 1032戸)、 3 K  (7 入院U二、

132戸) の 3手掛賀、 合 計1，455戸( 寄贈分除く ) が 2戸 1株形式てや設

置され、希望者会員の入居カ苛確保された。 そして、空き家の発生に

ともない、非公式ながら倉庫や集会所等にも 利用されるな E 、実情

に即した対応、がなされたことは注目すべきである 。

仮設住宅の建設費は、平成 7年の改定で1 4 4 η7円/ 戸以内とさ

れているが、阪神大震災では 250- 300万円/ 戸と言われ、島原 ・深

江では460万円/ 戸( 風呂、ク ーラー設置、テレビ ・冷蔵庫 . ? 先濯機

等合む、室IIJ 奇氏調査による) となっている 。阪神大震災でも、風呂 ・

トイ レが→木で設置されたが耐i怖には不向きであるほか、被災者

の強い要望に押されて入り口の庇や踏み台さらにはエアコンなどが

設置され、現在に至っている。

また官持- WJ問は、梢造(1'.] 耐周年数並びに建築基韓三去第85粂により、

建設完了時点から 2年以内となっている 。島原の場合 4年近く慰庁、

使用されたあと撤去されたが、なお住まいに困窮している世帯に対

して、 長H即製はH乍年木造の準恒久住宅( 図、写真参nのを、 10年間

借り上け、た農地に建設 し、被災者の住まいの救済に努めている 。

こうした試みは都道府県の裁量によると ころが大きく、災害の長

期化への対応策として言刑日liされるものであり、阪神大震災でも、間

もなく迎える 2年を前に、被災者の抱く不安の解消 t 住まい再建へ

の円滑なプロセスを明雌にすると同時に、大立の仮設住宅をどのよ

うにしていくのか、注目されるところで、ある 。

管理・運営

厚生事務次官通知にある l l l. 郵買の救助の実施の耳秘権は、 兵庫県てや

は「市町長に権限を委任する規則 J ( 昭和40年) により救助に| 期する

包括的実務を市町長に委任していたが、大震災発生当 日、知事の権

限とする捌1l Jを公布し、仮設官=宅の入居及び管理事務に|苅する市III J

長との委託契約により、市町長が管理 ・運営することにな っている 。

設置場所の設定や建設は、各市から提出される用地リストを基に

進められたが、 tl5uぷ市牲克也に建設Iむの少なかったネ11
1戸市てやは、 同 地

の選定 ・仰ヰ呆が最も困難をきたしたこともあ って、六甲アイランド

やポート アイランド及び四二It :t ljl 地域等の大J;l U英公共用地等に集中し

て建設された 。 しかし、民間地主からの用地提供の ｉｾ Ｇ ｉ し出に対して

は、個人事文地での公的財産としての建造物とか、位l人への補償はで

きないい、った理由から笑現きれなかった。救助法では、地主 との

後での紛争に十分考慮する必要を ｾｴ 間前しながらも、適正な賃貸借契

約に基づく民|日19. 加山の借り上け等も認めていると ころである 。

また仮設住宅の入居者選定は、おおむね市齢者や社会的弱者を優

先した抽選方式で行われたために、隣人関係を ｾＡｾｱｊ ｉＮした高齢者中心

の仮設団地が ＷＱｾ 成されることとなった 。

応急仮設住宅の問題点

上記のような対応は、被災者の仮設住宅での暮らしに様々な問題

を予住主させるところとなった。 その問題点として、仮設住宅の構造、

規族、設備がし、かに品世限とはいえ現在の国民生活水準から大きく

制 It していること、建設地の選定 ・附呆に市民の協力引i1極的に受

け入れなかったこと、日前儲や社会的弱者中心の優先入居に対応す

るだけの医療やケアが欠如したこと、そして何よりも隣人関係を無

視した入居誘導がなされた こと、 の 4点カ可旨摘される 。

烏原普賢岳災害以後、応急仮設住宅に風呂や暖冷房設iii iJ の設置が

一 般化されたものの、 |鮒 11
1大隠れは、 トタ ン板で固まれた住まい

の厳しい暑さ寒さにも 、費用が払えないた めにそのエアコ ンが使HJ

きれなかったり、食料品等の生活必需品の購入がままならなかった

り、かカ、りつけの医者に通うことも困難等々の理由から 100人余の

孤ＮｾＡｬ￘ｅや自殺者が発生したことは、救助法の基本的生活権の保殻と

いう目的からしても、今後の仮設住宅のあり方に大きな課題を顕在

化 さ せ た い 、つでも過言ではない。 例えば、抽選方式に よる入居者

選定ついて、元島原市長の鐘ケ江氏の忠告が活かされなかったこと

は残念7である 。烏原てやは、比校的ノj、規棋な単位てや応急、仮設住宅が設

置されたが、入居に際してそれなりに隣人|剥係カサ: 闘できるよう配

慮されていた。

阪村l大震災で、仮設住宅地てやの被災者のコミュニティ育成のため

に「ふれあいセンター」が設置されたことは、 一つの前進而である

が、今後仮設住宅のあり方について、先述した問題点に対応できる

制度に改善、拡充していくとともに、被災地てゆ緊急で多様な事態

に三割引こ州ji 5 できるようにすることが阪神大民初綜¥J iI といえよう 。

( あきの やさかず 株式会主i地域原岐;11 同研究所代表取締役)
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災害対策基本法と道路交通法

交通規制の展開

兵庫県警察本部

阪キ11
1
・淡路充実災は、ビノレや家屋の倒壊、カス管 ・水道管の破断、

配線の断線等ライフラインに甚大な損害を与えたほか、鉄道、道路

網を寸断するなど都市機能を完全にマヒさせた。

交通管理者である交通警察は、災害による交通障害箇所を早急に

掌揮し、道路障害情報及びう回情報を迅速力、つ適正に道路利用者に

伝達して道路交通の混乱 を防止し、また、災害のそれぞれの段階に

対応して、二次的災害の防止、救助救援活動を行う車両等の通行の

目制呆等が重要な任務 となった。

大震災においても、

・火災 ・生き埋め等に対応して緊急、活動を優先せざるを得なかった。

. 交通管制施設が大きな被害を受けた。

等の多くの困難を克服して、

・災害の実態及び交通情報を迅速的確に把握する。

・ 各所で発生する火災やピノレ等の主 ｾ物の倒壊、道路の損Ｚｗ ｩ 等交通危

険箇所を把握し適切に対応する 。

・被災地の交通実態に応じた緊急、交通路の円i骨な通行を確保する 。

を最重点施策として対策を講じた。

兵庫県の突通の特徴

兵庫県の交通網は、ｖｦｬＭ雨宮 Ｑ Ｉ の 沖ｾｩｐ ｬ 大 ｪ 地，出Ｚ，こ集中する 主要幹線道 路

を中心とし て構成されており、その特徴は、

・幹線道路で東西に結ぶ線的交通網しかない。

国道 2号、国道43号及び阪ネI j l高速道路カサミ凶に走っているが、 北

側が六甲山地、 南側 が瀬戸内海に挟まれた; 帯状の地域であるため南

北交通が発達 していない。 また、北から南に流れる河口 11カサ〈西交通

を横切り、これに架かる精が交通のえ、ックとな っている 。

・近畿と中園、四国、九州地方針荒ぶ通過交通が) J J i } : : k である 。

大阪 ・ネrll戸を結ぶ道路は、さらに第二千111明道路から国道 2号ノ f
イ

パス Ｈ加古川ノ叫 パス Ｉを 経て 山陽自動車道、 ｾ ｉ Ｍ ｉ 匡 ｼ 自動車道、 一 般

国道により中匡し 四国及び7ω+1へとや11びる交通の要所とな っている
0

・ネ111
戸港を中心とした秒d斑交通が発達している 。

神戸港は、? 港桧湾貨物コンテナのE取収り扱いf註i注[ててで、'lt‘

貿易コンテナの取り扱いi註立は全国第 1位てて、あり札、キ判紳11中|ドl伊戸を中，心L心、に大註

の港湾貨物交j通且カがf発生して Lい、4る。

等であり、いずれも狭い地域に交通が集中する要因となっている 。

交通関係施設の被災状況

信号機や道路情報板等の交通管制機端の様滅的損壊は、刻々変化

する交通情勢に応じた適切な交通管l : ] l J j包策の笑施に大きな打撃とな

り、まさに手足をもがれた ｊｉｾ での交通瞥察活動となった 。
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地震が交通管制エリアを直撃したことから、交通管制センターの

各種設備をはじめ、通信回線、端末装置等に甚大な被害を受け、震

災直後の交通情報の収集、交通規制の実施に大きな支障を来した。

一般道路における緊急対策

(1) 現場警察官による通行禁止等の措置( 1月17日の交通規制)

震災直後の交通状況は、各地てか道路損壊、道路上への家屋の倒壊、

火災の発生等 による寸断状態にあ った。

また、交通信号機も倒壊、断線等により機能していない状態てあ

ったため、交通が渋滞し ている 主要交差点や、交通の危険が生ずる

おそれのある地点に警察官を配置して道路交通法第 6条の現場警察

官による交通規fjjl Jを笑施した。

(2) う回路対策

被災地域では、道路損壊等により通行可能道路が極めて限定され、

一部の道路に車両が集中して大渋滞をヲ |き起こしているこ とから、

通過交通の被災地域への過度流入の回避措置を講ずるため、制屋し

た情報に基づき、兵庫県南部を通過しようとする車両に、 地震によ

る被害がなく、かつ、交通量の少ない、広域う 回路ノレート を示 して

通過交通の分散を図った。

隣接の大目見符笹察と 岡山県瞥察には、被災地域の王匙伏と設定した

う回ノレー トを示し、兵庫県北部へ誘導する ことへの協力 を要請した。

また、吹田管理室は、近高齢也区全滅における広域交通管理をtf脱主

し、被災地への車両の流入抑制 を図るとともに、中国管区警察局に

対し、 う回誘導の要請を行ーった。

(3) 広報対策

・道路交通情報センタ ーに よる情報提供

交通情報センターの道路利用者に対する交通情報の提供は、通常、

各都道府県に設置された道路交通情報センタ ーから放送J機関を通じ

て行う定期的なラジオ放送とテレホンサービス等によ り行って いる

が、東京本部は、大地震の発生と同時に、東京本部内に非常災害対

策本部を、大|飼主務所に地t或非常災害対策実行二本部をそれぞれ設置

して大阪の実行本部が収集 ・集約した情報及び警察庁の情報を収集

して各情報センタ ーを通じて逐次放送等により全国の道路利用者に

情割対創共した。

被災地域の中{ ，倍11に設置された神戸センタ ーが交通情報収集シス

テムの撲滅的損傷や設備等の損壊等により運用できない中、全国え、

ツ 卜の情割拠供システムが以後の広域う回誘導、交通総量抑制等の

交通対策に大きな威力を発揮した。

回テレホンサービスによる情報樹共

各センタ ーは、道路利用者等から殺到する電話照会に対応するた



め、道路障害箇所、 う回路、交通規制状況等のテレホンサービスを

行ったが、いずれも通常の 3倍から 10倍の利用件数であった。

.ノ f ; J コンオ、ッ 卜 i HPNJ による情千日払ヨ共

兵庫県主査察は、平成 6年12月に開設したパソコン通信「兵庫ポリ

スオ、ッ卜 (HPN)J の電子掲示板に震災当初から交通情報等震災情

報( 瞥察関係情報25件、県庁関係情報311件) を入力しで情報樹洪を

行ったが、震災直後から 6 月27日までに瞥察情報に約5000回、県庁

情報に 19 ，OOOIB: 1のアク セスがあり、情幸lif提供に威力を発揮した。

(4) 輸送ルート等設定及び交通規制の実施

被災地道路の損袋、障害等により交通が混乱した状況下にあって、

緊急品臨む路及び被災地への緊急援助車両及び救援物資 ・復|日資器材

等の羽生送車両の安全力、つ円滑な通行制定保するため、災害声明器本

法第76粂に基づく緊急輸診レート を設定して不急不要の一散車両の

通行を禁止する交通規制を検討した。

震災当初の交通情勢は、断続的に発生する余震や障害箇所の被害

平到支と回復の見通しが判然とせず、また地震の発生と同時に通行止

めとなった第二小l' 明道路等の規制解除の予定が立たないため、緊急

輸砂レート を通行て3 ない被災地域内の一般車両のう回路カ快走で

きなかっ? こ。

試行錯誤の結果、 上搬的道路損傷力苛悩放で、倒峻建物等による通

行障害の除去が進んだ国道 2号を中心に、緊急輸診レート を設定す

るこ! : (こし?こ。

・暫定措置としての緊急輸送ノレート の設定

地震当初から、災害対賀辺樹立法第76条に基づく緊急、物資等愉送ノレ

ート の設定による、公安委員会の交通規制の実施に 向け た検討を重

ねたが、余震により路側のピノレが道路上に倒壊して、新たな通行|律

害が発生するな ど、なお流動的で。う余l曲折が予想された。

そのため、災害対策基本法によるノレー トの設定は|時制尚早と判断

し、 瞥察官の運用で対応しやすい道路交通法( 警察署長等による交

通規制) て対応することとした。

・災害対賀器本法第76粂に基づく緊急、愉送ノレート の設定と交通規制

警察署長規制による緊急物資輸診レートを指定した後も、引き続

く余震はマグニチュー ド5 から 2 を記録しており、緊急輸送ノレート

沿いのヒツレの倒壊、東灘区第二工区内の L PGタンクのJ ゲス漏れ事

案等が発生して、設定 したノレートの変更を余儀なくされる等、 う余

l並mr があ った。 しかし、 1 月19日の早朝、ようやく災害判策基本、法

による緊急物資輸飴レート を決定し、規11;11期聞 を 1 カ月として必要

な交通規制を告示した。

惨緊急、輸b レート の一部変更/ 第二村I明道路復旧に伴い、阪ネ'1' 高速

北1"1' 戸線の未復旧区間( 藍那~箕谷間) を除き自動車専用道路含ノレ

ート指定する 等の一部変更を行った。

惨災害戸、博設監ド法に基づく指定ノレート の追加変更/ 国道 2号岩屋交

差点、 国道43号及び| 波利1高速道路北村戸線の復旧に伴い、各指定ノレ

ート 制' f J ! { O除または追加 ・変更した。

砂高速道路の指定/ 1阪神高速 5号湾岸線、名神高速道路の復旧に伴

い、岡高速道路を新たに緊急物資輸送ノレートと指定して、高速道路

交通警察隊長の交通規制J ( 通行禁止) を実施 した。

被災地域のノレート指定期間の満了を控え、緊急物資等の輸送需要

は減少せず、また転換予定の道路交通法による交通規制 ( 公安委員

会の交通規制J ) の内容の周知徹底になお時聞が必要である ことから、

災害対策基本法に基づく交通規制を 6 日間延長した。

・道路交通法に基づく復興物資輸送ノレート 等の指定 ( 道路交通法に

基づく交通規制にー切り替え)

被災地における復興事業をI最優先とし、復興及び生活関連物資の

円滑な輸送を確保するため、国道43号を「復興物資輸i差ノレート」に

指定して、ガレキの摘捲等復興に関する車両以外の通行を禁止した。

国道 2号は「生活 ・復興関連物資輸送ノレート J とし、ワゴン車等

の貨物車、パス等以外の通行を禁止した。

阪神高速 5号湾岸線が六甲アイランド北 I Cまで仮復旧したため、

規制区聞を延長した。

復興活動が進み、夜↑ 間における指定ノレー トの除外指定車両ががたか

し、 一般車両への規制ノレート 開放の要望が強まったため、 一般車両

交通を夜間へシフ卜することを目的として規制|時聞を短縮し、さら

に公共輸送機関としての性絡を有するタクシーを規制肘象から除外

して、交通総量削減に寄与させるための交通規制とした。

支通規制の変遷

日々変わる復興伏況に対応した緊急輸診レート 等の変遷に応じて、

交通規制も順次見直し等を実施した。

路の損様、ピノレや家屋の倒域等による通行の危険回避及びi醐 鍛 和

の措置を行った。

・道路交通法( 瞥察署長、高速道路交通瞥察隊長規制) に基づく緊

急， ｾＴ 拘送ノレー ト の指定

災害対策基本法による交通規制が行Lわれるまでの 1 月18日から

1 月19 日に、道路交通法に基づく緊急輸送ノレート の指定を行った0

・災害対策基本法に基づく緊急輸皆レート の指定

1 月19日から 2 月18日の問、災害姉臨本法に基づく緊急輸送ノレ

ート の指定を行った。なお、 l 月22日! : 2月 1 日に は、道路交通事
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情の変化等により、ノレー トの追加及び変更等の措置をとった。

・災害対矧林法に基づく緊急点総ノレー トの実施期間の延長

被災地域のノレート 指定期間の満了を控え、緊急物資等の輸送需要

はiF初、せず、また転換予定の道路交通法による交通規Ili ll ( 公安委員

会の交通規Lflil J) の内森の周知徹底になお|時11日が必要であることから、

災害対策基本、法に基づく交通規制を 2 凡19n から 2 月24R まて、 6

円I:¥J 延長した。

. 道路交通i法に基づく復興物資及び生前 ・復興関連物資輸送ノレー ト

の指定

被災地における復興事業を最{ 憂う危とし、復興及び生活関連物資の

円泊な輸送を{ i i附呆するため、被災地への流入i協となる国道 2号、国

道43号を rll 心 として 2 月25日から道路交通法に基づく復興物資及

び生活 ・復興協jj A 物資輸送ノレートの折定を行った。

(1) う回路の設定

長災当初、 |坂干:11111¥1のすべ、ての日速道路等を jlli 行 禁止とし たことか

ら、近椴閤を通過しようとする車両を兵庫県北1' fll の国道 9 号等に誘

導し、あるいは道路交通以外の輸送手段へのシフトを要請したが、

高速道路等の安全性の{ i '(Ef . 弘道路111';1. :占の1111似の進展に従い、交通脱

制を解除し、 "，国縦13自動車道を 中心とした広域う同ノレートを示し

て誘導した。

国道 2号、 |王|道43号等を緊急物資等輸送J M. として指定したため、

一般尋問の通行路として市道山手怜線、 m道学mT線、以道qJ 子|証IJt:

崎綿( 通称臨港線) 等を域内う III IJ M. として設定し、誘導した。

(2) 緊急輸送路規制に関する相談等の窓口 の設置

税制ノレートを通行できる車両に| 刻するJ ! H会が殺到したため、交通

告:flj lJ センタ ーに専刷回線を開設し、また、災害宇制服本苦11エリ ア交通

f1T: に専任の係' 口を配置するなど，J照会の対応にあたった。

2 月25n から 3 FJ ＱＳｆｉ の問 の照会受理科二数は、ｾ ｇＺ話照会 ＱＴＮＸＴＴ

件、来庁851件であった。

(3) 緊急物資等輸送車両等の先導

I也24発生型 11 から、被災地域に急、行する緊急物資等輸送車両や救

援車両が渋滞のため立ち往生したり、述) j からの緊急、物資等愉込車

両カ吋行定された目的地がわからず約千U討lニする状況があり、それに

対応するため、交通機動隊の円パイとノ f トカーにより救助 ・救援111

11可等の先導 ・誘導市動を笑施した。

規制効果の確保対策

(1) 道樹票識の作成、掲示

兵J.Ji:m公安委員会は、災害対策基本法第76条の税定に基づく緊急、

物資等愉送ノレートにおりる緊急物資等輸送車両以外の車両の通行の
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祭J l:lJi lJ l ¥良に伴い、 禁止または制限のホ像、区間及び期間側間を定

めなヵ、ったため規制の始期を定めた) を記載した規制・予告標識300

枚を作成 ・設置した。

(2) 緊急物資等輸送ルートの確保等のための標章と交付状況

災害対策基本法の規定に基づき、緊急物資等愉送車両用棋立を? 作

成したほか、規 制路 線 ｾｦｾ 謀に居住する住民等の生活 上 の 必 要性に 応

じるた めの標章、 郵便等の社会的要求等に応じるための標立及び災

制諜物を搬送する車両mの棋章の 4樹買の規制除外車両用棋立を

作成交付した。

(3) 復興物資及び生活関連物資等輸送ルートを確保するための標章と

交付状況

｢Ｎｾ災後 Ｑ カ月を経過し、交通需要が、緊急物資等の緊急輸送から

復興司I業の本絡化に伴うヵν キ処理、及び仮設住宅の建設資総材等

の復興物資の輸送に移行した。

そのため、交通規制の』尉処を災' 害対策基本法ヵ、ら道路交通法に切

り替え、復興物資の円i骨な輸送制官謀する「復奥日物資輸送ノレー トJ

と生活|長Jjill 物資の円滑な愉送を前倒呆する 「生活 ・復興関連物資輸送

ノレート J を設定し、通行許可車両に、それぞれ( 復興) 標立と( 除

外) 棋誌を作成交付した。

おわりに

被災地域の復興活動は、関係機関等の懸命の努力によりようやく

軌迫に釆り、兵庫フェニ ツクス計i ! ! ! 1等将来ヒ守ジ‘ ョンを基調にした復

興事業が折々と進められているが、阪神高速道路の復旧は平成 8年

末と 兄込まれている 。 また、主要幹蜘草路の障害は、平成 7年 9 月

末現注約40カ所を数えるなど、大艮災以前の都市交通機能を回復す

るには、なお相当のl昨1:rJ を要する 。

交:illi 瞥察としては、 引き続き、特別出向者で編成する P T隊を主

力とした交通部隊による復数日物資等輸b レート の附呆や、被災地域

への不急不要の車両流入抑制 と交通森註拡大のための適正な交通管

辺を柱とした交通対策を、強力にf側主している。

「阪神 ・淡路大災災事干奴活動の記録J ( 兵庫県聖子察本部) より抜すい



建築士法の周辺

建築士の社会的役割・貢献

白 石 静

兵庫県南部地震被災度判定体制支援会議の大阪本部長として、震

災後の兵庫県へ建築物被災度判定支援のため建築巡回相談員 (ボ、ラ

ンティア) として参加 lいただいた方々に衷心から厚くお礼を申し上

け、たい。緊急訓応が卸持者冬息てきたのも、第一 義的には参加された

方々の尊いボ、ランティアキi!jやl' に負うところが大であり、加えて兵庫

県側地元市役所、地元建築団体の方々、支援会議委員長の岡田恒男

東大教授らのご協力のたまもの t 深〈待版活表する次第てある 。

震災後の活動

雑誌「住宅J 1995.  5の建設省住宅局建築指導課名記事「阪判1 ・

淡路大震災における被災建築物の応急危険度判定支援活動につい

て」では、支援活動の内容として “ボランティア活重) ]" を説明し、

「建築関係団体力、らなる兵庫県南部地震被災度判定体11¥11支暖会議

( 委員長: 岡田恒男東大樹受) が、 全国か らボランティアの民間建

築士、学調i経験者を募り、建築巡回相談員を被災地に派追ーした。 こ

のボランティア活動は、 1 月27日から開始され、 1 日当り約300名の

ボ、ランティアが被災公共団併噂と連携し、被災した戸建て住宅等の

相談 に当ったJ と記載している 。

これが、建設省の呼びかけに応じて設置された建築関係14団体か

らなる支援会議( 表 1 ) 活動のことで、大腕有建築士会 もこのボラ

ンティア活動に加わり、支援会議の大阪本部長を務め、大阪事務所

の事務局も大阪士会が担当する ことにな った。

表 1 兵庫県南部地震被災度判定体制支援会議

委 員 長 岡EEI恒却/ 来京大等教授

副委員長 村上概也/ 千楽大学制受

委 員 側日本建築センター 例日本建築防災協会

出般住築技祢散前政セ ンター 制日本姥期ず品技術者thl ，会

紛日本長R築士会述合会 側日本建築設備安全センター

{的日本建築士事務所協合主合会側日本1 ' 1-除機安全センター

昨日日本建築学会 件1対主宅生産団体連合会

時拠築業 ｉｴｩ， ｾ 会 仙辿築 ・制iiffM肋保全11ft進協会

刷新日本建築創出会 性心辿如iJ f 究振興協会

苅産会議ては、 戸建て住宅を対象に参加団体別に支援先の地域答11

りを行い、当初は、混乱が予想された被災地の各行政機関とは関係

なく建築士が常駐する前線基地を設置し、現地相談所 t しての活動

を展開する予定てやあ ったが、 実際には、各地域とも行政機関との連

絡 ・連勝がとられ、 「建築巡回相談員J としてザμ也に入った。

川西市と伊丹市が誇11 り当てられた建築士会では、近畿 2 府 4 県で

出裁している近畿建築士会 Ｑｴｦ ｊ 首長会に提 ｊＱ ｾ ， し、兵庫士会を除〈滋賀 ・

京都 ・奈良 ・和歌山 ・大阪の各士会が寸本となって支援活動がスタ

ー 卜した。

また、新日木建築家協会はキ'11戸T同ft 区 ・東灘区、大阪建築士事務

所協会と住宅生産団体連合会は尼崎市 ・西宮市( その後、尼崎市は

地元建築団体が行うことになり、西宮市のみ実施) 、日本建築構造投

手f諸 ttfJ 会( 関東方面からの応渡者カ沖核) は芦屋市( ただし戸建て

住宅ではなく共同住宅を対象) 、建築業協会は宝塚市でおのおの活動

に入った。 なお、建築業協会には兵庫県か ら鮒 判fr憾の技術的相談

の要請もあり、それにも対応することとなった。

活動期間については当初 i 2 週間 (1 カ月 )J ( 目標 2週間、 長ヲ|い

ても 1 カ月) と説明されていた。 この活動予定の期間設定は、 震災

の大きさや交通機関復旧の見通しが立たない中では達成困難とも忠

われたが、ｾ喜朗聞に集中して活動を終えなし、と余震 等 による 二 次災

害の危倶もあり、被災住民の安全石間呆を最{憂うt にしたも ので、あった。

実際、 1月27日にスター卜、 10日目の 2 月 5 日で目処の立つもの、

次いで 2 月20日を目処とするものと、順調に r( l カ月 )J の中に入

る状態で終息し、予定設定の確かさに幣〈 。

ボランテ ィアの活動内容が、戸建て住宅危険度応急診凶f相談活動

から戸建て住宅復旧相談へと移行しつつあった 2 月10日、 兵庫県てや

は「住宅復旧相談センタ ーJ が開設され、本格的な活動を始めた。

支援会議大阪事務所 としては、被災地城東側からアプローチして、

引き 続き西側か らやl'戸市内へのアプローチを目指すぺくその方策を

議論していたが、道路事情や交通機関の問題により対応、できず、 ポ、

ランティア活動も }I防煉息していくこととな った。

ボヲンテ ィア相談員の募集労法は各団体て差異がみられたが、建

築士会てやは緊急、諮習会 「震災建築物等の被J <J .支判定基準及び復旧技

術指針、被災建物の被災度調査 ・判定期シート の記入」 を 1 月31

E1， 2 月 3 日 ・6 日 ・13日に 4 回開催、その都度受講者から募集

し、 1 月27日から参加していた士会役員 ・委員 ・会員ら とともに現

地( 伊丹市は 1月27日- 2月12日のうち 12日間、 川西市には 1月28

日- 2 月 5 日まて": i 1[続 9 日間、また、兵庫県建築士事務所d 協会の活

出目司霊と して 2 月18日 ・19日には神戸市宮m区 ・束郡It 区 ・北区 ・須 磨

区 ・垂水 区 ・中央区 ・長田区) に出動し、延ぺ1062人 の協力を得

Tこ。

支援会議針本では、4600人分社英の動員人数を設定して いたが、 2  

月20日の活到l終了時の実績数は 4500人てや、 大体151定通りに動員でき

たこと になり、 2 月28日に大阪事務所は閉鎖した。

大阪士会としてはまな麦会議大阪4J>，: 務所閉鎖後も、 芦屋市の要請を

受け、建物被害調査( 共同住宅、木造住宅) に 3 月17日一 21日まで

の 5 日間で、延べ130人派遣するなど子凋査活動を行ったが、 4 月以降

は大阪建築防災センタ ーに開設された「木造建築物復旧 ・補強技術

相談戸川に相談員をむ陥ミし、面般相談のはか、現刈升目談にも対応す

建築と社会 ・' 996. 5 57 



表 2 兵庫県南部地震被災建築物に対する被災度判定及び補修等相談体制

一一一一一一

ｾＢ 第 Ｑ 段階一 行政対応

保 口使用禁止のM紙

Hl IJ I  ( 梨紙)

第 2段階一行政 ・14

団体 ・民j /¥J対応

日行政はl応急危険度

判定( 赤 ・1!( ・紋)

口氏JHJ は巡回相談等

第3段階 14団体 ・民

間対応

口判定後の補修相談等

J盈 第4段階- J白品の体制

fr本h 口行政・民r: IJ によるがI

1]11] 1  )志

共同住宅 戸建て住宅 オフィス等

4 附以上

〉く

4 階以上

(  1 月1811 - 22 (1 )  ( l 月 18 1' 1

- 22 1' 1)  

- 行政対応 - 民Ji¥J14同体対応 - 民間企業

- 応急、危険度判定 ( 建築士会・事務所協 対応

支援本部 ( UJ
会・業協会・学会等)

23 日大阪府庁|人l
- 被災度判定支援会議

にF次世)

- 姥築巡JgJ相談n

- 大阪府}T新分断

( ボランティア)

2  ｾサｴ￬￭Ｚ ｲ 2  F  

(l月 27n大阪事務

所設1m

大阪建築会館 6 F  

通常の主I!:築士業務( 行政サービス ・民]11]の営業行為)

』こよる対hI5

朝、現』臨集合の風景

参加者のクツレーフ'WI]り

を行っている( 芦屋i ' Ji

f釦羽前)

るなど. 建築士の社会的役剖を果たしているものと自負している 。

なお、被災度判定体制については、行政イJ ! i Jで実施された共同住宅

等 は表 2の第 2段階まで、イ却下l禁止と応急危険度の判定を行ったが、

戸建て住宅は民間団体が対応し第 2段階までを実施した。第 3 段階

に入る前に兵庫県イJ!l Jが 「復旧相談センタ - J を開設したので、支援

会議としては第 3段階に入らず短]tf ll l¥J に終えることとなった。

建築士の社会的役劃・貢献

建築士法では、建築士は個人の資絡として定められており、市撲

としてのあり方を規定しているものではない。資格にふさわしい誠

笑な業務の遂行に努めることが求められている 。絶えず社会におけ

る建築士のあるべき姿について考え、行動しなければならない。

近年、社会の要求が多様化し、建築のr: nJ垣も住蹴境ヵ、ら都市、広

域的環境へとその対象とする分野' が広がってきている 。 したカ f って、

それに応じて求められる建築士の社会的使命と責務についても、 |問

の広いものへと変化し ている 。円本娃築士会辿令会も、 「われわれ建

築士は、社会の発展のため五技庁の指導者たるべし」制!日間の一つに

掲げ、建築士の社会的役割を示唆している。

一 方、建築 ｾ ［凶階第 Ｖ 粂の Ｒ で、建築士の設計に係るもの、主ｾ築

士である工事蛇思者によるものに対し、街+t対 象 、 検 部:はえから除

く特 ｩｾｉ ｊ の規定制 ｬ 百平 ＱＱＵＸ 年の改疋てや設けられ、建築士の技予防 Ｗ 附劫 ｦ 向

上する '1-
1
て'li -政の関与の簡素令理化が|ヌ|られ、小規棋な建築物の設

計 ・監理II が娃築士に委ねられた。 これらの対象建築物に対しては、

特に挫築士の責務て Ｂｾ ｉ ｾ 常時の対応も期待されている ｴ 考えられる 。

58 

今回の大箆足において建築士が、自らのもつ建築の技術 と知識を

駆使し専門ボランティアとして、震災発生直後に一時的に機能を低

下させた地元自治体の補完機能として、活動したことにより、微力

ながらその責務を全う出来たのではないか t 思っている 。

建築士及び建築士会 ( 広い意味てやは建築関係団体といってもよい

が、ここでは、建築士会にさせてもらう) は、日常の建築活動にお

いて、建築士法の目的にそった社会樹' l 1 : の増進に寄与しているが、

社会の変容に伴って、社会が建築士に期待するところもさらに多様

化してくる 。法制度て1ま な し か っ 非 営利的な活動、すなわちボラ

ンティア活動に対する期待の増大が予期される 。その意味て¥こ の

たび.の大法災の被Ft 度判定支援にかカ、わったボランティア活動によ

り、被災地域において多くの市民の期待にこたえることが出来たの

は、今後の良き事例となろう 。

ボランティア活動は、あくまで個人の善意によって、必要な活動

目的にそって行動するものである 。建築士が、その資格をもってボ、

ランティア活動を行うことは、建築技術を活用しての行動であり、

しかも建築士という資絡についてボランティアを受け入れる側から

も相応の認識が得られている こと を前提とし、特殊な技能知識を要

しない一般ボランティアと は異なり、専門ボランティアとして活動

するものである ことを l明石雀にしておくことが必要である 。

建築士がボランティア活動を行うに当たっては、その資格により

生ずる責任、義務、非' 断IJ 活動の範囲、活蹴¥i l l 桜等の諸点を明らか

にしておかなければならない。建築にかかる物的な事項に立ち入る

ため、必要な一定の認識をもっての活動になる。 地震災害時におけ

る建築物応急危険度調査のような所定の基準により作業を行う活動

は、建築士としての責任が伴うものであることから、十分な事前の

研修、定期に技術の補習を行って、受け入れイJ ! IJ に不信の残ることの

ないように努めなければならない。

なお、危険度の高い活動に対する安全性の引制呆と万ーの補償・問題、

不|時に備えて経常的に運営する支援t生l織の整備とその拠統化 に伴う

必要経費の調達、管理、運営の問題等、訪討週は多い。

最後に、建築士会迎合会で検討されていることを紹介する 。 その

'1
1
で、基本理念として、「災害 に対応する総合的 ・計 画的 な防災方

策は、国並びに 地 方公共団体力 ｾＱ￯ うものであるが、災害声Ｚ煉基本法

第 7粂第 2項の規定で r:t也方公共団体の住民は、防災に寄与するよ

うに努めなければならないj とされており、建築士会及び建築士は、

公論法人としてまた専門資格者として、公共の福祉増進のため防災

に対して常時| 刻心を持ち、建築活動の中に閃映すべきである」とあ

げている 。

( しらいし せいじ 社団法人大阪府建築士会会長)



1年 4 カ月自 の現状をみる

被災都市とまちづくり制度

平 山 洋 介

地震の発生から l 年と 4 カ月が経過した。被災者[1市ではまちづく

りは日常の風景である 。復興に向けた計画はあらゆる手法を動員 し

て策定され、すでに実JJ 包に移されている 。住民の集会、住宅再建の

相談会、共同建て替えの話し合いなどが連日のように行われている 。

多数のまちづくり協議会が Ｑ 止ｾ哉された 。 多彩なプロジ、エク 卜が 具体

的に動きはじめている 。

しかし、率直にいえば、復興を目指した努力の手ごたえは弱い。

市街地では倒壊した建築物の撤去が進んで“ 原っぱ" 化した無惨な

光景が広がっている 。住宅ストックは撲滅してコミュ ニテ ィl胡! 撤

した。郊外と人工島に整列した仮設住宅は荒涼とした風景をつくり、

入居者の気分を窒息させている。多岐にわたる復雑な問題は市民を

少しずつ痛撃してきた。

復興の成否に ｊｩｾ 滞陣及ぼす要素のひとつは、まちづくりに関連す

る制度のあり方であろう 。震災が多様な制度の改善を促したことは

確かである 。 しかし、全体として基底的な変換はみられず、まちづ

くり制度は既存の枠組みを踏襲して被災都市に適用された。復興の

仕事はそれ自体の成果が重要てあるだけでやなく、既成の技法を検証

する普通的な実験の場面営形成しているい、えよう 。

主計命的にし、えば、 f制 Eのまちづくり制度の単純使用では、復興へ

の接近は非常に困葉ffrである 。 このことは震災の打1準があまりにも強

烈であるところに要因がある 。 しかし、それに並行して、現代の都

市が経済成長の減速、産業構成のリストラ、高齢紅会の形成など、

E徒庁府IIーの全面的な変動の逸ヒに位置している点に注意しておく必

要がある 。 この湘服iの中にあ って、まちづくりの枠組みは“ 制度疲

労" を招き、かつてのような郊果を発婦できない局面を多発させて

いる 。復興の停滞は、これまでのまちづくり制度の原理的な限界を

提 起 す る 俄IJ をはたしている 。

以下てやは、大都市 ・キ111戸市を素材として、被災者11市の現状をラフ

にスケッチしてみたい。

パブリック・シティ

復興計画の中心的手段として、公権力による者[I i'惰十画が使用され

る。市街地再開発、土地区匝陛理などの事業が 6 地区、 233ha に適

用された。近代以降の社会では、公共性を備えた目的のためであれ

ば、ね ｩｾｾ 制限し 、者 ｉ ｬ ￯Ｇ ｬ ￯言 一 ｉ Ｍ｀ ｉ を 実 行できることが認定されている 。

しかし被災都市では、この“ 公共性" は強〈捌嘉するようにな った。

ひとつは、計画への令意の問題てある 。都干行計画は昨年の 3 月17

日に決定された。地震発生から 2 カ月後の速攻決定であった。住民

と行政の聞に強い摩擦が生じたことは記憶に新しい。言十画案が発表

されたとき、事喋区域の住民1 ; ) :被災して生活力主鹿滅した状態にあっ

た。一方的に投下された公権力に対して、 2400件に及ぶ意見書が提

出された。都市計画の歴史の中て、最大j見J模の抗議表明であった。計

l亙ri =R: 定のプロセスに対して議会は関与できない。公聴会は開催しな

くてよい 。 市民は縦胞 ｕ ｬｬＱ ｾＱ 中に意見 書を 提出できるだけである 。 者 Ｑ Ｑ

T隠れ直|番号義会は “子定どおり" に計画案を承認した。 この計画決定

は制度的にはとりあえず合法である 。 しかし、合法性と正当性が一

致する t は限らないことを表現した。

者間7計画の早急な決定は、無秩序な建築行為の規制と計画|的な復

興の必要を論拠としている 。 しかし、現実には補助金をめぐる中央

と地方の関係に起因する問題があ った。言「匝快走の遂行は必ずしも

地方の自主的な判断だけではなく、むしろ中央主導のシナリオが準

備されていた可能性が強い。補正予算の申請期間は 3月31日であっ

た。被災地の市、県が事業への補助金を申請するには基本計画が必

要であり、基本計画の作成には計匝欣定が要件である 。補助金を獲

得できるとしても、震災のために財政逼迫が必至の市、県は、補助

ワラを負担できる見通しが得られな し、。建設省は、 市、県に対して

補助ワラに見合う地方交付手見を配分するな E、計画快走の進行のた

めに強力な誘引を提示したといわれている 。被災地の行政からすれ

ば、次年度以降に財政支援を十分に獲得できる保証はなく、目の前

に差 し出されたオファ ーを年度内に確保してしまいた い。建設省は

地震安臼三の直後に外郭団体を使って被災地に乗り込み、計画立案作

業を直ちにスタ ー トさせてい る。中央に集約された公権力は強力で、

ある 。

事業区域ではまちづくり 1tJ;議会が設置され、住民と行政の話し合

いを通じた計画づくりカf はじまっている 。計画決定が紛糾した こと

から、行政は住民との“ 協働" を重視する方針を公表した。 しかし、

協議企はあくまで任意団体であり、法的な正問肱備えていない。者11

7惰十匝11立法的な裏付け をもった flJl1i雀な権力が行政に付与されている。

一般的なまちづくりのプロ セスでは、最初に 協議会をつくり、住民

の合意形成をへて、 事業手法の選択に進む。 これに対して、事業区

域てやは最初に都市計画の“ 決定" の事実があって、その後に| 淵桧

が設置された。プロセスの“ 逆転" が認められる 。出品1義会の多くは

行政の似IJ から住民に働きカ3 けて1雌哉されたものである。協議会が“ 合

意" の演出の場面に使用される可能性は否定できない。 これらの点

に住民のフラス トレーションがある 。

もうひとつは、計画の内容それ自体の問題である。都市計画は道

路基盤、公固などの公共施設の整備を主f I 艮とした制度にもとづいて

いる 。 しかし、被災市f却也への都干慌十画の適用は、住む場所の再生、

生活の再建、コミュニテ ィの回復などの視角ヵ、ら訓耐を受けるべき

だろう 。“ 公共性" のプライオ リティが常に公共施設にあるとは限ら
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ない。都市計画ては従前資産は祁lir抄JU' l . である 。 しかし、建築物の

大半は倒壊しており、補償対象は滅失した状態にある 。市街地では

土地の所相住、借地権はもとより鞠¥111である 。区画整理では公共施

設は援怖されるとしても、被災者の住宅再建の可能性は別問題であ

る。住まいの問題を念頭に置いて、住宅市街地総合整官桐エ業、密集

住宅市f釦也整備促進事業な E の住環境整備事業との合併施行、被災

市qti : 地復興持別措置法による復fH以iミ同住宅.区などの技法カ主導入され

た。 しかし、 その有効性は現時点てやは不明|慌てある 。再開発てやは*

ｾＺｉ 財街 ｉｊ 者の再入居は 一 般的に難しし、 。 被災者は補償対象を失ってお

り、再入居はい っそう装闘元する可能性がある。通常の者府間十画の使

用はコミュニティの自11散を心掛主する効果をもたらすだろう 。

再開発、区画整理は都市の“ 成長" を百可能とした事業である 。キ11
1

戸市の復興計岡は大型フ。ロジ‘ ェク 卜の述発を基111111 とし た組み立てに

なっている 。 しかし、都市の部境条件は明らかに lli 王挽IV:1に入ってい

た。都市が自動的に資本を呼び込める 11制対立過ぎP去った。高齢社会

の投資力は弱い。地イmi は停滞している 。被災者11市からは大量の人口、

資本、雇用が流出した。 これが必ず戻ってくると予測できる証拠は

見あたらない。再開発では保留床の売却は苓易ではなく、少なくと

も商業床としての成立は難しいだろう 。 区内整理はかがｾと地価増進

の相殺を好的ワできない。多数の大型プロジ‘ェクトは互いに資本の奪

い合いを招き、競争力f激化するだろう 。“成長" を中間処とした卒業の

技法を再考すべき H寺矧を迎えている 。

再 Hトl発は、超高層建築と大;J;Jtrtkな公園の組み令わせが空I-M-J言-1個|の

基調である。 この卒業は、空間の“ 使月二Hill i1ia" のすべてを“ 交換制

f直" に換却するところか ら計画の'Ff絡を決定していく。従前の土地

は、特定の環境、最紘歴史に結びついたfm舶をもっている 。 この

土 地は再開発ビノレの床 ｴ “ 等 イ ｩｬｦｩＢ とみなされる 。卒業の 採ｘＷｾＧ性は、

市制 Ｑｾ の完全消化を欲求して超高層建築を必然化する 。 公園の方眼

は補助金の基準に縛られて決定される。六甲道南地区の再開発は、

平均等半干 ＱｾＴＵ ＰＥ の超 高層建築と Ｑｨ｡ の公園か ら 構成される、 Ｕ ｟ 9ha  

の大型プロジ‘ ェクトである 。司工業区域の協議会は樹酬な空II -¥J 計画

に嫌悪J惑を党え、行政との話し令いを通じて、計回内森に手を加え

ようと努力してきている 。中低用のムtt 築を主体として、小規棋な公

図を分散的に配置するアイデアなどが検討された。 しかし、事業の

紛斉Jffi !1rrのもとでは柄1H. 公闘のが防長の改変は興ft い、。再開発制定

った復興は“ イ如l !f mi 値" の盟かなかJIJ'dこ立淵lするのではなく、“ 交換

価値" にf樹高して進んで、いる。

司l業区域は者11栴十画の亦{ 践としてはjよい。 しかし、被災市街地の

全体からすれば、 4 %の面積を占めるにすぎない。そ こでは大量の事

業費、多数の行政スタッフ、 コンサルタ ン 卜など、膨大な資源が投

60 

入される。これ以外の9 6 %のエリアは、住環す遇制1の任意事業が適

用されているこ t はあっても、その力は弱〈、行政スタッフの配置

は少ない。放置されているに等しい。布1
1戸市のスタッフ配分は、区

画整理部216名、再開発音11113名に比べて、住環境整備音1Iは34名てあ

る。広大な被災市観地の中で、局部的に大型プロジ、エク卜が仕掛げ

られ、そこに資源が伍端に集中している 。 この資源配分が“ 公共性"

を主張している 。

公権力がっくり出すノ f ブリック ・シティは、近代者1I 市計画への信

頼に依拠してきた。被災都市では、その論拠があらためて問われて

いる 。合法的な“ 公共性" であっても、その正当性カ可直ちに成立す

るとは限らない場面カ宅見れてし、る 。合意形成、著13邸 ii 境、空間言十岡

などの問題は、これまでに繰り返し指摘されてきた。従来の都T惰 |ー

匝|は、この矛盾をどうにかして押さえ込みながら進んで、きた。 しか

し被災都市のように佑機の|時引を迎えれば、牙' 盾はし、 っきょに l噴

出する 。

プライベート・シティ

復興の毒機は住宅再建である 。被災者は何よりも住む場所の|司復

を望んでいる。 自分が住んでいた場所に復帰できることを願ってい

る。 ところが、この住宅再建は被雑な障壁に直面して、イ手術した状

況を示している 。 そこで1ま現行の制度て1ま解けない問題が広がって

L、る。

第一に、被災者の多くはf邸 !日号、市齢の世帯であり、住宅への投

資力がもともと弱い。被災のために就労、収入はいっそう不安定に

なっている 。土地を所有していても、再建の資力をもっていない世

幣が多い。大量の長屋、木賞住宅が滅失した。 その家主はやはり日

齢化している 。再建の資力があっても、再建後の住宅は家賃が大幅

に上井する 。長屋、木賃住宅は狭小、低質、老朽などの問題をもっ

ていた。 しｍ カか、し、近代的な住宅市場の経紛 ｩ済斉原理とは削ｾＡ

低 家 ｩ賃雪の住宅ス トツクを存立させていた 。 この家賃 Ｗｍｾ の両呪はき

わめて難しい。

住宅再建を資金面ヵ、ら支援するために、金融公庫、兵庫県、キ11
1
戸

市による低利融資、及び民災復興基金による利子中i I i 給カ当時有された。

しカ、し、高台転者はこれを利用するための信用力を備えていない。こl

地に抵当権が設定されているときは、残債を解il ヰしな い| 浪り、公庫

融資を受ける資格がな い。 これまでの住宅融資は経済、所樹、地価

の上昇を前提として、中堅 l立幣ぞ主なターゲッ 卜に据えていた。fl

債があっても、所得は上昇して負担は次第に軽減される 。住宅取科

はインフレヘッジとして機能する 。 しかし、そうした技法は市齢者

が比重を高めた社会に対しては効力が低L、。地価の低落は負債がリ



スクをともなうことを明示した。賃貸住宅の再建のために特優賞住

宅、特目賃住宅などの制度がある 。 しかし、これらの手法を利用し

でも、従前家賃の再現の困難、家賃の経年上昇、賃貸住宅市場の不

安定化、それにともなう投資リスクなどの問題が認められる 。

第二は、空間条件以闘しである 。市街也で、は狭小腕也、加E判即也、

現広報道』如也、それらの密集、基量制三整備などの問題刑噴き ｉ ｾｾ ｉ してい

る。建築基当与去に適合していない既存不適格の住宅が大量に倒壊し

た。接道不良の狭ノJサ加也が広範に広がっている 。既存不通俗住宅は

建て替えるときは核道、建ぺい率、宗Ｎｾ制限などの規制が謀せられ

る。単純な再建さえ難しい。従前の建築面積、延ぺ床面積は確保てや

きない; 場合が多い。建築行為が実際に不可能になっているケースは

珍しくない。インナーシティでは 10- 20坪の主主地が主流である 。 2

エ頁道路の後退によって見知也が削られ、建ぺい率の範囲内に住宅を再

建しようとしても、適切な平面計画は不可能に近い。被災者は“ 2

項道路" “ 建ぺい率" な E の用語の意味を知って気分が滅入ってい

る。

建築基準法は適切な環境を実現していくための基礎的な制度であ

る。 これに依拠していれば、いずれは空間の秒ジ芋ヵワ|ヲ成されるはず

であった。 しかし、被災市街地の現状は、基準法とはまったく整合

しない空間が主流を占めている事実を証明している 。土地の登記、

売買、税制などに関連する制度は基準法とは連動せず、無秩序な分

筆を再生産してきた。基準法の単独の規制だけでは空間条件の混乱

を収束て》ないことがあらためて碓認、された。狭小喜久I也の; fxi 斉のた

めに、インナ一長屋制度の活用が予定されている。しかし、この手

法は区域内の住民の合意を要f牛とするなど 、実際には適用はきわめ

て限定されるだろう 。インナ一長屋制度が既存不通俗住宅を救出で

きる事例があるとしても、司7街地全体における喜久地の分筆は停止で

きない。

第三 に、 4倒リ関係、l封鎖fEに入り乱れている 。空間条件の混乱のも

とで、住宅再建は1t!J 制 ・共同建て替えが諜題とされている 。協調 ・

共同化を抜きにして再建できない場合がある 。 し力、し、底地権、借

I雌、借家維が入り混じる市御也ては、樹IJ 関係はもともと複雑で

ある 。長屋住宅てやは一棟の連物の中に多様なオ街IJカf絡み合っている 。

良災による多数の高齢者の死亡は、大量の相続問題を招き、権利|共i

係の複制ヒに拍車をかけている 。こうしたキ倒'1]1掲係の鮒: 創立、協調・

共同建て管えの可能性を強〈限定する 。

4街 IJ 関係のi昆乱はあくまで民間の問題てあり、公的な介入は一般

的に期待て3 ない。借地借家法の範囲内で自力で、解決すべき問題と

して位置づけられてし佐 。被災した借地人、借家人の保訟を目的と

して催災者Ilr同部也借家臨H奇弛理法が適用された。建築物カヲ滅失して

も借地J在の対抗力が持別に認められる 。借家人! . : J : i誌tt t ! J 径の優先淑得

権、再建住宅への優先入居権が付与された。 しかし、この制度は多

数の矛盾があり、才街IJ関係のいっそうの複幸fHヒをもたらし、住宅再

建を遅らせる可能性がある。住環境整備事業、及び優良建築牧l等整

備事業は共同化への補助を当劫mしている 。 しかし、こ の補助は共用

施設部分、計画 ・設計費など への対応にとどま っている。権利関係

の整理ｉｬＮｾ促すほどのインセンティブにはなっていない 。

筆者らは灘区南東部の約80ha のエリアを対象として、 4555の敷

地の定点掛則を行ってきた。 これによれば、地震発生から 1年カf経

過した 1996年 1 月時点において、全男知也数の38%は建築物が向柄本さ

れたままで放置されている。この比率は全半壊敷地数に対しては

59%に及ぶ。市街地が依然として“ 原っぱ" 化している事実が認め

られる。恒久住宅は少しずつ建築がはじまっている。 しかし全 蜘也

の13%、全半壊事文地の20% を占めるにすぎな い。この多くは接道条

件、蜘也規撲が良好なケースである 。似ゆえI也などでは建築行為は

きわめて少ない。

者11市の大半は私的に所有されるプライベー 卜・シティである 。住

宅再建の仕事を手伝っていると、市街I也の混乱 を実感する 。無抜道

の狭小敷地カ精区の中央に集ま っていて、按道引制呆するための方

法を発見できないことがある 。住宅が実は道路の上に建っていたと

いうケースがある 。重文地の中に“ アオセン" “ アカセン" がはしって

いる場合がある 。底:tjjJ;ffjj と借地J権の配分をめぐる争いが頻発する。

家主は擢災者11市法を黙殺しようとして、優先入居権を主張する借家

人との紛争を引 き起こす。“ 旭保護IJ れ" した土地をも っている被災者

を救済するための芳法が見つからない。土地を売却しでも負債は残

る。路地が 2項道路なのかどうかを判別できない場合さえある 。相

続の係争が共同建て替えのえ、ックになっている。市街地は私的に切

り刻まれ、リアルな混乱を生みだし、プライベー卜 ・シティの末路

を? 暗示している 。

住宅への融資 ・補助、建築基当階、借地借家法などは、プライベ

ー卜・ シティに規制・ 誘導を行い、 一定の規範を形成しようとする

制 度的な装置である。 しかし、被災都市における住宅再建の ｲ ｾ 腿創立、

これ らの制度に州値している欠陥と限界を鮮明に掘り起こしている 。

コミユニタリアンズ・シティ

住むための; 場所を取り戻し、コミュ ニティを蘇生に導き、まちづ

くりを建ち上げ、そのオ、ッ トワークを組み上げる 地点から被災者11市

の再生を展望する必要がある 。現代の都市は環ぢ検件の変動が著し

い。大型プロジ、エクトを起; 燥させるための根拠は備えていない。“ 成

長" を前提とした一連の技法は安定性を失った。むしろ コミュニテ
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イごとに独自の行動を育み、その確実な積み重ねを互いに過当: 市し、

そこから都市全体の再生に接近していく戦111各に期待が寄せられてい

る。パブ リック ・シティとプライベー卜 ・シティは互いに分裂し、

高度に制度化 された現代都市は綻びを露呈しはじめた。 その“ 間隙"

に新たな選J尺j肢を発見するための試みカ理見れている。

コミュニティ主体のまちづくりの方法としては協議会方式が主流

である 。神戸市では震災以前に 12の協議会カヲ杉成されていた。この

数は震災の後に増え続け、現在てやは 100前後の; tfj 織が存在するい、

われて いる。復興まちづくりはまさに 日常の風来を形成するように

なった。震災の危機に対 して協議会がど こまで‘ 威力を発婦できるの

かが注目を集めて いる。

し か し、 以前から ｦ 尉 ｼ 有されているように、 ｼ あ， ｦｩｾ 員会方式のまちづく

りは制度的な基盤が必ずしも明快で、はなく、そこに治在的な弱点を

もっていた。 この問題は被災都市のr - I一1てやは次第に顕在化 し、克服す

べき状況として発現してきている 。

第ーは、パブリック ・シティとの関係である 。先述したように、

協議会は任意団体てあり、その活動に法的な装付りはない。行政に

対して協議会州合l き合うとき、行政の側 には協議会の意向を施策に

組み入れる義務は発生しない。震災以前から到j いている協議会はま

ちづくり条例にもとづく行政の認定ぞ受け、“ まちづくり提案" によ

る計画をつくり、行政との聞に“ まちづく り協定" を結んでいる; 場

合がある 。 しかし、 この段階に至るには、 一般的に数年の11寺聞が必

要である 。現在の協議会の大半は行政の認定を取り 付 けて いない。

行政カ濡定するとしても、その根拠はあくまで。剣 11J-(あり、法的な

副 知 弱 い。パブリック ・シティの中では |綱島会と行政の関係は対

等ではない。 また、長災以後のW，f ，' ，&会は住民カ清|げ放した状態の"1'で

設立されている 。時IM1的な制約のもとて" ; t J : l i l 1品化が急、カ守れたケースが

一般的である 。 このため、組織の建ち上げに求められる手続きは不

明11京てある場合が多〈、 1t!Jl i給によるコミュニティの代羽生が安定

性を欠いていることがある 。 そうした1tJ，議会による行政との関係は

住民からの信版制@保できるとは!浪らない。

第二は、プライベート ・シティとの|剥係である 。被災した市役?地

ではいきなり具体的な事業がはじまる 。 とくに急がれるのは共同建

て替えなどの住宅再建である 。 しかし、まちづくりの "1吋やは住宅の

問題はプライベー卜 な性絡をも っている部分である 。ttJi 議会がプラ

イベー 卜な事業に関与しようとするとき、住民との間にある種の緊

張関係が生じる場合がある。 これまでのまちづくりは街路、公固な

どの公共的な空間の将来計画が主な焦点てがあった。 これに比ぺて、

被災者11市のW，号治会はプライベー 卜・シティとの関係カ可楽まっている 。

しかし、 ｭｾｲｾ 会はプライベ ー 卜な問題にど こ まで関与すべきか、そ
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もそも 個別将司lに介入できる権限を備えているのか。 これらの問題

は制度的に整理されな いままで復興まちづくりが進んでいる。

こう した課題をかかえてはいるが、 ttJ i議会のいくつかは、従来の

限界を乗り越え、まちづくりの新たな展開を試行しはじめている 。

長田区 ・真野地区の コミュニテ ィは協号義会方式のまちづくりを先

駆的にスタ ー卜 させ、長年にわたって持続的に成果を蓄積してきた

ことで全国的に有名である 。 ここ では、震災を契機と して、住民組

織が連帯したまちづくり会館の設置、共同建て替えの具附ヒ、まち

づくり有限会社の設立、住宅再建への支援、多数の調査活動、 コミ

ュニテ ィ新聞の拠続的発行、福祉関係の複合施設と高齢者住宅の建

設への住民参加など、 コミュ ニティの行動は到粗削"J に広カf った。

東灘区 ・森南地区の住民は、区画整理の者|行時十iili n決定にプロテス

トを表明すると ころから復興まちづくりを始動させた。 この地区の

コミュ ニティは自主的に協議会をつくり、全住民への意向訓査、“ 復

興まちづくり智章" の作成を行い、独自のカウンタ ー ・プランをま

とめるに至っている 。都市計画の公権力に対して素直に立ち向かい、

協議会と行政の関係のあり方に転機をもたらそうとしている 。

協議会、自活会などの住民千醐il まI幽納会に基盤制居えるフォ ー

マノレ ・クツレープである 。これとは別 に、震災はより自由に動くイン

フォ ーマノレ ・グループを生み出し ている。伝統的なI也縁社会とは奥

なる場所に多様なグループ。が生成 している点仁被災都市の特徴があ

る。東灘区 ・魚111奇地区てやは多数のア トリエ事務所が迎合する |剥西建

築家ボランティアが動いている 。兵庫区 ・本IIIJ ・公園てやはテン ト村の

住民が自力で仮設の居住地 を建設し、コミュニティの自主管盟に取

り組んできた。仮設住宅の自治法HA哉は自主的な環境改著に着手して

いる 。共同建て替えの任意のグループ。においても、 地縁社会からは

離れて行動しているケースが多い。 これらのインフォ ーマノレ ・グル

ープは通常のまちづくりの回路には釆っておらず、フォ ーマノレ ・グ

ノレープに比べて制度的にいっそう不安定である。 しかし、被災都市

の“ 間隙" から自由な発想、が生まれている点は注目されてよいだろ

フ。

明直の復興計画の限界は、近い将来に |明らヵ、になるだろう 。 その

限界は被災者1I市の特異な問題であるだけでなく、現代のすべての都

市 の 距|三に関連した問題として知党されるだろう 。震災を一過性の

特殊な状況として捉えるのではなく、まちづくり llilJ度の原理的な問

題に引 きつけて位置づけ、将来を展望するための新しい選J尺肢を手

に入れる必要がある 。無惨な“ 原っぱ" に向き合う中から、 出口を

徐京ーする努力が就いている 。

(ひらやま ようすけ村 戸 大 学 講 ｾｩｬｪ ・ Ｙ ￊ 達科 学 部人 ＱＱ｜Ｑ 涼岐科 学 科Ｉ
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大阪ドームは地下 1 階、 l t!!._上9 11l ' ' i の多目的ドー

ムであり、平而はi JH 歪活力200mの兵円形をして t 、

る。スタンド部分は SRC造、展級官11分は鉄廿造と

なっている 。 その緋造概要を図 1 ( こ示す。

図 1 構造概要図

スタンド部分は、 二 つのラーメン係輸を而也記T

でーイ刺ヒしたペア梨机を 1ぴ ご と に 36ペア円己し、

あらゆる角度に対して十分な耐力と問It性 制1倒恭し

ている。

l恒松宮11分 は '1' 3- ! : の直径134mの 球11ヲラメラトラ

ス部分と附mll の Y 字形のカ、、ーダーで州成されてお

り、ピン文メ( ，にてスタンドの 91併有11分 と 按1泣きれ

ている。ラメラトラス昔 ｉ Ｑ は Ｑ Ｍ ＱＱ Ｑ ヲ ｦ 闘を ｊｉｊｾ 、た 王 ｼ 正行 リ￡

トラスからな ってお り、 6 本のI - DIヲ鋼が集ま って

くる部分に六角形の鋳鋼ノードを係川している 。

屋根工事の概要

本 工 事tこお L、ては、催中艮欽'I'J ーを B l I l ' i ' i のレベノレ

でJ也k:l[ を行った後に所定の位;a まで日りヒげる、

リフトアップ工法ぞ保 ｊｆｉ してｾ， 0 。

リフトアップ仁法を採用したのは、 ① 日 ｲｾｦ 作業 ａ

の低; i J ，; ; 広告及品て ) Jキ，In度の1i i鮒菜、 ③I _CJ tJ lの短論点④

仮設オノfの低抗日よ な ど の 迎l指による 。

属中I叫 2ブJ ｛ ｾ ｊ ｾ のｩ￮Ｑｅれを 図 Ｒ ( こ示す。

今 川リフト アップを行う部分はu ' i : 筏134m のラ

メラトラス許1I分 (ffi1l : は約5500ton) であり 、y ' 子

ヵーーダーと l呼んで L 、る脚昔11は予め所定の位置2にセ

鉄骨トラス1也組

油庄ジャッキ鋸え付け

|  地切り工事 |  

↓  

|  リフトアップ工事 |  

|  定着工事 |  

|  ジャッキダウン |  
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図 2

屋根建方

工事の流れ

大阪ドーム屋根鉄骨のリフトアップ工事

近藤 実 こんどうみのる

側臼建設計大阪本社監理部

図 3

ットされている。 (図 3 )  

t  

Y 字ヵーーダーと接続されるノード昔11分 も ペ ア 架

柿 と 同 様 に 1σ ごとに 36ポイ ントあるカ丈 Y フ ト

アヅフ。の吊り点は一 つ おきの 18点としている 。

今回の工事の特徴は、リフトアップされる 外 周

鉄什トラス (T C7) が、 リフトア ッフ可時にはテン

ションリングとして屋4艮の変トI1予をJJ I l える昔日材とし

て働き、シャツキタeワンされた後はコンプレツシ

ョンリングとして ｦ ｾｊｊ くことである 。

地組工事

欽 Ｇ ｉ ｾ ｬ の ｬ ｷｊ よ Ｑ に当た っ ては、ユニッ ト化 を行い、

まずユニットて) 1 <，'1.皮管迎を行った後に、ベント桃

台に tr' J り_I: げてセッ卜していった。

地切り工事

地切り H寺には、届般の三法制犬1患がべン ト椛台で

の支持からリフトアップ吊り点のX -1寺に移行ーする

ため、 図 Ｔ に示すような変形がと ｉ ｾ じる 。 変位及び

，;e} ) J の育|一iWJ を行 った結来、寄与H ti {O:iill の仮定で行

った 解4析イ位の庁勾7 0 %となってし、る 。

バ 立 ¥

リフトアップ工事

注) 水平変位は半後方向

へ 倒Eがりを正、鉛直変

位此方を正、輔のは引

張りを正とし、すべて平

均値を示す。

リフトアップ立は、ジャッキダウン| 時の下がり

J 立を 70mm兄込んで"48. 97mと設定した。

届根のリフトアップは、 1 月2511 の 日の出とと

もに行われ、 1  ＱＱ て完了した 。 ｉｉ ｉ ｾ り上げ速度は約

5 m/同 盟Eで あ り 、 約 911寺1mて 所 定の ( "' ，百さまで、'IJ

り上げられた後、 4 カ 所 (9σ ピッチ) で仮定析

を 行 っ た ( 写 真 1 ) 。

写真 1 リフトアッフ.完 了 時

リフトアッフ' 11寺には、各，1"J り点のレベノレ差が、

20mm以 下 に な る よ う に コ ン ピ ュ ー タ ー で18古 の

油圧 ジ ャ ッ キ をmlJ 術lしており、約100ス テ ッ プ の

ストロークはスムーズに繰り返された。

定着工事

Y 字ガーダーとの定析はおゴJ ポノレ ト機令として

おり、屋級の釘 ｲｾ 等による診避を吸収するために、

ピン支局G丘傍に淵整部分を設けた。

したが っ て、定れに当たっては、 ｔｃＷ イｊＡｩ ｊ Ｍｃ‘ ｹ ｾ ド

ガーダーの先端を機合した後、 il Ui J務官I1材の長さを

手宇都位ごとに災証III ・製作し、抜令していった。

ジャッキダウン工事

ジ. ヤツキタeワンーCFI 立、ジ. ヤツキにかかってい

る荷量を徐々に解欣してゆくよ布である 。

このとき、単線の変形としては、ピン支承官11分

を' 1' 心 とした川仮による変形と T C 7が コ ン プ レ

ッションリングとなることによるむくり」こがりの

変形の足し令わせとなる。 1買部変イ立がtT' J り点の 変

位 よ り 小 さ い の は 、 そ の た め で あ る ( 図 的。

変 Ｑ Ｑ ヲ及び各告 ＱＱｾ ＭＺｉ Ｇ ＩＮ￨ｽ Ｉｊ は、ほＡｬＧ解Ｚ［ｪＧｊ￭で予定 ｬ された

他と 一致して L 、る。 また、 9 附床全体がテンショ

ンリングとな って、約10kg/cm'の 引 張 り 応 力 が 作

川しており、 l白モ方的Iに 7mm広 がったが、 目立っ

たひびi ! i tJ れの発生は凡られなかった。

おわりに 大阪ド ーム 処［Ｚ［ｕ ＼ ｉ ｾ に ｼ剥わる 多〈の ＩＧ￮ 々の労 Ｉｊ

により、 リフト アヅプ｛ｊ ｉｾ ・ ジャッ キダウ ン Ｍ ｕ ｉｾ を無 ＧＮＧＱ＾ 終え

ることができました 。 ここにＡｾ｝ｪのなを哀します 。



床下通気管とトラップ

河 津 隆 之 かわづたかゆき

河津隆之事務所所長

床下泊気付・とは、低位通安i符のなかで床下に配 s，{[ わた1. 5m/s です。管の勾配を緩くしてi百L迷を れば、その岱ーをしば しば必過する流量に対し、田

谷・されたものぞ桁 しますが、 低位 j心気管は 『空気 この数値より小さくすると、洗い流す作用が弱〈 標では 0. 5D 程度の流水深をも った排水) はその

制 和 ・ 術 ｈ ｆｉ ｾ ＢｉｬＮ辞 典 ｊ (空気制利 ・術生工学針漏) なり貯砂J釘持管内に停守iFさせることになり、勾自己 上流の空気を号 |っ張るとともに、その下流の空気

によれば、その附の最 高位の総共のあふれ紘から を急、にすると流速は速くなりますが、同一管径で、 を判l しながら移動し てゆきます。 このように流7)<

上 方150mmの位置 よ り下位て. 配11; されている 検定 同一流誌では竹内の流水深は浅くな り、十別企Jが浮 i栄は管径の 50% ほどですから 、管の上部は管内笠

通気管。と，111.ています。 いて説EillJ J しないため、その摘記さi能力はまたまた低 気の流通械として残っているわけです。

この床下j凪気管では、 11寺にtlt 7)<包ーに設計税Ei i 1以 下してしまいます 。 その七、 Ｑｾ［ の Ｑ ＱＱＮ Ｑ がり音ｾや合流 言 い換えますと、排水のない# ト7 ) < 管内て. は大気

」 二の多 誌の ｴ ゆ Ｑ＼ が ｪ 荒れた Ｚｴ ｾ ｪ ，令、まれに通気管 内 に 点ては跳ねノ1 < やi J tE7) <面の騒苦しが起こり、ひいては、 圧の空気が充J附していますが、いったんtll '7l<:b
f

:!tf-;

汚水が1来れ込み、この士砂防税れ去った後に汚物 管内 ｾ ｶＮ 王の 変 動 力吠になり、総共 ト ラップ討 Ｗ ド の まると相1・7ドJ鬼を墳にして、その上流で、は負j王 伏

類が伐さ札管内に付者し、 ｪ 齢ＨｴｴＧ｜ ー を ｉ Ａｊｾ そくしか 安定をおびやかすことにもなります。 気圧より低L、圧力) 、下l荒て‘ は」主圧 θ 改 涯 よ り 市

ねません。 まして床下通気管どうしの按絞はその 最 小iJiE述。 6111/ s 1立、 A S A A40 .  3- 19551こ決 い圧力) になります。

危険が大です。絶対に行ってはならない こ とです。 められた数値で、 H A S S 206ても踏襲しています。 こ の玖ｾを身近なＺ￯［Ｉ羽子 ＱＩ で ｾ｛￭ してみましょう 。 地

これは、設備技術者には周知のことであるはず また勾配も I-I A S S 206で決められていますが、 下鉄、そのホー ムの階段什近に立てば、列車が入

てーす。が、設計閣には数多くこの誤った設計が収 管径の逆数と j，'t えていれば差し支えな い と思いま ってくる 11.¥' はかなり 強 い風が休に吹き 付 けてくる

り入れられており、→皮市i仮の技術世でさえ、 は す。例えば径65mmの管て. は 1/ 65、これに近い数値 のが、 ｭ ｾ Ｇ￪してホ ー ム制 ｉ 主れていく ｴ 階段 ゴ ニ 方か

とんど この禁じられた配管法で記されています。 は1/ 50 とい った共合です。 ら風が吹き下ろしてくるの料ぷじられるはずです。

誌市古技初開1 二、なぜこの警告止されている通気配管 すなわち、排水管にはt I ト水に流速を与えるため すなわち列車が進入してくる l時にはトンオ、ノレ内の

法ぞ設計などに取り 入れているかを ;E} ね ま す し に勾配をつけます。ですから、 排 水管の車到絡に大 空気は押 されRヨ王に、 列車 が出てL 、< n寺は負圧に

方法力汗J もりだと L、う こ とは女11っているが、排7仲良z 染や 小 染があって 、 勾配をｾ Ｚｦｉ 持させるために管の なり、 この正負を大知王に戻すためにホー ムてやは

枝管から取り .111，されたそれぞれのノレーフ。通 気rl2:を 貫通を考えるか、梁をかわすために管の勾配ぞ変 方向の変わる空気の流れを感じるのです。

床下から天井まで. 立ち上げる配管ースペース Gi bた えるかの制尺では、もちろんI向者を送主ぶべきで、 しかし、排水樹主管の上部空r :nをあけておくだ

でも 75mm'!'お支のスペース) を建築サイドて取って 安易に管勾配を変えるべきではないのです。 けて、は排 Ｗ ｊ＼ｪ鬼流下 ＱＱ 奇ーの管内剣玉を ｾ ｩ ｦ［ に 土 水柱 ＲＵｭｭ

下通気管の設

計施工法につ

いての認青色を

改めて蜘巴し

たく、 まp: をと

ってみました。

排水管内の水の流れ

重力王 Ｂｊｾ ｉ ， ＷＩ＼て‘は、汚水は勾 配 のある 排水 管 内 を

流れ下って ゆきます。 そのl時の排水管の径深( 流

水即日開ＧｬＧＮｴ Ｏ ｬｬｬｬ Ｉ ｩｬｬ 長て、排水谷Ｚの場令、 ｾ ｩ Ｚ ｲＮｪｩ ＳＱｅとして

径i奈はな; の旺筏をD とすればD / 4となります) と、

符の勾配と符草山支係数によ ってある速度で管内を

流下します 。もっ とも、 Ｑ 似た流ノ ド の ｬ 侍は計・ ＮＧｴｩｾ され

た速度と; TJ なる場合もあります。 なお、 i!刻犬j清I7)<

は、 i先i守;"1"1'イ.) き大便器からの排水や、掃除刑流し

にそのボワノレの ｩ 奈さの Ｑ ＯＲ ιｌ ｉＺｊ ｉ ＧｩＧ叙したＷＩ＼ｾ排水

したnw，に起こりやす い と文献に凡 えて います。

次にZ)I務所ヒツν の平均的な仮! J r J i .1: JZ而では、排水

繍枝管ー内の汚水はそのi皮23が最初のおきの約 30

% くらいの低下て羽i' 水立てな: に流れ込むようです。

したが っ て、ね Ｑ ， ＷＩ＼繊枝管が Ｑｾ Ｑ ＧＷ ド 立て Ｑｾ Ｚ・ Ｔ こ合すると

きの継手は排水T 管です。広 < 1i t ! われて いるT Y

往ては、ここで、急、に打ft速力平められた汚水が立て

管 内 に 入 札 管 内の気圧の変化は大になります。

では、排水管の好ましいj荒地とは、 i刷、0.6111/

トラップと排水管内の空気の流れ

排水省: の始点は、 一 般に術生器共などによ って

以下におさえることは出来ません。 どうしても排

が悩枝管の上流、最初の器共有1，* 管: が接続された

直後と他の要所に通気管を設けなければなりませ

居住空It:Iに|井l口しているとニろです。 したがって ん 。 こ れはノレープ通 安 ｬＮｾｾＺと呼ばれ、我が国では基

この倒所に、排水管内に充Ji 出している臭気 や生息 本的な通気管です。 また通気管の口径も、空気の

して い るかもしれない術住吉.: .!.hをlilll l: するために 出入りがPJi-I 'l.にできる 口径でなければなりません。

トラップが設けられています。弓ほの トラップは この通知まによ って管内気圧変動の幅ぞ: t 7ド伎

すべて水封式て烏あ って、 I先而総を例にとりますし ＲＵ ｭ 叫 ｾ下 ｬ こおさえます。なぜて、しよう。それは ｩ 先

排水口のすぐ下に取り付けられています。 あのU 而器な E の封水深は 50mmで、これ力主私たちが似: 0 F 1

図 2 器具 トラップ

する ー 吻宜 的 なｾＡ斤生探具の ま フ ｝Ｗ ｬ＼ ｩｾ てＮすが、 もし管内

の気圧変動IJが * ;1圭50mml こなると、残留封水深は

25mmにな ってしまうからです。 なお、これはI'f(. 的

到'Jf1三のl砕ですから、i l l 1.爪勺ではも っ と小きくなる; 場

合もあるで‘ しょう 。

また、衛生若器具の設置された室内の術生上良好

な環境のためには実験によれば、総具トラップの

残留主す Ｗ Ｑ＼ ￬ｾ の最小 Ｑ ＮＺＱＺ 25mmとも 言 われています。

きて、通気恰は物言 わねな: と 言え ます。排水省:

では詰まればすくー5 : f : 思表示します。しかしトラッ

プ封71<* 筒寺のためには最も大事な通気管は、内部

に詰まりが生じて残留主わI<i奈が25mmを¥1' 11ってしま

う恐れがあ ってもなかなかわかりません。

したがって、通気管が排水管のバイパスになる

かも知れな L 、床下通気管どうしの接続は絶 対に し

てはならない こ とを重ねて強認可しておきますとと

もに、 この 床下通気管? を互いに桜絞しなくとも、

おのおのカ吠井袈まで立ち上げられ、そ こで桜絞

できるようなノレーフ。通気管の立ち七げスペースの

設置を、長I ! 築技術者に切望して終わりとします。
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新規高性能A E減 水 剤

倭 富 士桜 やまと ふじお

花王側化学昂研究所

はじめに

コンクリートの需要増大とコンクリー卜建造物

の大型化 ・複雑化が大きく進んだ1980年以降は、

生コンプラントで添加してから、建設作業が終7

するまてコンクリー トの流却11'1をえ，1師寺し、 しかも

日強度領域まで. の単位71<il 1 の低減を実現したナフ

タレン系高性能A E i)i，)Cド斉IJ Iマイテイ 2000J シリ

ーズが注目を集めた。

しかし、コンクリ ート の中心的な技術"} i 別辺であ

る尚強度化や114耐 久化 、1泡工の合理化については、

今後ますます高度な水準ての実胞が要求されるこ

とが. : y';t! ; l される 。 これに応えるため、当社では分

1放性fiEを到制' ; 1( 1') に防止させ、 しかも i脚 附IJj添加に

よる ゐ 蹴 ｼ 時間の遅れを大怖に ｩ 此かさせる事ｾｏ［見コ ン

クリート用品ルJ<斉IJ の開発に取り組み、このほどそ

の完成に 至っ た。 この新しい減水斉IJ ( マイテイ

3000) についての機能設計の考えかたや特長につ

いて紹介する 。

高性能減水剤の構造と機能

向性fmi. ル]'c剤 といわれるセメ ン ト用分散斉IJ の多

くは、 ｹ ド ｪ 本 性高分 子 か ら なり、数種類の上 ｴￆ 交的土ｾ ，

純な形の低 分子が繰り返し配列した化学 防造の も

ので、繰り返し単位の化学名弘迭によ って図 1 Iこ示

す 4 騒 がf"議 (1勺なrz性 能i成水剤として知られて L 、

る。 これらのi)i，)CJゆ lは 化学制造的に類似l!，があり、

いずれも :1*: ，、主:$j '比 例l鎖からなり、そのイ)11]釧に分

散に重要な官能悲 ( S03M、 C OOM、 ( EO) pな

り を 持 つ 椛 造 か ら な る 。 この主鎖とイ! ! リ鎖の長さ

の関係をイメ ー ジ(1勺に示せば、 図 2 のようになる 。

このような高性自 ｾ￬ Ｎ 成水剤の梢造が、コンクリ ー

トスラリ ー1:1" では長い主鎖がセメン 卜表商に 11及活

し、そしてマイナスに特屯した官官回きがセメント

粒子 の相互接近を妨げる反発力となってセメント

粒子守分放させる 。 またポリカノレボ、ン彫涼のi砂 ]'c

剤は、 ｪＧ ｦＮ ｦＢＧ ， ｾ占的な反発力に加え、短い ｅｏ 鎖による

立体的な反発力も分散に寄与しているものと考え

られる 。

しかしながら、これ ら 従来の高性 向 ｾ￬ Ｎ成水剤てＢは

コンクリ ート スラリーのイオン強度が大きくなる

と、セメントキ立子の表而屯位( ゼーター危位) が

著しく低下する 。 そのため氾気的な反発力が小さ

くなり、分依性が大幅に低下する 。従 って、高度

にi)O!ルド↑ 生が要求されるrz強度コンクリートのイオ

ン強度領域では2.5性ti凶! Z7k剤lの添力1] 11を地加させ

る必要があり、それに宇l'い、凝結遅延の問題が避

けられなくなる 言抑留を4寺っている 。

新規減水剤の構造と特長

新規 ｪ 肋 ｝Ｇ￧ 剤Ｈマイテイ ＳＰＰＰＩ の イヒＮ ｾ 淵晶は、 図

3 に示 すように主:$j切さ短 〈、 {J !I];iJ'i が非常に 長いこ

とヵヨ!j(! f往生である 。図 4 ( こ化学布悩のイメージ図を

示 すが、 図 2 のものと上凶攻すると、極めてユニー

クな仇造を示す。 この事U"i);Aψ ]'c知lを「ポリエーテ

ノレ系」 という づ減且名で可じ判 昨造を表現しており、

(l)ナフヲリン系

世ナフタリンスル' " ン臨ホルマリン高8宿舎物}
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図 2 高性能減水資lの主鎖 ・側鎖長の

イメージ図

悶ポリカルポン酸系

( アクリル/ 〆タクリル阻・メタクリル酎ヱステル共. 合絢)

- ( C'I. -幻-:1: CH おコ

この特異的なイヒ浮」構造 lこよって、従来の品世;?]'c斉1]( こ

上ヒベ完結l ' i J 的 lこコンクリート性能の向上が達成され

るものである 。

即ち、 図 5 に示すように新規i働 附lは従来の減

水剤とは典なり、ゼーター屯位は殆ど発生しない

か!IT]'c剤であり、 主 に立体的な反発効巣だけによる

分散総S怖か らなる 。従 ってイオン強度にはr斜 地

れない特長守持つ。

また新加i. ルド剤のセメン 卜粒子への11及ずけ|ヲ1患を

モ デ ル ( 図 6 ) で示せば、セメン卜表面 に短い主

鎖て ｬ 吸 若し、長い ｅ ｏ 古 Ｚｪ Ｇ￭ 力 ｾＷｫＺｦ目に や Ｑ Ｇ ばした状態が

考え られる 。 この長官J i EOは仇訴をのポリカノレポン

徹子、よりもはるかに大きな立制b主主主胞を形成し、

分散ブJ 釘 .5める作用を示す。 一方、凝結速J支の而

から凡れば、セメン卜 表面へのl政治面積が小さい

ことか ら、セメン 卜の水平1 ] 反応阻害をtr ll ilil Jする蚊

粁形態を示 す。

従 っ て ｾｩ ｦＺＷ 長のかルド斉 Ｑ｝Ｈ こ比べ、添加 ￭ ｩｬ の低減効来

ιu二にコンクリー 卜の速硬性が司U111的に向上され

るものである 。

来Ir脱，iJu'X.7附 IJ の特長である、日分散性と低遅位性

を示すコン ク リー 卜詞刊illi の一例 を 示 す ( 表 1 )。

マイテイ30凹シリーズ

マイテイ 3000には一般強度か ら日強度領域周

としてマイテイ 3000S、五L季 用にマイテイ 3000R

及び日市立渡~超高強度 ・7Z流動汗! にマイテイ 3000

H 等のシリーズがある 。

新規減水剤

COONa 

図 5 セメント粒子表面のゼータ 電位

のw/c 依存性
、

M= Na orCa 

図 3 新規減水剤化学構造

伺)アミノスルホン酸系

{ フヱノール ・スルファニル阻' " ル マリノ組合物)

切時士

ポリカルポン酸系漏水剤

図6 新規滅氷河lのセメント粒子表面上

の吸着形態のイメージ図

側釧{ 集いεo釧)

図 1 高性能減水剤の分類

。剛{ カルポン岨 品 ， 1111.. _ " " " - 主鏑

スル' " ン値基}

図 4 新規減水宵lの主鎖 ・側鎖の長さ

のイメージ図
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OA P タ ワ ー ズ

0 5 A K A  A M E N I T Y  P A R K  

建 築 主 : 三 菱マ テ リ ア ル ・三菱地 所

設 計 監 理 : 三 菱地所

ホテルインテリア設計: パ リーデザイン ・アソシエイツ

三 菱 地 所

控 築 工 事 共 同 企 業 体

大 林 組 ・大 成 建 設 ・竹 中 工 務 底 ・清 水 建 設 ・銭 高 組

鹿 島 建 設 ・三 菱 建 設 ・戸 田 建 設 ・問 組 ・前 回 述 設 工 業

奥 村 組 ・地 崎 工 業 ・五 洋 建 設 ・東 急 建 設 ・鴻 池 組

南 海 辰 村 建 設 ・鉄 建 建 設 ・飛 島 建 設 ・日 本 国 土 開 発 ・熊 谷 組

安 藤 建 設 ・不 動 建 設 ・西 松 建 設 ・東 海 興 業 ・東 洋 建 設

鍬) ; 診 : 川元 斉



帝 国 ホ テ ル ・OAPタ ワ 一 見 上 げ





OAP: $' ワ ー 外 観 コ ー ナ 一 部 見 上 げ



桜 広 場 西 側 入 口 上部 見上 げ



正 面 ヱ ン ト ラ ン ス



I F エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

2 F 通 路 よ り メ イ ン ロ ビー を 望 む



す り

基 準 階 事 務 室

基 準 階ELVホ ー ル B I F 飲 食 庖 舗 ゾ ー ン



桜 広 場 中 央 部 プ リ ン ジ

桜 広 場 中 央 部

OAPアワ ー と ホ テ J レ 大 宴 会 場 と の 聞 に か け ら れ た 立 体 トラス
桜 広 場 西 側 入 口 夜 景



ホ テ ル タ ワ ー ア ト リ ウ ム ロ ビ ー 見 上 げ

V ホ テ ル タ ワ ー ア ト リ ウ ム ロ e ピー



里雲監
調型軽:

3 F 大 宴 会 用 ロ ビ ー



外 械 に 設 け ら れ た 水 景 ( 炉 か ら 流 れ 出 る 銅 を モ チ ー フ と し て い る ) 川慣IJ の オ ー プ ン ス ペ ース



OA Pタ ワ ー ズ 東 側 全 景

1丘気 設備工 事 J V  : きんて・ん ・来光' - 0: 気 工 事 . 1対fE工 ・中 屯工 ・テ クノ大手 ・架! 京工業 ・弘- ; 0 : 社・トーエネック ・北 陸 ''' L 気 工事

日本屯設工業/ 空前j設 備 工 事 J V  Ｚ Ｚ 新 変冷熱工業 ・ ｪＨｾｾ 砂熱 学工業 ・ ダ イ ダン ・ 九 ＧＭ ＰＺ 工 ・東 洋熱工業 ・ 第 一 工業 ・ 三 菱重工業

テクノ大手・大成 ｩｾｴｊｊ ， ｾ ｊ ・ 大成設備Ｏ術生設備工事 ｊｖＺ 斎久工業・図版術生工業所大阪応 ・ トーヨコ理研 ・ 須賀工業Ｏ特高

受変 屯設備・ピ ｊ レ作耳ｊｬ 設 備・非 ｾＡ ｩ ｾＮ 灯 ｬ 自 家発電設 備Ｚ 三 変電機Ｏ昇降機設備 ・ 駐車場管理設備 ・ 三 菱商事Ｏ機械駐車設備

三 菱商事・ｾ光産業Ｏゴミ処理設備Ｚ 三 菱重工業 Ｏｄ ｈ ｃ 機械設備工事 ｊ V 三 菱 重 工 業 ・新 変 i令熱工業・ 三 建 設 備 工 業

大 気 社 / DHG O : 気設備工事 J V  : 栗原工業 ・六 興屯気 ・ク リハ ラ ン ト/ コー ジェネレー シ ョン設備 : J川崎 重 工 業



O A Pタ ワ ー ズ・計 画

竹 内 日告/ 松井 忠 / 亀井 尚 志/ 大 垣 聡 / 根本 直 /佐 々 木 邦 治

設 計 の 考 え 方

- 開 発 の 経 緯

OA P タワ ーズは、大阪市北区にある 旧三菱金属附の大阪製錬所

跡地主ナ仁!-I {，、とした約7.1ha を再開発するプロジ、エク 卜てあり、平成

元年12月の再開発地区計画の者[I i ' 行計画決定、平成 4年 7月の着工を

経て、本年 1 月、いよいよ竣工の運びとなった。

敷地1; J : 、梅田から東へ約 2km、J R桜ノ宮駅より南へ500m、地下

鉄南森町駅から 北東800mの大川 (旧j出 11) 沿L、に位置する 。周辺に

は、泉布組、 IEI桜之宮公会堂といった歴史的建築物や、造幣局の桜

の通り抜けに; i i l i なる毛馬桜之宮公園の盟かな緑がある 。

巾地区では、 |日三菱金属が明治29年に官営工場の払L、下げを受け

て以来、約百年にわたり非鉄金属製錬を主体とする工場を操業して

来たが、 ｈ 寺川 Ｇｴ の流れとＺｊＭｉｾに周辺の土地利用が変 化 し、都心部に於け

る工場としての立地が、必ずしも適切ではなくなって来たため、 三

菱マテリアノレ附と 三菱地所側の共同事業 t して再開発を行う ことと

z ⑨ 

なった。OA P タワ ーズを構成する施設は、超高層インテリジ、エン 卜

オフィス、都市型ホテノレ、ホテルアオ、ックスの三十束であり、 その1111

二棟の都市型高層住宅等を含め、緑豊かなリノ f ーフロン卜い、う立

地特性を最大限に活かすため に、「水と 繰と光にあふれたアメ ニティ

豊かな複合都市空聞を形成する J い 、う開発の コンセプ 卜が設定さ

れた。

. 上 位計 画 に お け る 位置 付 け と 再 開発 地 区計 画 の 方 針

大阪市のマスタ ープラン 「総合計画2U では、当計画地周辺の住

置付 けが次の機になされている。まず、 『都市空間構想J の中でl臨海

部~都心 ( 計画地) - 関西文化物 情研究者[1市計: 古ぶ東西者[1市i!ill'上 lこ

位置し、南北都市iMIC共に新たに充実強化を図る 地域とされており 、

また、 『アメ ニティ豊かなまちづくりのための方針J の中で、「水 ・

花 ・緑を生かしたまちづくり J r歴史性を生かしたまちづくり j

「魅力ある都市景観と雰囲気の創出J い、う ことがうたわれており、

大川 ・中之島ゾーンのアメ ニティ構想と して、謎岸の親水性の向上

等の水辺空間の整備、 水辺に面 した建物景観の整備により、 「水の

し /

ＱＱｊｬｊｧｪ｝ｾ＠

ｾ Ｎ ｛｢ｾｂ 叫 ｅ 園田再
ー= - ー 谷 町 筋

s r f t : 汁」ごi ｩ Ｂ ｉ ＷＧ ｉ ｕｒ ＢＧｩ ｉｊｾ＠ j; =: : ===; 円 、1. r( ' F 41 "  " 1  !  j'i  j  11 ー 』 ｾ＠ c  

全 体 配 置 図

80  建 築 と 社 会 ・1996. 5



都 ・大阪のf回受的 な顔と して、水と緑を生かした歴史と現代が訓和

するアメ ニテ ィ ・〆ー ンJ の形成を進めるとされている 。

この様な上位計画の下に、大阪市と開発手法について協議した結

果、都心部に於ける工場跡地 の大J尉英土地利用転換である こと 等 か

ら、当11勅台ffifJJt月にあ った再開発地区計匝|制度の適用 を受ける事にな

った。再開発地 区計画とは、ひと こ とで言 えば、都心部の大規j英な

低未利用地の合理的な有効 ・高度利用を図る こ とを目 的に、都市基

盤施設の主針市i と建築物の規1 I l lJ ・誘導を寸木的に行う 制度であり、 大

阪 市 で 初 め て ( 全国で二番目) の再開発地 区計画の者IIr陪十匝欣定を

受 けた当計画の開発の方針として、「都心地域の定住人口の確保J

「親水性豊かな都市環境の形成J if lUl生豊かな複合市f主力也の形成J等

が設定された。

- 建 築 計 画 の 基 本 コ ン セ プ 卜

以上の様な再開発地区計画の方針の下て二恵まれた自然環境を活

かし、環境との調和を図りながら i7I< 1 : 緑と光にあふれたアメ ニ テ

ィ豊かな複合都市空聞を形成する 」とい った開発のコンセプ卜を実

現するために、以下の様な建築計画の基本コンセプ 卜を設定 した。

①東の生駒 山と 西の六甲山を結ぶ東西の広ts!V11111を重視 し、高層居住

空聞から、 この大阪を代表する東西方向の眺望を確保できる様に

平面計画守行う 。

② 東西南北の碁盤白状 の街区形態 をなす西fJ! IJ E抗日比街区と、計画地及

び大)11 との融合を図るため、街か ら) ＱＱ へ抜ける地 ｫ 財 ｉｾ ( 視線車lli 、

歩行者i11111) を設定し、 これを活かす様な自己棟計画、平面計画( コ

ア配置等) を行う。

③ この地 域jlilll に対してゆる やカ℃蛇行する大) 11 に対しでも、調和] し

た景観を形成するために、高層各棟を雁行配置する 。

④ 計画の中心 となり、大阪の新しいランドマ ー ク となる オフ ィス棟

の形態 を、象徴的てやかつ周辺に対して優しい形態と するため に、

円筒形に近いフオノレムを導入し、その他の棟にも、同様の柔らか

いデザイ ンを採用する 。

これらの基本 コンセプ卜では、西fWJ 既 成 街 区 ~言I-j百l地~大) 11 とい

う連携を最も 重視してし、る 。従前の工Iが利助11寺には、壁によ って隔

てられてし、た街 U II が、 この コンセプ卜の実現により、互いに樹泉

的、酎1Kt R的に連 続 し、 街fJ!l Jから川 の存在が具体的、空間的に認識で

きる様になるのていある。 これは、ただ水辺を水辺として整備する の

ではなく、その後背地との関係の中で水辺を考えるという意味で、

ウォ ーター フロン卜の開発では重要な，点の一つではないかと考えて

し、る 。

- 全 体 計 画 の 特 徴

こ の基本 コ ン セ プ卜 ｬ こ 従った街区 全 体 の計画てゆ大きなｾｾ識を三

点挙けてみる と、第一 に、事丸地内のオ ープンスペー スと ) 11沿いの公

固とを直につなげ、腕也から) 11辺へなだらか につながる様に、 ーイ本

的 な埜備を行った。さらに、 このオープンスペースには、 OAP タワ

ーを中心に、 太陽の光をイメ ー ジした円と b矧τt f : 島隊か らなる平而デ

ザインを施している。 これは、高層部からの見下ろし、また、 上 向

を通過する航空機からの視点、も考雄、して、街区全体の統一感のおIJW

を試みたものである 。

第二 に、 OAP タワ ー とホテノレタワーの間にある大宴会場の下部

を、 2層吹 き抜けの共m空間 ( 削工場) とした。 ここ には、 j古舗、

サン クンガーデン、7 I <景施設を配し、前述の街と) 11を結ぶメインの

「地 ｉ 点 ｾｬ ｬｩｊ とし た 。 これ は、西 側 の谷 ｊｉｉｔ 筋に接する、今 ｬ ｬ￬ ｬ 、 ｼ 百 ｊ ｉｉ ［Ａｦと整

備を行った東天満公聞から楽しく ) 11へ抜けるプロムナー ドでもある 。

さらに、 この牒広場のデザ、イン 1; 1: 、賑わい t 統一! 惑を ，'1'，す為に、 IEI

製錬所の明治建築のイメ ー ジをデザ、インモチー フ として採用した。

これは、市の上位計画にそい、隣桜する明治建築群 t の述統! 惑を強

〈意識したものでもある 。

第三 には、街区全体の外装材料、色彩計画がある。瑞岐に馴染む

色彩について様々な検討を行い、大阪の古い街並みに兄 られる ナチ

ュラノレな色、そ して桜や緑にマッチする色 (i 桜ねずJ) を採用する こ

とにした。用途の奥なる各棟を、石 ・アノレミ ・タイノレの三つの材 料

で構成 し 、その色を 「 接ねず ｊ に 限定する こ とてや各棟 の統ーを ｉ ｾ ｉ っ

た。この選択により計画された OAP タワ ーズは、周辺の環境に対し

て落ち着き を与え、桜や緑カ司1央える景観を造りだすことがで3 たと

，Elって いる 。

. O AP タ ワ ー

OAP タワ ーズの核となる OAP タワ ー は、地上39階建ててRlさ

は176n1o 3階から 37階までカ噂L務所階、 38階がトップレストラン

階、 地下 1 階から 2 階まてやが庖*i I l . 駐車場|潜とな っており、 11階、

ＲＴｾ 防 ｲ Ｇ Ｚ ｉ Ｂ 間樹戒階 ・ 中間雌 Ｈ ｦｲ 階となって し 、る 。

3 階以上の基準階は、約1，OOOTl の円形に近い平面を持ち、建築計

画のコンセプ 卜に ある様に、東西方向の広1刻ifll を尊重して事務室を

設置 し、 アーノレを十郎 、て張り出した窓から、奈良方向とや1

'

戸方向の

峰大なパノラ マが楽しめる 。

また、東西二本の廊下の両端には、外光守取り入れ、その部分に

避 雌コアを設置 し、 さらに 4 ヶ所のi盟主iレ
f
ノレ コニー を設置する こと
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て7也市i用ヒツレの|り'5;;しt の安全性を高めている 。

タワ ーの外観は、花筒石とアノレミカ ーテンワ オーノレにより構成さ

れ、前述の「桜ねずJ を意識した柔らかな色調とゆるやかな曲面に

より周辺に対し優しい印象を与える ことを ねらっている 。

日11へ向かう軸性j を表現する為にタワ ーに採用された門型のデ

ザ、インス トラクチャ ーは、{ 也の棟にも採り入れる ことて准I区全体の

統一感の形成含試みた。

OA P タワ ーの大きな特徴の一つに、 2 階守エ レベーターのスタ

ー 卜階とし、 2 層吹き抜けのロビー空聞を設置した ことがあげ' られ

る。 これは、地下水位の高い場所に於いて掘削土量を極力抑え、ま

た、超高層オフィスビノレとして基準階の貸室有効率を高めるといっ

た事業的な要求に対して、 2階をメインロビー とし、) 111)[11へ聞ける

眺望を楽しめるくつろぎの空間とする ことで、オフ ィス ヒツレとして

のアメ ニティを高め、セ ールスポイン卜にしようという発想による

ものである 。 この ロビーの内装は、柔らかい色調の大理石と木練付

Hノけ、ノレに間接! ! 引月を組み合わせ、オフィスのロビー というよりも

むしろホテルのロビーに近い雰囲気を醸しだすことをねらい、オフ

ィスピノレのメイン ロビーに於ける新しい提案を試みた。

OA P タワー 基 準 階 平 面 図 I  1000 

. ホ テ ル タ ワ ー ( 帝 国ホテノレ大阪)

ホテノレタワ ーは地下 2 階、 地 上24階、高さ 120m， 11樹立動的な宴

会用エントランス ロビー、 2 階は静的な宿泊客用エントランスロビ

ーとし、両者を動線的に分離した。地下 1 階は、 ショッピンクe アー

ケードを中心とした施設。 3 階から 511
皆は、宴会及びブライダノレ関

係の施設で、宴会場は 1，655m'の大宴会場を含み大中小合わせ 21室

ある 。ネ1/ 1式場は 2室。チャペルI.t. 2室てや、 内 1室は 3層吹き抜けの

内聞を持つ。客室は 7 階から 20階で390室、ゆとりある空聞を目指

し、客室面積は 40m' !: 30m' 、天井高は 2. 7mを最低基準とした。 ま

た、 トップ 3層には、宴会場及びレストラン等を配置している 。

ホテノレの北側に位置するホテノレタワ ーアオ、ックスは、地下 3 1倍、

地 上5 階、高さ 32m， 1  階は、団体客用エン トラ ンス ロビー となっ

ており、ここて" チェックインを済ませた利用客は、 5 階の連絡ブリ
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ヅジ、によ り木館[ へア プローチする 。 2 、 3 階には、ホテノレのフィッ

トオ、スクラブが入 札 地下には、 ホテノレのパックヤー ド、地域冷暖

房プラン ト等を配置した。

平面計画は、前述の建築計l直|のコンセ プ卜 lこ従って、客用 コアと

サービス用コアを左右に分離し、 1 .  U皆とも西側アプロ ーチから

エントランスロビー及びア トリ ウムロビーを介し、東側の大川及び

川沿い の公園への眺望を可能にした。 このサイド コア の考え方は、

客室階に於いても剛腕11に服飾設があるのてー防災的に安全性を増

す計匝! となっている 。 また、宿泊施設としての安全性をより高める

為、 外部の四周に避員f [y {ノレ コニーを設置 した。 このパノレ コニーへは

各客室からの ｩ 邸 ｾｦｾ が可能で Ｒ か所の特別 込蝕 ｦｦ 階段の附室に連絡し

ている 。

外観は、梅田{ J ! i J ( 西側) を都市型ホテルとしての品格をもたせた

端正なデザ、イン t し、大) II1J!i lは低層 ・高層部共、 川|の流れを意識し

て雌l商を多用し、シティリソザー卜 的雰囲気を出すことをねらった。

外壁タイノレ色は、前述の 「桜ねずJ により、ホテルらしい華やかさ

の中にも落ち着きのある色彩をねら い、低層部のタイノレ模様は、大

川の流れとtiZをモチーフにしたデザ、インとした。

このホテノレの特徴の一つに、 1階から 511皆迄の約25m を吹き抜け

としたア トリワムがある 。 このア トリ ウムは、 川沿いの公園に面し

ており、水景施設や中割安が胞された、陽の光にあふれたアメ ニティ

豊かな空間とした。

その他の特徴として、旧帝国ホテノレのフランク ・ロイド ・ライト

のデザインの雰囲気を高層部のノカレ コニーやチャペルの外壁周辺、

大宴会場等に表現した。

ホ テ ル タ ワ ー 基 準 階 平 面 図 I  1000 

構 造 計 画 に つ い て

当計画は、面積約11 ，000坪の要文地に、 高層棟 2棟 (OA P タワ ー、

ホテノレタワ ー) 及び低用，棟 H束( ホテノレタワーアオ、ヅクス) を配置

する複合用途施設であり、広大な勝也のほぼ全域にーイ木とな った地

下部分を有し、その上に 2棟の高層棟が配置されていることが、構

造上の大きな特色となってし、る 。

. 支 持 地 盤 及 び 支 持 方 式

広 大 別 加也のほぼ全域に広がる 地下部分の上に、高層棟 2棟の建

物の重量が偏在するため、 1也掠の沈下差 による構造躯休への京郊 fが

懸念された。 さらに、逆打工法を採用したことにより、工事工程に



おいて排土荷重と建物荷重が必ずしも 一様に進行しないため、躯体

の各部における沈下量の予測することは困難であった。 そこで、建

物支持機構についての各種測定を含めた検討フロ ーを設定し、詳細

な検討を重ねながら施工をすすめるという方針を採った。

結果は、着工以来、大きな施工手}I恒へのフィ ー ドパックはなく、

効果的な安全管理と、精度の高い施工が実現できた。なお、各ヰ' i l l .il!i J

定の一部は、竣工後二年間続ける予定である 。

- 構 造 概 要

I也上部の OA P タワ ー・ ホテルタワ ーの2 { 束は60m ｾｩｩｬｬ える高層

建築物であり、レベノレ 1 ( 最大速度20cm/s) ， レベル 2 ( 最大速度40

cm/s) の二つのレベルの標準波に対する市:践設計を行っている 。

OAP タワ ー基準階は直径約60mのほぼ円形の平面形を有して

いるが、 コア部分が南北方向にf f : III 長〈、東西方向は約19mのロング

スパンフレームとなっている 。東西方向には l 階あたり、 10ケ所に

偏心K プレースを設置 し岡l性を調節した。 この結果、南北方向 ・東

西方向の一時固有周期はそれぞれ4. 17秒、 4.46秒とほぼ同不思支のバ

ランスのとれた同庁性となっている 。

ホテノレタワ ーは、大きく張り出した低層部と高層部の重心が平面

的にずれているため、いわゆる偏心の大きな計画となっている 。第

l 用 - 4 層までの BOX 柱には コンクリ ー卜 阿波ー し、 第 5) ト 第

24用に l式市;1震間柱を設けて岡山並バランスを調整し、 地震に対する応

答性状の向上を図っている 。

耐震間柱

ホ テ ル タ ワ ー 軸 組 OAP タ ワー車由*J l .

設 備 計 画 に つ い て

- 地 域 冷 暖 房施 設

ホテノレタワ ーアえ、ックスの地下に設けられた地域冷暖房施設で、は、

水量盟かな大川の河) 11水 と大気のilNJ支差 を利用する水葬I ¥. i ，原ヒー トポ

ンプを採用して、未利用エネノレギーの有効活用を行った( 河) 117同 IJ

用は、東京電力引税首崎地区に次いで国内てやは 2番目) 。河川水 li 、夏

期には大気百度よりも低〈、冬期には大気温度よりも高いい、う特

性を持っているため、このiAV立差 を葬! ぽ原として斥j ，、るヒートポンプ

は高効率で冷1凌房運転することが可能で¥省エオ、ノレギー効果はもち

ろんの こと、硫黄酸化物、室芽識イヒ物など有害物質の扮I，，':l:t;:立を減少

し、大気汚染防止、地球獄脳呆全亦I策に貢献する ことがでふる。 ま

た、さらに、 コー ジ、エえ、レーションシステムのカ、、スタ ー ビン発I岳機

の廃熱( 蒸気) を受け入れて、エオ、ノレギーの有効利用を闘って し、る 。

- 中 水 道 設 備

7] ' <資源の有労J利用、インフラへの負荷低減の為に、 1:1'水道胞設を

設置した。原水として、雑排水の他、雨水、 D HC 冷却搭ブロー水を

利用し、再生した中7同トイレの洗浄水及び外耕の潅水制nli に似た給

している 。 (490m'!D)

. OA P タ ワ ー設 備 概 要

基準階事務室の照明は、 T ノf ーシステム天井を採用し、設計! ! ¥' ! 度

を530LX としている 。総具ピッチを 1600mmにする ことで、 O A機 器

対応としての鉛直面照度を確保し、さらに、グレア防止の為、深型

若長具を使用した。 ( 器具は増灯及びO Aノレーノf ー取付可能型) コンセ

ン トはO Aフロア内よりテーフツレタッフ''1[51. 出方式とし、 40VA/m
2

の

負荷まで糠準てヲサl l i S可とした。鋭! 管理システムは、磁気カー ド利用

のキーボ‘ ックス方式を採用し、キー返却により n¥l stl ｾ消灯し、防犯

システムの笹戒を開始するシステムとしている 。

消防法の改正により、誘導灯の小型化 ( 富輝度型) 、非常放送の I

火朝記主動放送( 放送は円本語の他に英語も付加した) を採用した。

防災センタ ーは OAP タワ ーをメインとして全体を一元管理し、さ

らに、ホテルタワ ー のサブセンタ ー からホ テ ルタワーの単 ｾ ｲｴ ｬ｜ Ｚ正視を

行えるようになっている 。

快適な室内環境の確保と水損防止の観点ヵ、ら 、司王務所|精は全空気

方式による空調方式を採) 1 =1し、基準[r官片側 920m
2

を4分告IJ したソ宇一

ニング とした。ペリメータ一昔11は東西それぞれ 2系統とし、ペリカ

ウンタ ー内にダクトを設置している 。外界の温度、 FI射の粂1
1

1三から、

l次出しと l吸込を自由j制御にて切り 替 え、 コーノレドドラフトの防止と

熱回収を行い、快適環境と省エオ、ノレギーの両立を図った。 この切り

越えのポイン トは、環境笑験によって検証を行った。

水損防止、初期消火に対して有効な速到J型スプリンクラ ーシステ

ム ( NS システム) を消防防災システム評{耐をうけ、西日本てゆJめ

て採用した。 これは、ヘッ ドの摂憾知性能を向上させ、火災を工科則

に消火するシステムで、煙感知総と述副] しているため、ヘ ッド破損

事故における水損も最小限に抑えることができる 。 さらに、へ ツ ド

の瞥戒範囲カがfワ3.2お5m 1: 大きい為、必必、E要E要fへツド数をを剖?吋i減戚らすこ t カがf可ててで、-、

る等のモジ、ユ一/ルレ設言青計計司十1-上の自 l山力度カがf高〈仁、 安全性カがf日まる 一方ててで‘ •. '  
、¥

、

コスト上のメリツ 卜もあるι 。

. ホ テ ル タ ワ ー設 備 概 要

照明はインテリアデザイナーのデザ、イン コンセプトを活かす計lilli

t し、大理石ゃq;)'[膨石を利用したプラケットなどに特徴がある。
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ガラス窓 111

y  

ベリメーター空調

ペリカウンター

※ 中間期 冬期ベリカウンターより

コールドドラフトを熱回収する

( 外気S' C以下は冬期立上りモードとする )

基準階貸室空調方式( 中央部) 熱回収モ ー ド

* ベリカウンターより冷風、

温風を吹き出し空調する

- 送)ffi機、 モーターの製例背度の向上

・山形断面を持つ遮光型吸込みグリノレの採用

基準階貸室空調方式( 中央部) 冷房 ・冬 期 立 上 り モ ー ド

帝国ホテノレ直営工事である ホテノレシステム工事は、基本工事の ビ

ノレ管理設備 とリンクさせて、訪L金処理 ・空調スケジ、ユーノレ発{亭・エ

レベーターの運行制御などを行った。な お、 エ レベーターの;遮支制移j J • JA¥.量/: .7jc量を自動制御するそー ドと、風量をマ ニュ アノレ設定出来

るモー ドを持つ F C U コント ローラーの開発

あきら / 三変地内i側 第三主J H高官150AP 計 阿 設 計 分 室 分 室 長

ただし / 三菱地内i (附第三主l ! 築制! OAP 計 1而l設計一分室

たかし / 向 上

きとし / I百l 上

ただし / I百l 上

〈にはる / I百1 上

た け う ち

まつい

か め い

お お が き

ねむと

ささき

( 夜間の減速運転) をシステムに組み込んだのも 一つの特徴である 。

ホテルの客室は、様々な人々カf利用するため、その空調も宿泊者

の好みに応じたipl度調節が要求される。当計画てやは、 快適な客室空

調を実現する為に、各樹食言す、実illl Jの結果、下記の大: 慌を行った。

.  4 速タップ切替え方式ファン コイノレユニ ットの開発 (H - M - L -

LL)  

- ファンコイルユニ ットの阿Ir性強化( 板厚を上げ補強材を追加 l した)

〔

じ

明

岡

阿

川

〕

地

U  
主中継器量産

- グラスウ ーノレタ守ク卜の採用

ミ三ヨ

煙感知器

水得

。イン? ーフェース 盤

ポンプ時IJ 御 盤

NS ヘ ッド

ポンプ

巴

回

一

一

γ
φ

因 。 感知器

B 主中継器盤

巴 サブ中継器ｾ

EEi3 棟別受信器 ( NS 監視盤)

匿図 NS 制御悠

因 NS 中継器盤

⑮ :  NS バルブ

N  S パルプ

一種

重D

給

水

ゾ

l

ン

N  S シ ス テ ム 概 念 図
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O A Pタ ワ ー ズE 施 工

内藤 晴 道 / 平 津 要

- 全 体工 程 計画

OA P タワ ーズは本体鉄' 白総量約 6万 ton、A岡本 コンク リー 卜総

車約22万m'、掘削繭責32 ，OOOm'、掘削土品約507J  m' と比七・地下と

もに大規模な工事てあり、また、全{ 本n 月が43カ月であることか

ら、全面逆打工法を採用した。工 法 制 止 の ポ イ ン 卜を以下に示す。

( 1 )  1  F 床版の先行打設によるよ也上部高層棟工事の早J明治: 手。低

層棟( アオ、ックス) は資材 ・労務量の山崩しのため、者引l朝日1を遅

らせた。

( 2 ) 地 上 ・地下工事の並行作業による全体工程の短縮。

( 3 ) 山留支保工など仮設資材のf邸 主 掘削工程の争長期化 による搬

出土量の山崩し。 また、 q淵場内生 コンプラン 卜の設置、②i号制1自主

T、. '  

入 ・掘削土搬出の河川利用、を行うことでい車両搬出入台数の抑制 を

行い、周辺市f蹄也交通に対する影響を最小限に抑える こ とを図った。

工事は建築と設 備 に分 ｭ ｵ 発注され 、 そのうち建築工事は附ＥＱＺ材 ｬ ｾ

をはじめとする 25社 J V によ って、設削罰怖d江工Z事ι ( 1地血ωJ域或}冷令件暖麦房施 悶

をを? 合む) は3汎1ネ社土( 伶そのうち、 5つの J V が構成された) によって施

工された。

- 地 下 工事 計 画

(  I  ) 山留工事 山留めは OW S- SOLE TA N CHE 工法による

R C地 中連続壁を採用した。茸わは国写80cm、華文l也外周音1)のべ、約900m

を桝築し、中艮入れを G L - 42m、大l羽田群の第 2粘性土層に貫入す

る遮7k工法とした。iJ l 留管理は埋設型傾斜計、鉄筋計、土庄計なら

写真 l 鉄 骨 建 方 、 カ ー テ ン ウ オ ー ル 取 付 状 況

建築と 社会 ・1995. 5 85 



びに水圧計を セッ ト、パソ コンでの変形 ・応力自習京一hJt ljによって集

中管理II を行い、掘削工事の安全性確保を図った。 (図ー |参照)

(  2)杭工事 当工事では品鯖十558本の杭を打設した。工法は] 1. 111音11

をア ースドリル、拡底部をリノ f ースによる 。 そのうち、オフィスタ

ワー直下部てW F杭 ( 地 中連続壁工法による壁杭) を34本打設し

た。また、逆手丁刻、主であるノ ｦ イノレコラムＨ本設鉄骨 利 用 Ｉ の突ｾ入れ

を513本行った。計画て。は以下の項目について検討を行った。

①パイルコラム パイル コラムはI也上 ・地下各工事段階におい

て負担する本設荷重 と仮設荷重を考慮し次の検討を行った。(イ1湖南i

寸法( ロ沖艮入部の応力伝達樹幼昨( パイノレコラムと杭 コンクリ ー トとの

付着力、及びスタッドジベノレのせん断耐力によるものとした。)十、i村|

力による杭頭部制裂応力に対する杭頭フ ーフモ補強。 また、: t l ! L仁部カf

超高府ピノレであるため、高精度のf削 ; が要求され、パイノレ コラムに

市 ￯ｪｩ ｬ ｬＡ 力が作 ｭ する こと から、主ｾ込みは精度管里旦 仁 有 利 である先入れ

- 4 0  

muu7m 

③ 場 所 打 杭 山

‘ 一 ーーー砂は、床版の山留壁

切梁としての役割を示す。

法 ( 杭コ ンクリ ート 打設前に建て込む工法) を採用 した。また、

パイノレ コラムにはあらかじめ、ひずみ計を セットし、各工事段階てや

負担する軸力の計測 ・管理を行った。

②品質管理 知泡工に先立ち、工区毎に全体で'30本の試験杭を

打設した。そ こで施工性の検討、スライム沈降に関するデータ分析

を繰り返 し行い、以下の方策をとった。( イ) スラ イム処理は コンク リ

ー卜 打設前日及び当日の 2 回、リパース機によって行う 。(ロ)データ

分析結果を基にスライム処理終了後から コンクリ ー ト打設まで要す

る作業H寺聞の管理値、および安定液の配合基準管理値の設定を行い、

スライム量管理の徹底を図った。

( 3  ) 躯体工事 事文地形状が広大、複雑で‘ あるため、 2 次掘削時

に 1 F スラブが山留め切梁として有効に機能するように工区を設定

するなど、躯休工事工程と掘削工程の平面的 ・断面白ワ計i I [ I を行った。

(図- 2参照)

逆打工法の問題点として躯休の水平打継昔日があげられるが、当工

事では SRC 柱・壁部材について試験体を作製し、打継音11形状、後打

コ ンクリ ー 卜打設Ｈ通常打設法 ・ ポンプ圧入法Ｉの施工 Ｇ ｪ ｾ Ｚ 、打継部

処置に関する試験および検討を行い、その結果、施工性 ・グラワト

の充填性より水平打継部への告 ｜ ｾｊ ｉ ＩｬＮ縮 モ ルタノレ注入法を採用 し た 。 Ｈ 図

- 3 参照)

- 地 上 工事 計 画

(  1  ) 鉄骨工事 高層棟てやは大型タワ ークレーン6基 (J C C- 400

H ; OA P タワ ーが 4主主ホテルタワ ーが 2基) によって、鉄骨建方

二ゴ

|  ②デイコ三羽田L - 4 0 m

」也立主42」水用 ¥l GL - 4 2 m 

鐙慈雲ーこの範囲の床版完成後に E 工区下部の鋸削が可能
1 1，000 1  

医ｾーこの範囲の床版完成後に ｄ - 1エ区の住宅棟寄りの下部が鋸削可能

地下工事概要( 逆打工法) 図 - 2 掘削工事と躯体工事( 床版) の工区 ・工 程 設 定 概 念 図 図 - 3 打継昔日詳細図
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をはじめ躯体工事の揚重を行った。 (図- 4 参照) 工事の枚肢を以下

に示す。

①ユニ ッ トフロア 鉄骨建方ではユニ ットフロア工法を採用し

た。仮勧材 ・床版資材の同時揚重守行い、揚重の効率化 ・高所作業

の低減を図った。

② リフ卜ア ップ工事 ホテノレ附辻部に位置する 圧E取付をリフ

トアップによって行った。庇は取イサ部直下にある低層階屋上にて鉄

骨地組、外装ノ材、ノレ取付を行った。( 総重耳約150ton)。 その後、塔

屋屋上に設置した仮設吊上げよ語、ワインチ仁よって約70m リフ トア

ップ ・取付を行い、高所作業の低i成 鉄 骨 ・外装工事の効率化を図

った。

③ F  R鋼の採用 OA P タワ ー、ホテルタワ ー溶屋部鉄骨の一

部、および. ホテノレタワ ー・ アオ、ックス聞の 5 F 連絡通路部鉄骨に F

R 鋼を採用 し、耐火被覆工事の低減など施工合迎化 を図った。

④ ロボ ッ 卜による鉄骨溶接 ホテノレタワ ーi也上部鉄骨工事の一

部に ロボッ卜による j容按を採用した。当現場てや改良、特に軽量化 を

行いイ恒見場でも汎用性の高いものとした。

(  2) 鉄骨品質管理 鉄骨製作は 14社 17工場と多い ことから、高

品質な製品を均一に石筒呆するために以下の方策をとった。

①工作図の支給 鉄骨工作図を企業体にて作成、製作工場に支

給 し、次の効果をねらった。( イ鼎ょ造、施工、製作の総合的検討によ

る建築 J V での諸情報の統合化。( ロ) 工作図表現の統ーによる検図作

づ/
大川( 旧淀川)

r 、一

図 - 4 総 合 仮 設 計 画 図

写 真 2 ホ テ ル タ ワ ー 庇 リ フ ト ア ッ フ.状 況

業の容易化。け各工場の部材組立形状の標託制ヒによる工区境界部で

の不具合発生の防 止。

@湾製作管理 鉄骨製作管理はj激格に行った。特に F R鋼につい

ては工場の製作笑忠実が少なく、また( イト剛司との区別が外泉佐ヒ不可

能、( ロ) 音響嘆方性を有しており、それを考慮した溶接部U T 検査を

行うには ローノレ方向の明示が必要、の特性を持っているため、管理

を次のように行った。 (a) i 材質別に識別色を指定し、外毛足上のTl i儲忍が

できるようにする 。(b)全切板について部材記号、 ローノレ方向矢印を

記入。 ( c) [ 材料受入] [け書・切断] [中間検査] [ 製品検査] [ メッ キ

前 ・後検査] の金工程、全数について材質、部材記号、 ローノレ方向

のTl i儲志など立会検査 ・記録の実施。その結果、全部材 ローノレ方向の

明示による j割安部超音波探傷試験の信頼性の向上、および製品構成

会部材の材料レベノレまでの追跡を可能にする ことによって製品信頼

性の確保を実現した。

( 3  ) 揚重計画 イ土仁工事の円滑化を図るため、揚重は以下の方

策をとった。

。 易重の集中管理、専門化 揚重は専任責任者によって、揚重

工程表に基づき計画|的に行ーっ た。作業は揚重専従班を組織し、 (1時

従班の分業化 ( 資材荷捌き、 E V積込、運転、

荷降ろし) (2) 中央管理室でのモニターT V等

による E V運行 ・揚重作業管理、を実施した。

これら揚重の集中管理、作業の専門化によっ

て錫重の効率化 を図った。

②吊荷制御装置 「ジャ ピタスJ カーテ

ンウオ ーノレ取付 には吊 り荷制御装置 「ジ、ャピ

タス」を採用した。 これは内部に装着された

ジ‘ ャイロから発生する高出力の回転モーメン

トによって、風等による吊荷の回転を遠隔操

作て"l Il lH街l、防止するものである 。 これによっ

て、揚重作業の効率化、イ?喋安全性の向上を

図った。
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- 安 全 管 理

の実施、また職長会の組織による作業員間の コミュニケー ションの

円滑化、自主的安全管理の活性化な E危険要因の排除に努めた。

超高層ヒツレ工事、並びに大規模地下工事である ことか ら、高所作

業、大型重械を伴う作業が多いために、安全管理は「墜落及び機械

災害の防止J を重点管理目標 とした。

のぺ労働I時間数はのぺ約1，022万H寺11i'J ( 建築・設備工事含む) にも

のぼったが、全員の長期にわたる努力の結果、無事竣工を迎える こ

とができた。

建築および各設備 J Vから杭成される災害防止 11: .府長会主升Ih とした、

各工区及び全イ料T合会の実施による密な連J制木: l i ll 、安全衛生I1: Mi 義会

(なt とヨ はるみち / 側附大対止林桝州本材品

ひ ら 苔 わ カか、なめ Ｏ 似鮒 Ｔ 大 林 組 Ｎ ｏａ ｐ ｬｩ ｬＢｩￏ川 Ｑ向 ｈ 主叫他 ｬ位 Ａ ｾ築 高共同企 Ｒ業 匙制 ｦ体 牛 工J務奇昔剖部1! 1fI部!J民正

工 程 表

1992 1  1993 1  1994  1  1995 

1  1  8  1  9  1101111121  1  1  2  1  3  1  4  1  5  1  6  1  7  1  8 1  9  1101111121  1  1  2  1  3  1  4  1  5  1  6  1  7  1  8  19 1101111121  1  1  2  1  3  1  4  15 16  1  7  1  8  1  9  11011111211 

…は多 dー窓レ際Fユ〆 J 叩I

/  作凶ds i4711 記長

OAPタワー E  レＧＱ ｾ I..%A" L.， 

レlグノ ｾ ｉ ＮＮｐ ｾ

ｭｾ＠ 剛志 ｬ ノ ､ 新イ ＺＺｉＺ Ｚ ＺｾＺＺＺｩＺ Ｚ ＺｉＺＺＺＺｉ Ｚ Ｚ ＺＺｉＺＺＺＱＺＺ
山留 OWS ｾ ＱＱＱｾ ＱＺＺ＠

百「守川・- 崎所打続l  掘F 床削躯体 ¥1L!..!!.J 床 姪ー体ーーー ル門…  >: r r・e.:...:... @.-.0 ・>>r・白'Tl r'

縄削 柱 躯 体 主 : 町ィ斗開 :

L 掘Hi 8  -2-床躯体 |  

リフトア y プ

防 J ii 
ホテル7 ワー 行 凶ｾｘｾＪ ｙＱｾ .  .3 A" 1:::1:>l: >I J!:. J;.: ，ｾｾ＠ :::Vt 

少 に : ‘ :::::: ::l:

レ/
山留 o>WS

所 抗

梓 l蝉でよ11- F吋~時計J414:

区庁予

仕F上.. 設2 備J 。

Jd>III IIf.Ill 1 恒 国!

アネ y クス 山 川 町 IILl!JI lJ 'l lJJJ l  慶内プ J レ

品

場 行 杭 I  I  I  I  

長空ー一 戸蘇 Kcr:f:l:I:l::}::I :l J2
1
:…:j:: :l :  

8 1  2草 I s 体 ・1Z3」二1・.'・1支111・!・

掘削 11 柱箆 地場冷暖房段備

I' l" H は旦2 床 ｾ＠
娼削 I R壁11

|¥鞘 j

外情 |  外 情

住 宅 棟 山留 S MW 杭 沼 自IJ 基礎躯体地下躯体斗主王草

I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I I  I  I  

7  1  8  1  9  110111 11 2 1  1  1  2  1  3  1  4  1  5  1  6  1  7 1  8  1  9 110111112 1  1  1  2  1  3  1  4  1  5  1  6 1  7  1  8 1  9 11011111 211  1  2  1  3  1  4  1  5 1  6  1  7  1  8  1  9  110111 11211  

1992 1  1993 1  1994 1  1995 

A 企 . . .  A.... 
清 立 上 受 開 建 暖

エ 柱 棟 電 発 築 工

検査検査
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O A Pタ ワ ー ズ・概 要

. 建築主 三菱マテリア片側、 三変地所側

・設計監理 三菱地所世帯

. 施工者 主l ! 築工事

OA P 計画建築工事共同企業体

大林組、大成建設、竹 中 工務Ａ志、消Ｊ建設、銭高組、ｽ克 ｉ ［ ｢ｾ 設、 三

菱建設、戸田建設、 l:lJ 組、J i i i間建設工業、奥村組、地時工業、五洋

主l ! 設、東急建設、鴻池組、南海辰村建設、鉄主!! 主主設、到Ub姥設、 日

本国土開発、熊谷組、安藤建設、不動建設、西松建設、東海興業、

東洋長l ! 設

' ，[ ) : 気設備工事

OA P 言|闘' ; 1 . t 気設備工事共同企業体

きんでん、来光;11気工事、| 刻屯工、 1-1:1-;[[ 工、テクノ大手、架! 京工業、

弘屯社、 トーエオ、ック、北陸泣気工事、 日本 i't ] : 設工業

空調設備工事

OA P 計画空調設備工事共同企業体

手 Ｉｩｾ 冷熱工業、 ＱＳ 砂軌 Ｚ 学工業、ダイダン、 九 Ｇ［ＱＱ 工、東洋熱工業、

第一工業、 三菱重工業、テクノ大手、大成温閥、大成設備

術生設備工事

OA P 計画衛生設備工事共同企業体

斎久工業、西l京衛生工業所大阪府、 トーヨコ理研、須賀工業

特ｾ受変電設備工事、ピノレ管理設備工事、非常用自家事 ￪Ｇ ［ｗＺ設備工事

三菱電機

Ｎｦ ｬ Ｎ ｾ キ ｊ 機設備工事

三菱 商 事 ( 三菱屯機)

駐車場管・理設備工事

三菱 商 事 ( 三菱プレシジョン)

機械駐車設備工事

三菱商事、君主光産業( 立)11 ブラインド工業)

ゴミ処理設備工事

三菱重工業

地域冷暖房胞設新築工事

機械設備工事

三菱重工業、新君主冷熱工業、 三建設備工業、大気社

';11気設備工事

楽原工業、六ｾＭｬ氾気、クリハラント

コージェオ、 v ーション設備工事

川崎重工業

. 建設地 大阪市北区天満統一丁目 8 格

・地域・地区 ｭ￭ ｾ 住地域、防火地域、工業地域、準防火地成、再開発地区ｾｉＢ ｩｩｬｬｬ 区域

・主要用途 事務所、ホテノν 、l占舗、スポーツ j泡設、駐車場

・敷地面積 36 ，476 .20m'  

. 建築面積 18，431. 38m'  Ｈ雄前回 ｾＵＰＮＵＲＥＩ

・延床面積 257 ，963 .53m'  Ｈ容積司 ｾ ＵＹＹ . 67%)  

. 建 物 規 模 地 F 3 階、地上39階、府崖 1 附

・構造 欽 Ｇｬｾ Ｇ 造、鉄Ｇ同鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造

. 杭、基礎 場所打ちコンリ ー ト杭及び地中述統壁工法による壁杭 ( G L - 38m)  

・最高高さ 176. 25m ( 軒町 169. 75m)  

・主なスパン 6. 4mX 6. 4m ( OAP タワー基準件n、

8.5mx 8. 8m ( ホテノレ基準附客室)

・駐車台数 890台
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. 工事期間 1992年7月 - 1996年 1月

・外部仕上げ OA P タワー

外壁，アルミカーテンウオーノレ( 熱線反射ガラス) 、

花! 詞石打込 P C版

五l ! 共，アノレミサッ y ュ ( 二次' i ] l 解辛i 色)

ホテノレタワー

外壁 ， 磁器質小口タイノ ν 打込 ｐ ｃＩ 仮 ＨｩＺｾＩｍＩ

般若品質150角タイノレ打込 P C版及び花前i石打込 P C版

( 低) f 1)

主l ! 具; アノレミサッシュ( 二次屯解者色)

・内部仕上げ OA P タワーZ!j : 務室

. 電気設備

床 : O A フロア ( 100mm) + タイルカーペッ ト

鐙 : P B下地 V E P 塗 装

天井; 岩綿l吸音板 (15mm) システム天井

OA P タワーエントランスロビー、メインロビー

床; 花! 高i石

低 ，大里II石一部ライムストーン、木緋咋l

天井， '岩t，f1:
1倣背板

ホテルタワ ー客室

床 ; カーペッ ト

鐙 . ビニ ーノレクロス

ヲド : P  B 下地ラフトン l次1')

ホテノレタワ ーアトリワムロビー

床 ; 大理石

ｾｾ＠ ; 大理石ー苦I ! ライムス トー ン

天井 : P B下地 A E P 塗 装

受電方式 ｲｦ ＷＮｾ受変Ｇ［ＰＺ設備［ 2 0 MV Ax  2 、高圧変屯設備，'[ ) : 気室 ; 8 ケ所

予備電源非常! l ) : カ、スタ ー ビン2，5001くV Ax 2  

コージエ Jネν ーション問。カ守スターピン l ，875KVAX 2  

・空調設備

空調方式 OA P タワー; コンパクト型空調機による 全空 気 方 式 ( 4 管式)

ホテルタワー . 外調 機十フアンコイノレユニット方式( 4 1;1' 式)

熱源 地域冷暖房施設( 冷水、温水、蒸気)

. 衛生設備

給水 上水、 1.1"*の 2系統、

受水槽 OA P タワー; 480m' 、ホテルタワー; 540m'  

給湯 ｉ 也冷か ら の蒸気を熱 ｩ Ｑｩ ｈ する Ｑ Ｎ Ｑ Ｂ 央給湯及び谷附屯気持 ［ｪ ｈｾ 器

中水 雨水、制t初水、厨J j J 排水を処理して使所の洗浄水に幸1) 斤J ( 490m'/ 日)

・防災設備

消火 屋内i J ! i 火絵、スプリンクラ 一、Im1iX型スプリンクラ 一、泡消火、 C O，

消火 、屋外 ｩｬＡ ￭ 火せ ん、消防ＡＧｬＧＩ 水 、Ｚｩｩｬｩ Ｊ Ｇ ｾｩｩ 孟水管設備

排 煙 機械羽|勉設備 ( OAP タワー基準階は、天井チャンパー排煙方式)

その他 述到11112 スプリンクラーシステム ( NS システム) 、

火災感知辿到j システム

・昇降機 ｏａｐ タワー。釆用 ＳＳｾ 彦、人初期米非常用 Ｒ 基、エスカレ ー タ ー Ｑ Ｐ

基

ホテノレタワー，釆用 15器、人初期 7 器、人初用兼非常! 1 ' J 3 基、エス

カレーター; Ｑｏ ｾ在



[ お知らせ]

第24回公開講演会

題目 にれからの耐震設計手法一変形能力設計へJ

講師・鈴木計夫氏( 大阪大学教授)

日時 1996年 6 月 3 日開) 14:  ｏｏｾ＠ 16 :  00 

会場建設交流館 6 F  TEL06- 543- 2551 

大阪市西区立売堀2- 1- 2

定員 120名( 先着順 ・参加費は会員外も無車ヰ)

申し込みは、 FAX または電話で、関西建築構宣設計事

務所協会( 和田建築技術研究所内、 TEL06- 3 14- 210 1、

FAX06- 361- 7556) へ。

ペリ氏を迎えて「建築士の日Jを

建築士法が施行された昭和25年 7 月 |日に因み、大阪

府建築士会は昭和63年から 7 月 |日を「建築士の日J

と定め記念事業を行っているが、今年は建築の{ 耐直観

特に安心と安全をテーマとしたイベン卜を企画して、

広〈市民に建築士の御l ・社会的貢献についてアピー

ルする。いずれの催しも参加費は無料。

・基調講; 寅 1996年 7 月 1 日開) 18:  ＳＰｾＲＰ＠ :  30 

「建築士が市民の信頼に応えるためにはj

講師 シーザー ・ぺ リ氏( 建築家)

会場 大阪市中央公会堂大集会室 ( 大阪市北区中之島)

. 公開セミナ 1996年 7 月 6 日仕) 13 :  ｏｏｾ＠ 18 :  00 

議寅「安全な街と建築」野村啓司氏( 毎日脆差アナ)

講座「高齢化社会の住まい」士会シルバーライフ研究会

会場 OCAT 3階( 大阪市浪速区湊町 1- 4- 1)

申し込みは、催し名 ・氏名・晶絡先住所 ・電話 ・F AX

を明記し、 FAX またはハガキで、( 紛大阪府建築士会

( TEL06- 947- 1961、FAX06- 943- 710ミ干540 大阪市

中央区農人橋2ート10) へ。

第 2回水のフォーラム開催

「ライブラリー・アクアJ ( 水の専門図書館、 T OT Oの

文化情報発信基地として 1987年開設) が主催する建

築・住宅・水をテーマとした講演会* 水のフォ ーラ

ム九今回は、建設文化の研究家・菊岡倶也氏に 「建

築. f: : E - 割育報アクセス術をマスターするj と題して、

情報捜しのポイン卜を聞く 。入場無車も各会場40名。

・東京/ 1996年 6 月28日幽 18 :  ＳＰｾＲＰＺ＠ 00 

T OT OスーノTースペース大会議室

新宿区西新宿 1-6-1新宿エルタワー25F

. 大阪/ 1996年 7 月 5 日ω 18:  3ト 20 :∞ 

大阪桐杏学園会議室

大阪市北区梅田卜 1-3 大F思R前第 3 ピル 17F

申し込みは往復ハカ'キまたは FAX で、参加希望の開催

地 ・f主所・氏名 ・年齢・職業・ FAX と電話番号・「どん

な情報を求めているかJ を害いて、ライブラリー ・ア

クア‘ 水のフォーラム係，" (干 107 東京割穂区南青山 l

- 24- 3、TEL03- 3497- 10 1  0、 FAX03- 3423- 4085)

へ。東京は 6 月12日まで、大阪は 6 月 19日まで。

ＧＺｩｩｬｾｭｭｭｾｗ＠

n f o r ma l i o n  

「漆J - 進化する樹液- 展

INAX ギャラリー大阪企画展会場には、漆をかけた平日紙

を使った襖と漆を拭いた床をしつらえた部屋が出現す

る。また、 i奈が施された電話などの工業製品、自動車

のインス卜ルメントパネル、漆掻きの道具類などが展

示される。入場無料。

会 期 1996年6月10日( 月ト 8月24日出水曜休館

10:  Ｐｾ Ｑ Ｘ ・ ＰＰ Ｘ 月 ＱＰ 日 ｾＱＸ 日は休館

会 場 INAX 大阪ショールーム 2 F  

大阪市西区抑TI - 7- 1 TEL06- 539- 35 18 

・誌寅会「漆と建築J 高木信治( 高木信治建築研究所)

日 時 1996年 7 月 1 日(月) ＱＸ ・ ＰｾＱＹＺ 30 

会 場 I NAX 大阪ショールーム 8 F 会議室

定 員 先 着 順 100名

漆をかけた懐紙( 所蔵からかみ屋) 写 真 撮 影 田 淵 暁

「際の都市J 展と公開セミナー

足と眼を使って都市を観測し、その結果を観相学、統

計学、幾何学、建築学という四つの方法に基づいて抽

象化し、さらに主として電子メディアを使ってアー卜

作品化しようとする試みに取り組む三人の建築家のそ

の 10年来の行為を、写真日刻象、平面、立体などの手

段で表現した作品群を展示。入場無礼

日 時 1996年6月3日(月ト15日出 10 :  ｏｏｾ＠ 18 :  00 

会場東京デザインセンター ・8階・アティック

展示植野糾+ 森徹+ 若松久男 ( KAJ IMA DESI GN設

言十長三人) による「シティ・アート」

なお、 Ｖ 月 Ｕ 日 制 ＱＸＺＳｾＲＰＺＳＰ には同所 ｂｉｆ のガ

レリア・ホールで、上記三人を講師に迎えてセミナー

「際の都時命J が間程される。朝見会込みの参加費は

2000円。申込みは FAX て主催者 ・建築 Next Phase研

究会 ( FAX03- 3445- 1125) へ。

照明探偵団・連続実践講座

「光と水のある風景」 陣内秀信氏( 法政大学教授)

日 時 1996年 6 月20日同 18: ＳＰｾＲＰＺ＠ 30 

会場東京デザインセンターガレリアホール

定 員 150名侃募者多数の場合は捕茎)

参 加 費 一 般2500円、学生 1500円

申 込 6月6日までに、往復ハガキに所用事項を記入

して東京デザインセンター照明探偵団講座係

(干141 東京都品川区東五反田 5- 25- 19)へ。

マンション管理実践講座

市民を却おこしたマンション管理の実践講座< 加謹セ

ミナー> が、京滋マンション節制策協議会と佳生活

研究所の共催でこの 6 月から、 8 、12月を除く第 3 木

曜 日19 :  00--寸 1 :  00に、計 10回開催される。

会 場 学 芸 出 版 社 3 F ホール

京都市下京区木津屋怖亘西洞院東入ル

受講料 |回 1000円 ( 10固8000円)

申込各ー講座開催時に会場て受付

・ ＱＹＹＶ 年 ｾＱＹＹＷ 年の講座内容と日程Ｈ講師は予定 Ｉ

6 月20日 マンションは小さな自治体/ 谷垣千秋

7 月18日 智里組合の運営/ 谷垣千秋

9 月19日 理事会の運営/ 山本好ニ

10月17日 対見梼設修と建物の管毘/ 田村哲夫

11 月21 日 慎重忠且合事業と財政/ 田村哲夫

l 月16日 区分所有法の考え方/ 折田泰宏

2 月20日 官軍撤旬と自治/ 折田泰宏

3 月27日 マンショントラブルへの対処法/ 湖海信成

4 月17日 皆 勤E合 ・企業 ・行政のネットワーク一生

活者の経済ー/ 円満字洋介

5 月15日 マン、ンョンのコミュニティ活動/ 谷口浩司

「病院建築/ 福祉建築基礎講座j

制 日本医療福祉建築協会は、病院建築や高齢者括支建

築の初心者を対象に、基礎的な実感能を平易に解説する

講座を本年は「病院 2 日J I福祉| 日J の二本立てで開

催することとなった。

会場建築会館ホール( 東京都港区芝5- 26- 20)

定 員 180名( 定員になり次第締め切り)

受講費病院建築: →宣40，000円

福祉建築: →l l : 25，000円

病院+ 福祉. →宣60，000円

・病院建築基礎講座 1996年 7 月8 目白)_ 9 日ω

テーマ 全体計画/ 外来部/ 病棟・病室/ 手付滞日・介

娩部/ 院タ怖念食/ 検査 ・放射線・リハビリ/

供給部/ 設備/ 病院建築設計の実際

講 師 長i筆泰( 東京大学) /中山茂樹( 千葉大学l / 上

野 j享( 東京都立大学v 今井正次 ( 三軍大学l /

厚生省/ 辻吉隆( 国立医療・病院管理研究所)

/ 中 野 明 ( 京都女子大学) / 高野童文 ( 高野重

文建築事務所) / 山下哲虫B (名古屋大学)

・福祉建築基礎講座 1996年 7 月10日附

テーマ 特別講義/ 福祉施設体系/ 特養・老健の計薗

/ 高齢者の身体特性と計画/ 高齢者施設の空

間別配慮、

講師砺波匡( 厚生省) / 外山義( 東北大学) / 小滝

一正( 横浜国立大学) / 田中直人(神戸芸術工科大

学) / 高橋公雄( 公共施設研究所)

問い合わせは、 (紛日本医療福祉建築協会( TEL03- 3453

- 9904) へ。
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一一一一- i n  f orma ti on 

「ひろしま街づくりデザイン賞J 募集

広島の街並みを生かした魅力的な建築物 ・工作物 ・広

告物など、また魅力ある景観づくりに貢献している活

動を表彰する「ひろしま街づくりデザイン賞j は、個

人の住宅から仮固いまで、広島市内で美しいと思われ

るもの、好きなものを募っている。

部 門 ¢ 漣 築 物 ・工作物部件ー療則として 2 年以内

に完成、改築、改装したもの

告滑化推進部門ー一一 2年以内に完成 ・改装した

ものや、 5 年L入上継続する緑化出隼活動

@1踏 み 部 件 一 一2年以内に完成 ・改装

④サイン ・アー卜部門一→司上

⑤ まちづくり活動部門一一 5 年以上継続する活

動

応募 自薦 ・他薦を問わず。一人何点でも応募; D J 。

応募用紙に必要嘩項を記入し、写真貼付の上、

ポジまたはネガフィルムを同封し、広島市都市

デザイン室( 〒 730 広島市中区国泰寺町 1- 6- 34

TEL082- 504- 2277) へ郵送すること。受付期間

は Ｕ 月 ＱＰ 日 ｾＶ 月 ＲＰ 目 。 問い合わせも同所へ 。

選考森保洋之広島工業大学教授ほかによる選考委員

会て漣拷し、発表は平成 8 年 10月予定。

「医療福祉建築賞1995J 決定

他日本医療福祉建築協会が主催する「医療福祉建築費

1995J は、平成 4 年 4 月| 日~平成 6 年 3 月31 日に唆

工した建築を対象に公募し、応募31施設( 病院は診

療所 3、その他 10) を選考 G墾考委員長 ・松本啓俊氏

ほか 6 名) した結果、 7 作品を建築賞に決定。その表

彰式は 4 月25日に学士会館て執り行われた。

)1頂天堂病院 1 号館
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リビングデザイン賞募集

「リビングデザイン賞j の 2 回目のテーマは「自分で

組み立てられる家j 。テーマに対する作品を募集する。

テーマ模型飛行機を組み立てた時のように、説明書

を見ればアマチュアでも建てられる家。人件

費を節約できる家。増改築もできる家。

応募資格住まいに関心のある建築家、デザイナー、ク

リエーター。個人 ・ク・ルーフ閣わず。学生も

可。 日本在住者に限る。

応募作品 テーマに関する未発表のオリジナル作品( 建

築・インテリア・プロダクトからの提案)0r家」

の完成までの費用、組立作業時間を明記。

提出物一次審査までプレゼンテーションポー ド| 枚

応募方法 出品料2000円を指定口座に振り込み、振込受

領警の コピー、出品申込書、プレゼンテーシ

ョンボード l 点 ( A 1判、折曲け不可) を、

Ｗ 月 ｼ日 ｾＷ 月 Ｓ Ｑ 日に運営事務局へ垂日送 。

審査員柏木博( デザイン評論家) 、内田繁( イン

テリアデザイナー) ほか 3 氏

問い合わせは、リビングデザインセンターOZONEリビン

グデザイ〉償実行委員会( 干153東京都目黒区中目黒 1-

8- 8 . . 環境計画研究所内、 TEL03- 3791- 8918) へ。

いわてリハビリテーションセンター

日本医科大学付属千葉北総病院

神鋼病 院

4回目の助成対象者決定

慣秒、ウジングアンド コミュ ニティ財団 (l里事長 ・合田

耕平) は平成 8 年度の二つの助成事業を公募し、選考

の結果、「住まいとコミュ ニティづくり活動助成J は

応募87件から 16件、「若手デサ.イナ一助成J は応募65

件から 4 件を助成する ことになった。

今回の「活動助成j には、阪神 ・淡路大震災を機にま

ちづくりに目覚めた住民たちの活動「民間主導参画型

まちづくり活動拠点開設のための活動J (芦屋市民街つ・

くり連絡会) や、大震災で建謝也樹其者が被災して中

止に追い込まれていた「ボランティアの活叡} 拠点機能

を持つ生涯住宅の建設，舌動j への再助成などが含まれ

ている。

「デザイナ一助成J は、小川晋一氏 rGLASS HOUS-

ING: ガラスをテーマにした集合f主宅の可能出、奥山

信一氏「者E市プロジェク 卜としての集合住宅」、曲淡IJ

笑邦氏 rr超高密度集{主体j の異体空間モデル抽出と相

互浸透仮想実験J、吉松秀樹氏「デスク トップ・コミュ

ニティに関する研究. 都市居住における空間概念の変

化とその記述」に決定した。

西神戸医療センター

安藤医院

国立病院九州医療センター



評 議 員 会

第 3 固定時評議員会

ＲＷ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 鶴 岡 議 長 ほ か27名( 委任状共)

検 事 ( 1)第 l 号 議 案 評 議 員 会 機 長 及 ひ 割 強 長 互 選

の件

(2)第 2 号議案会長、副会長及ひ理事酎塁の

イ牛

理 事 会

第 7固定伊E里事会

Ｒ Ｗ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か22名

殺 事 m会長 ・副会長及ひ理事出塁のイ牛

(2)平成 7 年度第 3 固定時評議員会提出議案の

イ牛

(3)常梅里事選任の件

Ｈ Ｔｾ 属託委嘱の件

(5回会連合工事請負約款委員会の件

(6)入選会者承認の件

(7) f ，圭媛名義承認の件

(8湾 業 報 告

第 6 回会努理事会

ＲＷ 日・ Ｓ 時 ｾＴ 時・於本会会議室

出 席 者 岡 本 副 会 長 ほ か 7 名

オ ブ ザ ー バ ー 市 川 会 長

議 事 ( 1)会員増強状況について( 報告)

(2)今後のすすめかた

企 画 委 員 会

第 2 因企画委員会

ＲＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 第 4 回日本建築協会賞について

編 集 委 員 会

第 5 回計画系ーインテリア ・住 宅4 科 会

Ｔ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉ 日時半・於本会会議室

出 席 者 小 梶 幹 事 ほ か 3 名

議 事 本 介 科 会 の 特 集 構 成 に つ い て

第 12回会員企画小委員会

Ｕ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時・於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( I) I 建築と社会J ( シリーズもの) の報告と掲

載予定

(2浮斤しい企画案について

第 9 回広告企画小委員会

Ｖ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時・於本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 3 月号「東海支部」特集広告途中也畠報告

(2) 4 月号「立備主車場設備」特集・「大建設計J

特集広告途中経過報告

(3) 5 月号「非常時に生きる法体系J 特集・「大

月間の動き

過報告

(5融自特集企画路島報告

(6昨品作風報告

(7収支状況報告

第 13回構造分科会

Ｖ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時目分・於本会会機室

出 席 者 覧 頼 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) r構造の頁」の企画

(2漸年度の相槌分科会の件

(3) 2 月号構造特集の企画

第 8 回施工材相時科喰

Ｗ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会競室

出 席 者 有 光 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( I) t 寺集企画

(2施工ヰ材初〉頁

(3 ) f 成 8 年度分科会幹事選任

第 11回編集委員会

ＱＴ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会機室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 8 年 3 月号「透む工ーその地場揖興と文化J

特集経過報告

(2) 8 年 4 月号「立体駐車場設イ蒲」特集・「大建

設 計J 特集結晶報告

(3) 8 年 5 月号「災害 ! 非常時に生きる i封本系」

特 集・「大阪アメニテイノマーク」特集結晶報

企ヒ

E 司

(4) 8 年 6 月号「いま、プールがおもしろいJ

特集経過報告

(5) 8 年 7 月 号 に れ か ら の 住 ま いJ ( 仮称) 特

集経過報告

(6) f 乍品作風関係報告

(7)その他

(8淑支状況報告

第 12回設備介科会

ＱＸ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 団 ノ 畑 幹 事 ほ か 9 名

議 事 ( 1) r立備主車場設備」特集結晶報告

(2熔諜委員会の報告

(3)  r設備の頁J の企画

(4濠庁年度設備分科会の体制

第 6 回計画分科会一建築系ー

ＱＹ 日・ Ｗ 時 ｾＸ 時 ＴＰ 介・於本会会議室

出席者 山本嘩宇事ほか 4 名

議 事 平 成 8 年 9 月号の本分平捨担当特集のテーマ

について

第 12回作品作風小委員会

ＲＸ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1撤回編集委員会の報告

(2) f 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3) f 乍品の選定

(4)  rGal l eryJ 掲載報告・予定

( 5)  r S K E T CH B OOK欄」の掲載予定

阪アメ ニテ イノマーク」特勧玄告途中結晶報 |  事 業 委 員 会

告 第 11回若い会員の集い小委員会

(4) 6 月号「施工材料介科会J 特集広告途中経 ＱＱ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時的介・於本会会議室

【平成8年 3月分】

出 席 者 芦 田 委 員 ほ か 5 名

議 事 ( 1)今後の予定について

(2震災関遼企画について

(3定委員の時間

第 7 回広報小委員会

ＱＳ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介・於本会会議室

出 席 者 南 、 原 見 両 副 委 員 長 ほ か 6名

議 事 ( 1揃回事業委員会の報告

(2)実施報告

(3除後の予定について

第 7 回見学会小委員会

ＱＴ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 、 福 島 両 副 委 員 長 ほ か 6名

議 事 ( 1断固事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定、候補について

第 7 団事業委員会

Ｒ Ｑ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会験室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

建 材 委 員 会

第 10園出オ委員会

ＱＳ 日・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半・於本会会貌室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 11名

ヰオヰ持見明: 超抗菌 ・防汚・防臭タイル/ 担当: 猪野委

員

議 事 今 後 の 検 討 樹 オ

教 育 委 員 会

第 2 回教育委員会

ＲＸ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時半 ・ 於本会会規睦

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1購 習 会 ・工高生教育両小委員会の本年度事

業報告

(2購 習 会 ・工高生教育両小委員会の次年度事

重量計画

(3)次年度の委員編成について

第 42回工高生デザインコンクール募集規定作成会

Ｑ Ｒ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出席者三谷審査委員長ほか審査員 7 名

片倉委員長ほか教官委員 7名

議 事 次 年 度 ・ 第4 2図工高生デザインコンクールの

募集規定( 案) の検討その他

出 版委 員 会

第 11回出版委員会

ＲＱ 日・ Ｕ 時半 ｾＶ 時半・於大本将ｩｬｬＮ Ｘｆ 会械室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( IK プロのノウノウ> と特装本の組盛報告

(2)今後のテーマと執筆者選定

(3)  rプロのノウハウJ 講座シリーズ

見 学 会

ホテルシ ー ガルてんＨ［ｲＭｾん大阪見学会

ＱＵ 日 ・ ｼ時半 ｾＴ 時 ＲＰ 分 ・ 参加者 ＶＶ 名

建築 と社会 ・1996. 5 93 



八 幡屋 プー J レ見学会

ＱＹ 日 ・ ｬ 時半 ｾＴ 時 ・ 参加者 ＳＲ 名

長 居 陸 上競 技 場 見 学 会

ＲＲ 日 ・ ｬ 時半 ｾＴ 時・参加者 ＴＴ 名

大 阪 府 立 新 図書 館 見 学 会

ＲＷ 日 ・ ｬ 時半 ｾＴ 時半・参加者 ＷＹ 名

大 阪 市 立 中 央 図 書 館 見 学 会

ＲＸ 日 ・ ｼ時半 ｾＴ 時半 ・ 参加者 ＷＳ 名

ス ラ イ ド ・レ ク チ ャ ー

第 6 回 ち ょっ と変 わ っ た 教 会 堂

ＲＶ 日・ Ｖ 時半 ｾ Ｘ 時半 ・ 参加者 ＱＳ 名

30' s E Y E- 21 世 紀 へ の エ ス キ ス

宮 本 佳 明 「 元気 で あ る た め にJ

ＲＹ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時・参加者 ＳＰ 名

建 築 ク ラ ブ

第 287回 朝 食 会

ＱＲ 日・ Ｘ 時半 ｾｉｏ 時 ・ 於大阪グランドホテ ｊ レ

演 題 ア ト ラ ン タ 五輪 に 向 か つて の 日 本 水 泳 界 の 現

》兄

講 師 奥田精 一 郎 氏 (0幼大阪水泳 協 会 会 長 )

参 加 者 49名

建 築 ク ラ ブ役 員 会

ＱＹ 日 ・ ＱＲ 時 ｾｉ 時 ・ 於 本会会 験 室

出 席者 佐 野 代 表 ほ か 7 名

機 事 ( 1)平 成 8 年 度 役 員 選 任 に つ い て

(2)平 成 7 年 度 収 支 予 算 執 行 状 況 に つ い て

(3)平 成 8 年 度 会 費 に つ い て

(4)今 後 の講 師 に つ い て

入 会 者 ( 敬 称 略 )

〔団体会員21 社〕

側 石 原 商 盾 位制泉 沢 建築 設 計 事 務 所

側 浦 辺 設 計 近 江塗 料 側

側 カ ナ ザ ワ 技 建 鴨 川 塗 料 側

制4ケ ン コ ク 側 サ ン ゲ ツ

附 創 美 興 産 大 同塗 料 側

側 高砂 商 后 側 卜ウ ベ

側 中 村 塗 装 庖 側 中 村塗 装 后 大 阪 営 業 所

浪 速塗 料 鮒 日総 建大 阪事 務 所

日国ペ イント 側 日 本ペ イント 側

側 ハ ヤ シ 側 フ ジ ベ ッ ク

吉 村 商 事側

〔個人会員66名〕

阿{臼波聖野位計昌} 幸 浅(野自由位計}誠 浅 見( 日建位秀計樹)  

井{日上雇位計敏} 夫 ，也('1日畢直位広計)和 今 井( 日彊股宏肘郎}  

よ 野 計真} 与

{ 日建股
大{泉同盟睦肘}楯 大 和( 目田瞳位精計一)  

押{日田.Il t計宏}、明 金{丸日置股孝肘)一 川 田{ 目盛世勝肘弘}  

北( s島瞳 正 行

股肘)
久(保目瞳田位秀計)男 栗 山{ 自彊段知肘広}  

坂(日上瞳Il t肘照) 重 桜(井田園町文肘}雄 塩 井( 目盛世保肘則}  

杉(日本置世計寧) ;台 杉{山目置股郁計)夫 杉 山( 日建位計隆}  

関( 日置睦計伸) 二 田(中日撞世秀肘}雄 田 辺{目盛世一肘之)  

高(日橋建股計弘} 治 鷹(羽図画股信肘}勝 武 田(目星電股武計司)  

ヰ日直陸許男
槌(国日直肱延肘}秀 鳥 巣( 同盟世茂肘樹)  

遼(臼松質量股肘展} 弘 中(川自彊股，計享}1士 野 口 股恵計、司)  

(日直

寺JLE嘉 彦 畑( 筒瞳世利肘}朗 端 (日直股景肘ー)  

林{ 日置殴針辛}口久 林{目盛陸直計)樹 原 (日組曲克肘巳う

平{目野置股針宮} 之 藤{岡B 理世軒}茂 藤宮t己B 諸般計真}  

前(日田瞳世肘泰} 幸 松(本司直睦貞計)雄 高 '(良自強世富計弘)  

村{目よ圃股針義} 弘 森(崎日直世肘}実 森 田{ 目盛般一計哉)  

矢(日島園陸肘峰) 雄 薮(野日瞳股宜肘}美 山 田{自瞳股恒肘春)  

横(闘川車館肘隆) 一 伊(川藤崎賞工曙功}  {稲中失越‘ 貫工二喋郎)  

今{ウ井ν ドフ祥レ子ンズ)
小 図 計書豊事彦輯所

大 谷 由 紀 子

{ 伊眉理措股 }  

小{中山島商会義} 数 賞( 賞曲計事進輯所輿}  { リビング鈴デ木ザインセ理ンタ絵ー)

田{窓中岡殴針穆1揖尊所] 鶴(圃谷谷工輯治庖好)  (西自本川ペ大イン治ト朗)  

早(イ川 俊 六

トーキクレピォ)
八 木(三冷社俊) 一 ( 鹿島山理物崎結合管博理司)  

〔准会員 l 名〕

;賓(大川工大隅尚} 子

テトカッパー防水
奥山化工業械式吉社

本 社 東 京 郡 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル TEL03( 3571 )27031伺 F AX03(3571)0264 
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| カッバー防水帯 ー コ==ι タ イ ト オ ク ロ ン 防 水 都I 大阪事務所TEL06(391) 1081 - 1同 X 06(395)1109 名古屋出彊所 TEL051(81 1  )  3660 

慣;兵宮聾所TEL045(310)刊 31 FAX045(310)4765 I草木出張所γEL0461(11) 1761 FAX0461(13).1341  

資料をごal J <下さい。

埼玉宮聾所 TEL048(774)1845 王緩出彊所 TELOI91(18)0878FA叩 191(18)1614

τ ｾｾ ｙ ［ｽ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2- 10( T SビJ レ)

T  E  L  ( 0 6 ) 9 4 3  - 6 5 7  1 げて)

・東京/ 横浜/ 盛岡/ 仙台/ 氷河静岡/ 岡崎/ 名古屋ゾ富山/ 大津/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 徳間/ 他全国主要都市



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

(設 計 ・施工)

組朝日工業社

本社・ 本応 東京都港区浜松田Tト25- 7 電話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大阪市淀川区加島ト58- 59 m話 06 (302) 2270  

支 底 北海道/ 東北/ 北関東/横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲJ 械式会社

本庖・大量本祉 干550 大阪市西区江戸堀 1丁目 9番25号 電 話 (06)441-8231

東 京 本 社 〒 102 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電話(03) 326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉績浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 難 所 帯広函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・盤出 . tl l  .  t.f山 ・

福井 ・徳山 ・訟山 ・高知 ・北九州 ・鹿児品 ・}RI珊i

出 張 所 旭川| ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海外宝庫 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 干354 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 7世話(0492) 58- 1511 

空気調手" 設備 /  X' ¥ ，l1i.t 設 備

ねf J F11< 設 備 ( J 冨¥l ノk 処 f型胞 J2

電 気 設 備 マーーτ 7 環 I克 胞 J2

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大 阪 支 盾 大阪市中央区北浜 2 - 2  - 21 電話 06(202) 3071 ( 代表)

本社・東京本底 東京都千代田区有楽町 1- 4 ー l 電話 03(3502)  6111 ( 大代)

支 庖 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・東関東・北関東・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

⑩ 三 建 設 備 工 業 株 家 畜 社

大阪支唐 大 阪 市 北 区 紅権問T 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1刊

本 社 東京都中央 区 日本将勢町波町 2 ー22 危 話 ( 3667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札帆・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 -
-
-

空晃 調
格式会社

本 社 k 阪市中央区域且 2丁目 ' j 恥l 号Yイン21M10タワー 屯 ｾＱｩ 06- 949- 1371  

" * 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 術 住 友 ビ ル 電 話03-3344- 7911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13 需 20 号 泣 結 06- 363- 1371

支 出 i，IJ古・横浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・1よね ・福岡

Ｎｾ［＠ ｾ住所 札帆 ・ 茨雄 ・ 大宮 ・ 千葉 ・ 山梨 ・ 静岡 ・ 縞ｾｴＭ ・ 滋賀・和歌山 ・ 松江 ・ 長崎 ・ 沖縄

m 5長 所 背 森 ・秋悶 ・盛岡 ・川崎笥，lJ • ｸＮｾｊＡｾ＠ .  1M) 山 ・尚必 ・下関

熊本 ・宮崎 ・鹿児島

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

偶9 よりよさ環境へ繍で挑む一 一 一

- 株 式 会 社 精 珊

( . 1 . 一ー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 IlllH6号( オートセンターピル 1・2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6 5 1 代 表

東 京 支 庖 東京都文京区小石)111 丁目 12番14号( 日本生命小石川ヒリレ 7階)

郵便番号112 電 話 ( 03) 5 6 8 9 - 2  3  5  1 代 表

商昂は空気ですo ¥! r-
a・.. 黙と空気の工ンジ二戸川ーーーー

〉ー〈J 5 T21
・宮

ガス訟備のき生計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器締約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 tlI 06- 466- 2268 

大阪営難所

枚方営難所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  ｾＰＷＲＰＭＴＹＭＲＱＲＸ＠

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

おお西原、衛生工業所大阪庖

阪市北 区 E村幸6 丁目 8 番 4 号 電話大阪 (458) 3628番

支T.s ・糊 E所 福岡 ・京者11 ・天 理 ・川西 ・神戸

O K U.J U  

邑 箆E g愈容も危島むお銭鑓拶窃還

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

開制オクジュー

本 社

大阪市北区西天，高5T目3番7号 干530

TEL (06l312-4131 F AX (06)312-7ヨ98

東京九州・備，兵・名古屋仙台宮崎・京都

Di gi tal  Pri  -Press 

1恥

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉日刷株式会社

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11 号

Phone. 06- 351・5428 Fax. 06・351・5299
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情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本

日本電植株式会社

本 iI

社 干 ＵＳＰ 大阪 ､ｪｾ ｴｉ，Ｈ ｟ ｉｉＧ 之 ｦ，ｾ 三 ｊｉｊ Ｒ Ｍ ＴＨｾｾｊ ｉｉ ピルＩ '，G;，，i ;06 (385) 1361(( 

所 干564 吹 川 dj -ifi! 1)( ｾｲ＠ 3  r  )  )  34 - 6  ，G;，，[;o6  (385) 1361((¥:) 

所 干615 :;，; r，r; IJj イj :;.; J>( Ｑ 叫 が柿ｾ i与野田r 21 '，G;，，1i 075 (31 1) 1  1  85((¥:) 

所 干650 ｾｉＧｉ ［＠ 山中 央 l>(i JHE問 59 ＨｾｉＧｉ［ 側 ｈ ビルＩ ';G; ，，[;078 (333) 7756((  

朝 陽 電 気 株 式 会 社 E

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高E官級 4丁目 3番 7号 電話大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈 川 ・東関東・中部・九州

会 社

電気段備 .t十装制御般備・ 空開銀備・ クリーンルー ム設備 ・プラン ト段備

給排水衛生段備・エネルギー集中底捜システ ム ー股E十施工

事 在 干5酒文阪市1惚西支x 2 ート8ぼピM TEl l l i (3制)1411-FAX 曲(3制)5533

型 車 支 柱 干1Cl i . 京也君霊踊111-16( ニコー輔圃ピJレ) TEL閃偽04)0131.FAX ()l(抑)0168

S古置; a 干461 名古車市北区童割目-12- 14 TEL052側 )5131・FAX052(914)7535

樽戸主居干 ＶＵＷ 神戸市 量 産Ｘ ・ 稲田 ＱＭＱｾ Ｈ 工ピスピル Ｉ TELO渇( 側 )5571・FAXO吊(8706甜1

m研究所青田大飯府繍官三宝町七T3掴 TELOn1(17l8()8.  FAXOn1( 17) 1似

ー・F電' 司. . . .

③時縁結融持

黒 板 ・ 掲 示 額 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒 547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T E L 0 6  (792)  5858 F A X 0 6 (792)  2810 

三宝電機柿武会社

設計施工

Ｒ 宅ｾＭ，Ｎ嗣 ｓ
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ｾＭ司 Ｚ ＱＺＱＱ 唖了直

⑤ 

ILI  

常務取締役支社長

(1;: 1，毛1{正締 '( )t

電気設備

( i ' DQT 

岬
四

、

点

、ド

問

dw

-m山

本

大阪営

京都営

神戸営

判 Ｏ〒別 大阪市北区角田町一ピ ｍ ｾ
TEl 06(313)  11日1 制11919

ー幅こh"る川 主主町川¥

必 = - - - - - 一 『 之 芝 山

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2222Z1222TE限 切 羽 ぷ:1;!?

あ ア

勺 寸 一

ゆこ_ ?5.

る ーー 阪 7  

l-t! n 主骨です¥ r J 白白 骨 ， 

恨 ζ - i量 ク

工l i L 区 ス

事証 書五五

の 唱Jや Z 六 六

TU式 i 77

12会主誌

社 三一五

I  号 六 四

大阪市西区西本町 l の13向 33

TEL. 06- 532- 0461 ( 代表)

F' AX. 06- 535- 5  18 1  

天 理 市 丹 i庄 市 新 町 4 9  

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術

- 情線 通f書股備

情縄通情ネ ッ トワーク

情岨 起 狸

温情システム

融送システふ

・電力瓶量股備

畳宜竃

架 空 過 配電

地 中 道 配電

人と都市の快適な環境をつくります

言I

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5俗)

屯 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 ( 代)

東京都中央区日本橋茅場町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

工

聞

【

裕

岡

敏

計

一

一

-

井

設

t

事

一

a

i

工

A

Z

桁

気

式

河

電

線

化

- 空閥 ・給排水 ・膏i生設備

空 気綱相

工a・配菅

水処理

コーンエ ネレ ω ション

クリーンルーム

・プラン ト

プラント肘甚

システムエンジニアリング

lx会主f d。

ｾ ｴ＠

天理営業所

本

⑪ ぉ " 蹴 業 舵

、 ず

ｾ＠

成義詰圭; 義雲霊

宮鰻種目 殴肘 ・施工・監理

・電気段備

畳宜電 ・幹圃

勘カ ・酬劃甚置

電話、融送、インタ ーホン

防犯、防虫

中央監視輔副

γ ステム計量

。

ヰ土

庖

営 業 所

本

支
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  
特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

四-ー:::17)(株)副 O! l : J !J C:2 

株 式 会 事 主 工 ヌ I ム ピ 一

線 式 会 主 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 ・ 東 京 仰 港 区 六 本 本 3 - 16 - 26 

大阪支底 Ｎ大阪市中央区北浜 Ｓ Ｍ Ｒ Ｍ ＲＳ Ｈ ｦ ｾ 愛ピル Ｉ

T  E  L  06-202- 3294 

-・11

11
場

一

一

一

工

第

第

。 ＮＮ￞Ｇｌ ｜｜ｩｾＧＭ 勝代の断熱用シｾ人
1象予〓

， .... -l-d{み

目n/¥'1イナ11ーシート P

の貼り せ技術て将t層した，二重概筆の断熱兼用二重防水シー

目豆電線株式曾祉制問刊四回開Ｒｔ目 ＱＮＲｾ Ｈ 干代 田ピ ｽｶＩ

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCS A ( 膨張| 叩和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ｊｮＢｾＱ ヨニ ｊ Ｈ グラウ卜用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二Jn守3 ーデ・' J ' J ，克 ( 品一? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ DE S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・零ニJ DI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社・京都・制針 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

Z

 

式株業産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

A

Q

Z

 

式株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

業産

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産物洋光
ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0 6)  T E L 大 阪
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[フ。ロのノウハウ ] 高木任之 4 著 日本建築協会4 企画

都市計画法を読みこなすコツ
砂目次

団法律でいう「都市計画」とは何か

固都市計画では何を決めるか( 都市計画の内容)

園都市計画を決定する・都市計画を実施する( その手続き)

固市街化調整区域内の市街化を抑制する

固市街化区域内の整備を進める

園都市計画事業を進めやすくする

団事業を実施して都市計画を実現する( 市街地開発事業)

固街づくりを誘導するシステム( 地区計画等)

四六判・ 2 8 8頁

定価・ 2472円

子成8 年施行の薪用途地域と

放神大震災後の最新条項を

盛ク込んだ、

都詳法のハン戸、プ、ツク

建築関連法規を読みこなすコツ

98 

砂目次 固消防法と建築基準法( その1 )

固消防法と建築基準法( その2)

四六判・ 2 8 8頁

定価・ 2472円
回道路・下水道と建築基準法

固水・ガス・電気と建築基準法

固特殊建築物と建築基準法

固文化財保護法と建築基準法

回都市計画法と建築基準法( 地域・地区)

固区画整理・再開発法制と建築基準法

固建築士法・建設業法と建築基準法

関係法令を建築関係者のために

とりあげた待望の解説書

砂姉妹害「新版 建築基準法 を読み こなすコ ツ」

「建築物の消防法を読み こなすコ ツ」

[フ。ロのノウハウ]

( 2 色制 〉

経験に基づいて

施工現場管理の

ノウハウを結集

工 事 の約束 事 を示 ｴｾ 合理化を ｅ ク，

6学芸出版社

生産 佐j 今土へのチェック ポイン兵を解説。

砂目次

回鉄筋とコンクリー卜

国鉄筋の約束事 概要/ 外力と応力のはな 愈

し/ 建築基準法・日本建 浸

築学会標準仕様書の鉄筋 @  

に関する定め

国鉄筋工事の問題点… 一 … 台直し/ カ、ぷり厚さ不

足/ 鉄筋の材質/ 鉄筋の

重なり，その他

固鉄筋工事の管理ポイント …一概要/ 材料の発注/ 施工

図/ 施工要領書/ コンク

リートのひび割れと鉄

筋/ 工事のチェックポイ

ント

国鉄筋工事の将来. . . …ー・・… 鉄でない鉄筋/ 鉄筋の替

わりに繊維を使う/ 錆び

ない鉄筋/ 鉄筋継手の多

様化/ 鉄筋先組み/ 鉄筋

の結束/ 鉄筋と P C / ブ

レストレス/ 梁貫通補強

固鉄筋工事の歴史

6学芸出版社

干600 京都市下京区木津屋橋通商洞院東入

TEL075- 343-0811 FAX075- 343-0810  

干600 京都市下京区木津屋橋通西 j同院東入

T EL075- 343-0811 FAX075-343-0810 

荒川治徳・著

四六判・ 208頁

定価・ 2266円

• 

企画・日本建築協会



|捧読者。官官

16.  U lli t ' 同制 剛

..‘.  

宝

田

園

+

フ

ァ

ン

ィ，. リ 7 1H・，. . 踊邑 ベリ

，一I - n，，" uフ" コイルで働

組可' d. 望瑚・. . 凪且" ペリ

，ーター" だ I J 'J nl <ずる ζ とが

で・ ￰ｾ で 的， Ｎ， ｕ Ｎ ｨＧ ， 程度

11. ，1. . /- ; ユー，タがで4・ている

た. ，い . 画@讐事@闘・m"

m応に11. 7 1' : "! t- tA<l 記・e

Ｇ・ ＪＧｩｬｬ ｊｉ＼ｦｊ‘・Ｆす ￰ｾ ・がめ
る

空

調

樋

+

パ

，f . . ，. . _ ' で. . 掴. . ・t ( . 1IIii

ょ，・ m四度〉

- 157ー

車1・E2222Z叫 酎

M I-l i .  !I:鹿・..  ・の峰2 ・R再

. 下 ・ . ・ 0 '" ・・ z -ょ..  

:1量|昌車
a-
ι" 

で
傘安

L

 

m

 

• 
ホ

• 
L

 

• 6

2

 

ゐ
"

で

咽

M

い

.
，
 

'

u

F

 

-

何

?

・
拠

出

輔

聞

に

e

・

下

い-
‘τ

 

•• 
・"

. * ・，:l' tl. 安全で. .  

Ｎ Ｎ ｾＫＮＮーピ ＧＧＧ｣ｬｬ るため
畿 ・ のＡｴ［ｴ ｾｉ ｕ ・ Ｈ ｴｬ ￰ 倉丸 抱

ＮＮ凶・Ａｴ ｸｾｵ ・ ｩｬＮＨ ｴ Ｎ・る

・岨・に“ い

. . ，略. . の1;.11). &・の..u
唱い

・酬 により停刊 に彪. 刷 。

'凪

で

市

抽

畑

町

駅

副

μ
"

し

川

凶

也

ド

足

。

，

.

q

・

か

“

，

.

周

M

M

e
'

・
・

e

閉

団

山
・

e
.

睡
眠

叫

且

恥

伺

盛

附

m

a

-

u

 

a-

副

L

M

"

で
旬

。
?・

，
、

富

岡

a

 

a
z
-

z
e
-

e

a

 

医

-t 

m

也

a

・

.

耐

ス

舎

に

-

a

A

7

 

ベ

a

a

企

い

'

U

M

q

 

u

R

喝

L

』

h

・
a

・

陶

u

a

k

t
宮

-
m

・

.

陶

磁

止の

レ

正

問

。

-
a

イ

鳴

す

m

h

F

酎

幽

狩

蓄

量

・

調

・

・

よ

@

拠 週 ｴ Ｎ 忠人ｾルートが . .  ・ ・園に偶守スペース，，" &1' ‘

鴛製剤Rの保安土の責任分界丸 盆 ぴ に It i ! l ょの に加え! 鶴市の再開発地以や嶋方島市のメイ J

分界燃とする ストリート ＧＮ どにｾいてむ埠中化引き込みが 多

，，" 省" 央銀 安 余 儀 コ ス ト 保 守 性を 〈信るでるろう

. ，. し 方式会決定し広ければはりはい .. < 1 > 受変電段値

1- 38 ｾ提に示す高圧受 電 引き込み方式企信るの 契約電力が 5 0 k W以上の納得 〈延べ床面楓

11. ｾ約 電 力が切 ｫｗ から ＲＰＰＰｫｗ 禾演の 反泌- 700 m' 以上》で 1;1:. . 力会社からの.. 

緩慢の i皇制 で 才 7 ，スピル舎前提で考える 力のm蛤‘ 圧1: 6.6 k V 以土と '.iJ J 療費家敏

&  娼べE正面隔で約 1ぼ浴、約‘ OOOOm' 限度 地内に段置 された隻度司. . . . で照明豆腐段舗

の. . . . とえ弘る 信どの負備で絢綱する司E皮 ( 200 V / 1ω V ) に

峰崎長 敏雄" " により" はるがー般的に係 電 圧金 ｧ 買えて ・ カｾ自供給する受度 司Ｂ 量 備 ｈ 盛

期される方式1;1:. A  ' l j ミ《舗内( 11. f たほ C.  信ずる‘ ，. ，. ，: 電気段舗の中で・ " 大き' . ス

O方式，. 住》でゐる ペース告とるもののーっでめり 漣腕のJ l ;J"Jt

引き込ゐ I W也紛の" 鰻H Kねるk め 栂内 蘭に大 i '.i ・3・を& " す ま た .. ' "のg鹿島上

伎の位a に" 盆患が必製で" る また場合に 不可欠であり. . 置喝粛に U.. 1I 衡計画上+ 分

ょ，て' ' ' ' 段の電力IU 移動すること" ' ち る ''':11"虚が 必要である 眼前墜を . 復すると 大

/) 1. . JIII ;t 泡liI乏n，固と信る . '，負伺のある場所 むし ( I H ¥伺のやι であ

ＧＧＧＺｾ＠ 近年の珊堤" ・' " かゅのニーズの高. るニとが鑓' 1 L¥，/)I. -，般的に" 槍下また' ' ' '

り金受付 関係省庁聞の合. @のむとに昭如 61 上舟付近とすることが多¥'. 111 1- 39 畿に代表

旬厚から針‘ 的信地中ftil 'il め勺れているため 的'..:m. 泊所告示す

ｾｬｴｬ ［ｴ省略 ｗ｢Ｑｩｬｩ ｩｦＺＯｊＺで安定している雄 ｬｩＮ ｴＮＮＺ ど 湿気ホ" ' ' ' 竃匁怨舗の・!: IU 劣化させ事館

'3-

- 目次

序 論 建 築 設 計 の た め の 設 備

第 l 章 建築基本計画に必要な設備基礎知識

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備

第 2章 事 務 所 ピ ル の 設 備 基 磁 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

霞気設備/ 昇降機設備

第 3章 商 業 ピ ル の 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備/ 貸方基準

第 4章 集 合 住 宅 の 設 備 基 槌 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 電気設備/ 昇降

機設備/ 電気エネルギー設備/ ガスエネルギー

設備

第 5章 意匠設計者による設備の打ち合わせ

現地調査/ 官庁打ち合わせ事項/ 建築主打ち合

わせ事項/ 法規チェックリスト

第 6j事 事務所ビルの設計例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ モデルピル設備概要

第 7章 商 業 ビ ル の 設 計 例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備/ モデルピル設備概

要
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設備更新/ 騒音・娠動の防止/ 住宅用メ タ

ボックス/ 各種機器の納まり/ 配管スペース
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社会状況計量り込み、最新の技術計静量を盛り込むべく新たに書き起こしたもので、執筆 には、東畑建築事務所、日建設
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第一線て活躍する設備設計者が、実務において、建築と謝請のかかわりあう場て笹顕した問題を振り起こしその解決

新星野尺肢て示しお本書は、意匠設計者のみならず、初歩の設備設計者にも好個の資料になるものと思います。

本書のお求めは、 全国の書官で! !

位) 日本建築協会 (干53色村肺 北区梅田1-1-3

-2100TEL06剖 8 侃35、FAX06-348一郎4)

で怯 、毎月価格 件 送車l実費)で販売しますの

で、本会までと注弐了下さい。
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三星フネンシンクル

困圏

宣言イ: J t こ』

屋根はいま、新しい表情をもった

根にも容易な施工が可能です。

不燃性とソフトな化粧性 を合せ持ち 、下

葺防水材との防水 シス テムの併用も相ま

って、屋根仕上材の自 信作です。

現代感覚あふれる超モ夕、ン な屋根か ら純

和風屋根にいたるまであらゆる 屋根にセ

ンス良〈調和します。

三星フ ネ ンシング ルは、ガラスマ ッ ト

1 0 0 %の芯材と耐候性にきわめて優れ

た特殊合成樹脂混入無機物からなる不燃

認定を受けた屋根仕上げ材です。

耐久性、柔軟性に優れ、 表面は環境に調

和する彩色砂粒を圧着 してあります。軽

量にもかかわらず風に対しても十分な安

全性を持 っています。 どの様な形状の屋
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